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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




「こんなにお美しい方を隠かくしていらしたなんて。曾根そねさまも、お人が悪い」

「本当ですわ。おつき合いなさってる方がいらっしゃると知っていたら、私どもだって何度もお見合いを勧すすめたりしませんでしたのに」

　華はなやかに着飾きかざった中年のご婦人方が、曾根吉哉よしやに向かって好意的に笑いかける。

　だが、その隣となりに立つ小里遥こざとはるかにちらりと向ける視線は、一転してギラッと鋭するどい。

（──こわっ）

　痛みを感じさせるその視線から逃のがれるように、遥はそっと目を伏ふせた。

「隠していたわけではありませんよ。あの頃ころは、まだ彼女と出会っていませんでしたから」

　威風いふう堂々どうどうとした長身の身体からだを仕立てのいいスーツに包んだ吉哉は、遥を庇かばうように少し前に出て、厚めの唇くちびるにあるかなしかの僅わずかな笑えみを浮うかべた。

　少し厳いかつい雰囲気ふんいきのあるその異国風の顔立ちは、男らしく自信に満ちあふれている。

　吉哉は、一昨年おととし病気を患わずらって亡なくなった父親の跡あとを継ついで、ありあまる資産を有する旧家の主あるじの座に就つき、その傍かたわらで優雅ゆうがに画廊がろうなども営んでいる上流階級の人間だ。

　しかも二十八歳の結けつ婚こん適てき齢れい期きときたら、こんな優良物件を世間様がほうって置くわけもなく、縁談えんだんはまさに梅雨つゆ時の雨の如ごとくに間断なく降り注ぎ、手元には身上書が山ほど溜たまる。

　それをいちいち送り返しては断り続ける毎日に、吉哉は常々うんざりしていたらしい。

　だが、それも今日限り。

　なぜなら、高名な華道かどう家である吉哉の母親の個展開催かいさいと華道家生活二十周年を祝うパーティーの席上で、すでに自分に婚約こんやく者がいることを公表してしまったからだ。

　旧家の主である吉哉との縁組えんぐみを夢見ていた人々からすれば、これは青天せいてんの霹靂へきれきだった。

　そして夢を打ち砕くだかれた人々にとって、その婚約者として唐突とうとつに現れた遥は、まさに敵。

　決して好意的な視線を向けられはしないと、最初から覚悟かくごはしていた。

　だからこそ、どこからどう見ても文句のつけようのない完璧かんぺきな出いで立ちで武装した上で、この場に臨のぞんだのだが……。

（この立場、想像していたよりずっとキツい）

　さっきから何人もの人達に、ギラッと鋭い視線を向けられ続けている。

　立場上、反撃はんげきなんてできっこないし、悪意や敵意といった感情を向けられ慣れていないから、かなりしんどい状況じようきようだ。

　防波堤ぼうはていの如く、敵意ある視線をはじき飛ばしてくれる吉哉だけが心の支えだった。

「あらまあ、あの頃だなんて……。お見合いを勧めたのは半月ほど前のことですのよ。この短期間に出会って、婚約までなさったとおっしゃるの？」

　噓うそばかりおっしゃって、とちょっと意地悪く微笑ほほえむご婦人に、吉哉は自信たっぷりに頷うなずいた。

「その通りなんですよ。出会ったその日のうちに彼女を口説き落としました」

　なにしろ一目惚ひとめぼれでしたから、と吉哉がはっきり言い切る。

　そんな堂々とした態度に軽く気圧けおされたご婦人方が言葉をなくしていると、「息子むすこ達と少し話がしたいの。よろしいかしら？」と、その背後から声をかける女性がいた。

「まあ、美華子みかこさま」

　真珠しんじゆ色の光沢こうたくを放つ上品な和服を着た優雅なその女性の登場に、ご婦人方は慌あわてて場所を譲ゆずって遥達の前から離はなれて行く。

「先程さきほどはゆっくりお話しできなかったから、改めてご挨拶あいさつにきたのよ。──吉哉さん、春美はるみさん、ご婚約おめでとう」

　吉哉と遥とに、おっとりと微笑みかけたこの女性の名は、曾根美華子。

　このパーティーの主役である高名な華道家で、吉哉の母親だ。

　吉哉と美華子はほとんど没交渉ぼつこうしようで、親子らしい感情のやり取りは子供の頃からないのだとか。

　だから、こんな風に唐突に息子の婚約者と対面させられても、姑根性しゆうとめこんじようを出して意地悪したり嫌味いやみを言ったりはしない。軽く受け流してくれるはずだと吉哉からは聞いていたのだが……。

（ホントに大丈夫だいじようぶかな？）

　ありがとうございますとお辞儀じぎしながら、遥は美華子の表情をそうっと窺うかがった。

　どうやら吉哉のアクの強い顔立ちや大柄おおがらな体つきは父親似のようで、美華子は華奢きやしやで小柄こがら、すっきりとした小さな顔は上品な和風の面差おもざしだ。

　吉哉の母親なのだから五十歳前後のはずなのに、おっとりとした笑みを浮かべるその顔は年齢不詳ねんれいふしようで、まるで天女てんによのように浮うき世離よばなれした雰囲気を醸かもしだしている。

「春美さんは本当に綺麗きれいな顔をしているわね。吉哉さんのことは産んですぐ乳母うばに預けたからよく知らないのだけれど、美意識だけは私に似たのかもしれないわ」

　美華子はおっとりと小首を傾かしげ、しげしげと遥の顔を見上げた。

「あら？　そのチョーカー、どこかで見覚えが……」

　美華子の視線が、すうっと遥の顔から首へと移る。

　チョーカーとはいっても、諸事情により喉元のどもとを隠す必要があって、黒いレースのリボンを巻き、アクセントとして生花とサファイヤのブローチとをあしらっただけの即席そくせきのものだ。

「このブローチのことでしょうか？　これは吉哉さんにお借りしたんです。パーティーが終わったらすぐにお返しします」

　確か曾根家の家宝のひとつで、当主の妻が代々受け継いでいる品だと聞いている。

　だから、現在の正式な持ち主は、吉哉ではなく美華子だ。

　高価な品だし、勝手に借りて気に障さわったのかと不安になったが、予想に反して美華子はにっこりと微笑んだ。

「とんでもない。あなたにそのままお譲りするわ。サファイヤの青がよくお似合いですもの。首のラインも上手に誤魔化ごまかせていますしね」

「く、首？」

「ええ。とってもすっきりして見えるわ」

　思わず首を押さえた遥に、美華子がすっと近づいて来て耳元で小さく囁ささやく。

「それで、その胸は本物なの？」

（げっ、ばれてる!?）

　焦あせった遥は、全身にぞわわっと鳥肌とりはだを立てた。




　胸の下で軽く絞しぼられたタイトなラインのブルーのミニドレス、肩かたを覆おおう柔やわらかなショールをスレンダーな身体に纏まとい、百六十五の身長にプラス九センチのピンヒール。

　肩先かたさきまである柔らかな茶髪ちやぱつを華やかに波立たせ、色気のある涼すずやかな目元とちょっとふっくらした柔らかそうな下唇したくちびるとを強調した、ばっちり厚塗あつぬりのフルメイク。

　完全武装した遥は、傍目はためから見れば、まさにモデル体型の美女だ。

　だが、武装を解いたその中身は、ひょろっと細い、ごく普通ふつうの男子大学生だったりする。

　正直、自分でも、ここまで完璧な美女に化けられるとは思ってもみなかった。

　男にしては小柄でスレンダーな体形で、床屋とこや代を節約するために髪かみも中途半端ちゆうとはんぱに長かったものだから、後ろ姿だけだと男だか女だかわからないと友達からはよく言われていた。

　実際に街中でナンパされたりもしたが、振ふり返ると「男かよ」とすぐ誤解も解けていた。

　だからこの女装作戦だって、遥自身は成功を危あやぶんでいたのだ。

　だが、着替きがえてフルメイクを終えた後、鏡に映った自分の姿はまごうことなき美女に見えた。

（う～ん、プロって凄すごい）

　決して不細工ではないものの、どちらかというと地味でさしてパッとしなかった遥の顔は、メイクによって華やかな美女に変わっていた。

　喉仏のどぼとけをチョーカーで、骨張って尖とがった薄うすい肩はショールで隠し、身体のラインを柔らかく見せるために胸や腰こしに何枚かパッドを入れたりと、スタイリスト達があれこれ苦労してくれた甲斐かいがあったというものだ。

　ちなみに、遥には女装願望など一切いつさいない。

　性癖せいへきも至ってノーマルで、男と婚約したいなんて思ったこともない。

　それなのに、なぜ今こんな真似まねをしているのか？

　理由は簡単。

　金のためだ。




　　　　☆




　話は二週間ほど前に遡さかのぼる。

　どうしても大金を用立てたい切実な事情があった遥は、高額のバイトを紹介しようかいしてやると言う大学の先輩せんぱいに急せかされ、深夜にもかかわらずバイト予定の店に面接に向かっていた。

　先輩の話では、紹介したいのはバーテンダーの仕事で、この時間でないと先方の手が空かないのだとか。そこはちょっと特殊とくしゆな趣向しゆこうの店で、店の内情を外に漏もらさないための口止め料として、けっこうな額の特別手当がつくという。

　今の遥にとって、それはとても美味おいしい話だった。

　そうして向かった、裏路地にある地下の薄暗うすぐらく狭せまい店内で遥を待っていたのは、複数の男達。店内にはなぜか照明のライトらしきものが配置され、カメラを持っている者もいる。

（なにかの撮影さつえいでもしてるのかな？）

　興味津々きようみしんしんで店内を見回しながら、遥は聞こえてくる先輩と男達との会話に耳をすました。

「貧弱だし、パッとしないなぁ。もうちょいしっかりした身体からだつきの子はいなかったのかよ？」

「そういわないでくださいよ。あいつ、よく見るとけっこう小綺麗な顔してるんすよ」

　ホントかよ？　という声とほぼ同時に、脇わきから手が伸のびてきて乱暴に顎あごを摑つかまれ、伸びた前髪まえがみを無造作にかき上げられた。

「……へえ、こりゃ確かに悪くないな」

「でしょう？」

「え？　なに？」

「よし！　じゃ、撮影に入るぞ。相手役ふたり、スタンバイして」

　いったいなにがはじまったのか、さっぱりわからない。

　周囲がバタバタと動き出す中、ひとりきょとんと立ちすくんでいた遥は、不意にお尻しりをぐにゃっと鷲わしづかみにされて驚おどろいた。

「な、なにするんですか!?」

「ただのご挨拶だよ。しかし、うっすいケツだな」

「俺はこの手のタイプ好きだぜ。──ねえ、君。よかったら撮影の後、連絡れんらく先教えてくれない？　プライベートでもいいことしようよ」

　見知らぬふたりの男達は、戸惑とまどっている遥の身体にベタベタと気安く触さわってくる。

（もしかして、これって……）

　バーテンダーのバイトの面接なんて大噓おおうそで、なにかヤバいビデオの撮影なんだろうか？

　しかも勘違かんちがいでなければ、どうやら自分も出演者に数えられているような気がする。

　慌てて振り向くと、先輩はニヤニヤ笑いながら「わり」と片手を上げて遥を拝んだ。

「ちょっと我慢がまんすれば、いい金になるんだからさ。今回だけ俺の顔立ててくれよ」と……。

（俺、先輩に騙だまされたんだ）

　金銭面では非常に苦労して育ったが、周囲の人間関係にだけは恵めぐまれていたお陰かげか、遥はどちらかというと人を疑うことを知らない性格だ。

　今回の話だって、困っている自分を見かねた先輩が、事情を汲くんで高額なバイトを斡旋あつせんしてくれたのだろうと思っていたのに……。

　──どんなときでも、いつもまっすぐ顔を上げて明るく誠実に生きていこうね。明るい笑顔えがおを失わなければ、大変なときに手を貸してくれる人もきっと現れるから。

　高校生の頃ころに死んだ母親は、遥に向かっていつもそんな風に言っていた。

　夫を早くに亡なくし、女手ひとつで遥を育ててくれた彼女は、自分の言葉通りにいつもにこにこと明るかったし、困ったことはないかと声をかけてくれる知人も沢山たくさんいた。

　だから遥も母親を見習って、いつも明るく真面目まじめに生きてきたつもりだ。

　そのお陰で、周囲の人間関係にも恵まれていると今までは思っていたのだが……。

（俺じゃ、母さんと同じようにはいかないんだ）

　こんな時間の面接なんて変だと思ったが、先輩を信頼しんらいしていたからつい応じてしまった。

　背に腹は替かえられないと、お金になるなら多少の違法行為いほうこういにも目をつぶろうとも思った。

（手っ取り早くお金を稼かせごうなんて狡ずるいことを考えたからバチが当たったんだ）

　でも、こんな風に騙されるのは嫌いやだ。

　身の危険を感じた遥はきびすを返して帰ろうとしたが、それを察した先輩に通路を塞ふさがれた。

「俺の顔を立ててくれよ。前金貰もらっちゃってるんだってば」

「そんなの知りません。どいてください」

　出入り口の所で揉もめていると、「どうした？」と後ろから声をかけられた。

「いや、こいつ土壇場どたんばでびびっちゃったみたいで」

「そりゃ困る。今さら替えはきかねぇんだからよ」

「え、ちょっ……」

　声をかけてきた男に手首を摑まれ、条件反射的に思わず払はらい除のける。

「ふざけんなよ。今さらびびってんじゃねぇよ」

「今さらじゃない！　こんなの聞いてないっ！」

　そのまま強引ごういんに通り抜ぬけようとしたが、やっぱり先輩に邪魔じやまされた。

「おい、ちょっとみんな来い！　こいつ、逃にげようとしてるぞ」

　そうこうしているうちに、他ほかの男達もやってきて、背後から遥を引き戻もどそうとする。

　男達の複数の手が腕うでや腰を摑み、シャツのボタンも吹ふっ飛んで、服も思いっきりはだけた。

（嫌だ。怖こわい）

　多勢に無勢。圧倒あつとう的な力の差への恐怖きようふに身体がぶるっと震ふるえる。

「ちょっ、やめろよ！　放せっ!!」

　遥は、身体に絡からみついてくる手を振り払おうとそりゃもう無我夢中で暴れた。

　隙すきをついて目の前の先輩に思いっきり体当たりして突つき飛ばすと、階段を一気に駆かけ上がり、高いビルに挟はさまれた薄暗く細い裏路地を表通りに向かって走る。

　ここら辺りは都内でも有数の高級繁華街はんかがいで、表通りにさえ出られれば無事に逃げおおせるはずだった。それなのに、恐怖による精神的ダメージが大きかったのか、情けないことに身体が強こわばってしまっていて思うように速く走れない。

（くそっ、情けない）

　自分がこんなに弱いとは思わなかった。

　まだ高校生のときに天涯孤独てんがいこどくの身となり、それ以来、可能な限りひとりで頑張がんばってきた。

　苦労してきた分だけ、同年代の奴やつらより精神的には強いはずだと思っていたのに……。

（ああ、もう！　いま落ち込んでどうするよ。どこか逃げ込めるような店とか捜さがさなきゃ）

　背後から追ってくる足音は着実に遥との距離きよりを詰つめつつあり、表通りに出る前に捕つかまってしまいそうだ。

　足音に怯おびえつつ、逃のがれる術すべを求めて周囲に視線を巡めぐらせていた遥は、少し先にあるバーのドアがゆっくりと開いていくのに気づいた。

　そこから現れたのは、二十代後半とおぼしきスーツ姿の男。

　高身長で威風いふう堂々どうどうとしたその姿は、見るからに頼たよれそうな感じだ。

（──この人だ!!）

　きっと、この人なら自分を助けてくれる。

　そんな勘かんに突き動かされるまま、遥は迷わずその人に救いを求めていた。

「た、助けてください!!」

　無我夢中でまっすぐ駆け寄って行く遥を、男は条件反射的に両手を広げ抱だき留めてくれる。

「追われてるのか？」

　男の視線が、遥の後方へと向けられた。

「そ……です」

「わかった。少し下がっていろ」

　詳くわしい事情も聞かぬまま、男は遥を庇かばうようにしてずいっと前に出る。

「なんだ、あんた。事情も知らずに首突っ込んでんじゃねぇよ」

「言っとくがな、悪いのはそっちのガキだぞ。──おい、おまえ、金だけ取ってバッくれるってのは汚きたねぇんじゃないか？」

　追いついてきた男達の言葉に、男は怪訝けげんそうに遥に振ふり向いた。

「ち、違ちがう」

　彼らからすれば確かにそうなのかもしれないが、金を貰ったのは先輩せんぱいで遥じゃない。

　説明する余裕よゆうもないまま、遥は慌あわてて首を横に振った。

「だ、そうだ。諦あきらめて帰れ」

「そういうわけにはいかねぇんだよ」

　おまえ、こっちにこいよ！　と追ってきた男達が、男の脇から遥へ手を伸ばそうとする。

　男はすっと静かな動作でその腕を摑み、ひょいっと軽く捻ひねって、軽々とその身体を道路に叩たたきつけた。

「ちょっ、なにしやがる！」

　仲間を倒たおされて怒おこって突っかかっていった男を、またひとり、ひょいっと道路へ。

（……凄すごい）

　どうやら、なんらかの体術を修得しているらしい。

　流れるような動作で攻撃こうげきをかわし、軽々と相手を地面に転がしていくさまは圧巻だった。

　追いかけてきた男達も、さすがにこれは駄目だめだと悟さとったらしい。遥を連れ戻すのを諦め、倒された仲間を引きずるようにして逃げて行った。

（ああ、よかった。助かった）

　ほっとした遥が、震える手でまだ動悸どうきが激しい胸を押さえていると、男は「大丈夫だいじようぶか？」と、ゆったりとした余裕のある仕草で振り向いた。

「はい。あ、あの……あ、あり…あ……」

　お礼を言いたいのに、恐怖の残滓ざんしで歯の根が合わず、うまく言葉にならない。

　そんな自分を情けなく思っていると、「気にするな」と男が言った。

「言いたいことはわかる」

　スーツの上着を脱ぬいで、そっと遥の肩かたにかけてくれる。

（うわあ。この人、なんかすっごく格好いい）

　理由も聞かずに助けてくれて、さりげなく気遣きづかってもくれる。

　そんな硬派こうはな男の優やさしさに、くらくらっと心が揺ゆれる。

　見上げた先にある顔は彫ほりが深く、どこかエキゾチックな雰囲気ふんいきで、砂漠さばくや海が似合いそうな逞たくましい男らしさがあった。

（しかも、やたら強いし……）

　目の前にいる大人の男に、遥は一瞬いつしゆんで憬れの気持ちを抱いだいた。

　助けてくれたのが同年代の男だったら、我が身を守ることすらできない自分への情けなさから、男としてのプライドが少しは疼うずいたかもしれない。

　だが彼は、遥よりもずっと年上だし、身体からだも頑丈がんじようそうで一回り以上大きい。

　対抗たいこう心なんてものが芽生える隙が一切いつさいなかったのだ。

「その格好じゃ街を歩けないだろう。近くに俺の画廊がろうがあるから着替きがえていくといい」

　目の前の男にすっかり心酔しんすいしていた遥は、男の申し出に「はい」と迷わず頷うなずいていた。




　男に連れられ細い裏路地を何度か曲がり、彼が経営しているという画廊に向かった。

　路地に面している裏口から鍵かぎを開けて店内に入って、事務所だという部屋に通される。

「バイト用の制服だが、構わないな？」

「はい。ありがとうございます」

　男からクリーニングされた白いシンプルなシャツを手渡てわたされ、とりあえず着替えちゃおうと肩にかけられていた大きなスーツの上着を脱いだところで、ふと遥の手は止まった。

（げ、こんなになってたんだ。確かにこんな格好じゃ人前は歩けないや）

　慌ててすっかりパニックになっていたから自覚していなかったが、着ていたシャツのボタンはふたつしか残っておらず、思いっきり胸がはだけてしまっている。肩のあたりも大きく破け、瘦やせぎすな身体が露あらわになっていて、なんともみすぼらしく情けない有様だ。

「ありがとうございました。ほんっとーに助かりました！」

　着替え終えた後で、深々と頭を下げスーツの上着を返すと、「どういたしまして」と男はほんの微わずか唇くちびるの端はしを上げた。

「礼代わりに、さっきのはどういう状況じようきようだったのか事情を聞いてもいいか？」

「はい！　もちろんです」

　遥が着替えている間に淹いれたのだろう。促うながされるまま来客用のソファに座るとすぐ、目の前にお茶が置かれた。

「話をする前に、ちょっと一息つくといい」

「ありがとうございます」

　遥は、ありがたくお茶をいただくことにした。

　そっと口に含ふくんだお茶は程良ほどよい温度で、走ったり緊張きんちようしたりで渇かわいていた喉のどに優しい。

　しかも、ほんのり甘く、まろやかでとても美味おいしかった。

（上等なお茶だ。きっと高いんだろうなぁ）

　常に貧している遥が今まで口にしたことのない味だった。

　手にした湯飲みもつるんとした既製品きせいひんとは違い、手作りの一点物っぽい渋しぶい風情ふぜいがある。

　うっかり落としでもしたら弁償べんしようできないかもと、そうっとテーブルに湯飲みを戻してから、改めて事務所内を見回してみた。

（……高そうなものばっかりだ）

　いま座っているソファも座り心地ごこちがいいし、事務所内のデスクや書類棚だなは、よくあるスチール製の事務用品とは違い、艶つややかな木目が重厚じゆうこうそうで歴史を感じさせる高級そうなものばかりだ。足元に敷しかれた絨毯じゆうたんもふかふかと厚みがあり、花瓶かびんには豪華ごうかな生花も生けられている。

　部屋全体が品のいい高級品でまとめられているせいか、壁かべにかけられた非日常的なルネッサンス風の宗教画も浮うくことなくすんなり馴染なじんでいた。

「ここって、画廊の事務所なんでしたっけ？」

「そうだ。ギャラリーＳＯＮＥ。俺はオーナーの曾根吉哉」

「曾……根さん？」

「吉哉でいい」

「あ、はい。……えーっと……吉哉さん、俺は小里です。小里遥」

「遥か。綺麗きれいな名だな」

「ありがとうございます」

　平静を装って軽く頭を下げたものの、その実、遥は心の中でこっそり興奮していた。

（……こんな素敵すてきな偶然ぐうぜんがあるなんて）

　ごく親しい知人の勤め先が、ギャラリーＳＯＮＥだったのだ。

　その知人からは、オーナーの人柄ひとがらに惚ほれ込んでここに勤めることにしたと聞いている。

（俺の勘も馬鹿ばかにしたものじゃないな）

　ひとめで頼れそうだと感じて、少し言葉を交かわしただけで憬れを抱いた。

　そんな自分の感覚が間違まちがっていなかったことを、この素敵な偶然が保証してくれたようで、遥はすっかり嬉うれしくなってしまった。

　だが、その知人のことは吉哉には内緒ないしよだ。

　遥が危ない目にあったことを吉哉経由でその知人が知ったりしたら、きっと酷ひどく心配されてしまうだろうから……。

「遥、そろそろ話をしてくれないか？」

「え、あ、はい！」

（どうしよう。……困ったぞ）

　吉哉が知人と知り合いであるとわかってしまった以上、遥が大金を用立てたい本当の理由は言えなくなってしまった。

　それを知られてしまうことで、困った事態に陥おちいる可能性がゼロではないからだ。

（万が一ってこともあるし、ここはやっぱり用心しないと……）

　混乱したままで、遥は口を開く。

「バ、バイトを紹介しようかいしてもらえるはずだったんです」

「誰だれから？」

「大学の先輩です。俺、今ちょっとまとまったお金が必要なんですけど、先輩に相談したら、いい金になる特殊とくしゆなバイトがあるって言われたんです。でも、あんな人達がいるとは思わなくて……。そんなつもりじゃなかったから、俺、なんか凄く怖こわくなっちゃって……」

　しどろもどろに遥が説明すると、吉哉は「そうか、わかった」とあっさり頷いた。

（あれ？　今ので終わり？）

　もっと根掘ねほり葉掘はほり聞かれるだろうと思っていた遥は、ちょっとびっくり。

　思い出したくない話だから、触ふれずにいてもらえるのはありがたいが、ちょっと拍子抜ひようしぬけだ。

「で、どうして金がいるんだ？」

「えーっと……。そう！　詐欺さぎにあったんです」

「詐欺？」

「はい、あー……留学するつもりでエージェントに登録したんですけど、払はらい込みをした後で詐欺だって気づいて……」

　思いつくまま適当に話していた遥の言葉に被かぶさるように、「そうか、わかった」とまたしても吉哉があっさり頷く。

「騙だまされて、ろくに確認かくにんもしないまま高額ローンの書類にサインしてしまったんだな？」

「はいっ!!　その通りです！」

（助かった）

　吞のみ込みが早いというか、せっかちというか。

　しどろもどろの言い訳を勝手に補完して納得なつとくしてくれた吉哉の簡潔さに、遥はよかったと心底感謝した。

「君の親御おやごさんは援助えんじよしてくれないのか？」

「あ、俺、孤児こじです。でも、親がいたとしても、自分の失敗は自分で挽回ばんかいしますよ」

「そうか。いい心掛こころがけだ。──弁護士を紹介できるが、どうする？」

「べ、弁護士!?」

「詐欺を立件すれば、支払しはらい義務から解放されるかもしれない」

　とんでもない、と、遥は慌あわてて首を振ふる。

「あまり大事にはしたくないんです。そのー、友達とかに知られたくないし……。間抜まぬけだった自分を戒いましめるためにも、少し痛い目でもみとこうかなって思って」

　我ながら苦しい言い訳だった。

　信じてくれるかなと恐おそる恐る吉哉の表情を窺うかがうと、吉哉は眉間みけんに深い皺しわを刻んでいた。

「その考え方は賛成できない。さっきみたいな目にまた遭あいたいか？」

「いえ。それは、ちょっと……」

「そうだろう？　せめて、バイト先はもっとしっかり選びなさい」

　吉哉はゆっくりとお茶を飲んでから、改めて遥の顔をしっかりと見据みすえた。

「ものは相談だが、俺のところでバイトする気はないか？」

「ここで……ですか？」

　ありがたい話だが、それならば断るしかない。

　大金を稼かせぐためにバイトを増やしたことを、ここで働く知人に知られたくないからだ。

　だが、吉哉は首を横に振る。

「いや。画廊でではなく、君を見込んで個人的に頼たのみたいことがあるんだ」

「俺を、見込んで？」

　それは、なんだかとっても素敵なフレーズだった。

（こんな凄すごい人に見込んでもらえるような価値が、俺にあるのか？）

　思わず遥は身を乗り出した。

「そうだ。君になら間違いなくできると思う」

　報酬ほうしゆうも弾はずむと言われて、さらに乗り気になった遥はまたまたぐっと前に出る。

「どんなことをすればいいんですか？」

「なに、簡単なことだ。ちょっと女装して、俺の婚約こんやく者になってくれ」

　吉哉が真顔でさらりと言う。

「……ええっ!?」

　その途端とたん、前のめりになっていた遥の気持ちも体も、思いっきり後退した。

　なにかの聞き間違いじゃないかと、恐る恐るもう一度聞き返してみたのだが、吉哉はやっぱり前と同じ台詞せりふを口にする。

「俺の婚約者になって欲しい。──もちろん、本当に婚約するわけじゃない。しつこく見合いを勧すすめてくる親族や知人を黙だまらせるための、偽にせの婚約者になって欲しいだけだ」

「そこまでしなきゃならないほどしつこいんですか？」

「ああ。何度断っても、ねちっこくまとわりついてきて見合いしろと言ってくる。見合いまでして結婚けつこんする気はないのだと何度言っても聞く耳を持ってくれない。これ以上、あんな無駄むだなやり取りで、人生の大事な時間を浪費ろうひしたくない」

　心底うんざりしたように、吉哉が凜々りりしい眉まゆをひそめる。

　知り合い相手では、さっきのように腕力わんりよくでの実力行使で撃退げきたいするわけにもいかないのだろう。

　遥はちょっと同情したが、だからといってできることとできないことがある。

「お気の毒だと思いますが、俺には女装なんて無理ですよ。化粧けしようとかしたことないし」

「それは大丈夫だいじようぶだ。ちゃんとプロを雇やとう」

「でも、そんな手間をかけて男の俺を使うより、女性に頼んだほうがいいんじゃないですか？」

「正論だが、それではリスクが大きい」

　どんな風に？　と遥が聞くと、女性を偽の婚約者に仕立て上げた場合、ついうっかりそれをその女性の知人や親戚しんせきなどに知られたりしたら、厄介やつかいなことになるからだと吉哉は言った。

「その気になった相手方の親族に結婚を迫せまられかねないし、その女性の将来の縁談えんだんに悪影響あくえいきようを及およぼしかねない。その責任を取って結婚しろと迫られたら、それこそ元も子もないからな。その点、君なら大丈夫だろう？」

「まあ、そうですね。男同士だから、責任取って結婚しろっても言えないし……。でも俺だって、男だからこそ、周囲にばれたらかなり気まずいことになるんですけど」

「そこは、ばれないようにうまくやる。もちろん、その分、バイト料も弾む」

「……具体的にはいくらぐらい？」

　鼻先にぶら下げられた美味おいしそうな匂においに、遥は思わずまた身を乗り出した。

「君は、いくら必要としてるんだ？」

「えっと、その、三百……いえ、五百万ほど」

　あり得ないと却下きやつかされるだろうと思いつつ、恐る恐る本心を言ってみた。

　吉哉は、それにあっさり頷うなずく。

「いいだろう。即金そつきんで五百万出す。それで婚約者役を引き受けてくれるな？」

「即金で五百万って……。本気ですか!?」

　もし本気で言っているのなら、これは遥にとって渡わたりに船。

　もともと貧乏びんぼう学生の自分が、普通ふつうの方法でそんな大金を手に入れることができるとは思ってはいなかった。だから、ちょっと変だと思いながらも先輩せんぱいのバイトの誘さそいにも乗ったのだ。

　それほどまでに、遥はお金を必要としている。

「もちろん本気だ」

　そんな遥に、吉哉は力強く頷いた。

「ただし、金額に見合っただけの働きはしてもらう。──どうする？」

「やります！」

　このチャンスを逃のがしてなるものかと、遥は迷うことなく頷いた。




　　　　☆




　それからの二週間は、あっという間に過ぎた。

　例のバイトを紹介してくれた先輩が、遥と同じ大学寮りように住んでいることを知った吉哉は、大事な婚約者役になにかあっては困ると言って、遥をそのまま自分のマンションに連れ帰った。

　翌日からは、女性らしい仕草や言葉遣ことばづかい、ウォーキングをマナー講師にビシバシたたき込まれ、エステで身体からだ中磨みがき上げられた。

　もちろん大学に通っている暇ひまなどなく、それはそれは慌ただしく疲つかれる日々だった。

（でも、このパーティーが終われば大学にも通っていいって言われてるし、もう一頑張ひとがんばりだ）

　以前のように大学に通っても構わないが、いつ何時、婚約者としての遥が必要になるかわからないから、当分の間、マンションで一緒いつしよに暮らすようにと吉哉からは言われている。

　衣食住つきの破格のこのバイト、期間はとりあえず一年。

　成長期のスタートが少しばかり遅おそかった遥はまだまだ身長が伸のび続けているから、一年も経たてば女性に化けるのが難しくなるだろうとの判断だった。

　計画では、一年後に婚約者側の都合で吉哉が手痛い婚約破棄こんやくはきをくらうことになっている。

　それですっかり女性不信になり、もう女性は懲こり懲ごりだと、見合いや結婚を蛇蝎だかつの如ごとく忌いみ嫌きらうようになるという筋書きだった。

　吉哉から即金で貰もらった五百万円はもう遥の手元にはないから、途中とちゆうで逃にげ出すことはできないし、バイトをはじめたばかりで失敗してクビになるわけにもいかない。

　きっちり一年間、貰った金額に見合うだけの働きをする必要があった。

　偽の婚約者としての遥に与あたえられた女性名は『小泉こいずみ春美』。

　身寄りのない二十四歳のＯＬで、吉哉に見初みそめられて婚約に至った、現代のシンデレラガールというベタな設定だ。

　頑張がんばって女性を演じるぞと勢い込み、吉哉が用意してくれたサファイヤにダイヤをあしらった婚約指輪を左手薬指にビシッと装着して、張り切って臨のぞんだパーティーだったのだが……。




（ど、どうしよう。しょっぱなからばれちゃってるし……）

　遥が男だと見抜みぬいたからこそ、美華子はこっそりとその胸は本物なのかと聞いたのだろう。

　吉哉の母である彼女とは、パーティーがはじまる前にほんのちょっと挨拶あいさつしただけだ。

　言葉もろくに交かわしていないのに、いったいどうして男だとばれてしまったのか。

　美華子の勘かんが鋭するどいのか、それとも遥の女性としての演技がお粗末そまつすぎるのか……。

　後者だったら他ほかにも気づいている人がいるかもと、遥の背中を冷たい汗あせが滑すべり落ちていく。

「胸は偽物にせものですよ。少々詰つめ物をしたほうが、このドレスには合いますから」

　ひとりで焦あせりまくってフリーズしている遥に代わって、軽く屈かがんだ吉哉が美華子の耳元でそっと囁ささやいた。

「それもそうね。でも私、春美さんは詰め物がいらない服のほうが似合うような気がするわ」

「同感です。これは今だけの特別仕様で、普段ふだんは詰め物も化粧もなしですよ」

「それは素敵すてき」

　ふふっと、美華子がまるで少女のように無邪気むじやきに微笑ほほえむ。

　周囲をはばかるように顔を近づけて小声で内緒話ないしよばなしをする親子は、当初聞いていたような疎遠そえんな関係には見えない。

（むしろ逆だな。すっごく仲良しっぽい）

　心温まる光景に、遥はなんとなくほっとした気分になる。

「ねえ、今度一緒にお洋服を買いに行きましょうよ」

　緊張きんちようが解け、口元に笑えみが戻もどった遥に美華子が言った。

「お……じゃなくて。私とですか？」

「ええ、そう。あなたと一緒にお買い物をするのはとっても楽しそうだもの」

　もちろん、詰め物がいらない服をよ、と笑みを浮うかべた美華子がこっそりと言う。

　男だと察している以上、この婚約劇が噓うそだということにも当然美華子は気づいているはずだ。

　それでもこんなに親しげにしてくれるってことは、純粋じゆんすいに自分を気に入ってくれたのだろう。

　パーティーがはじまってから、ずっと敵意のある視線に晒さらされ続けてきたから、好意を向けてもらえることが遥はとても嬉うれしかった。

「はい！　喜んで」

「それなら、さっそく明日はどう？」

　乗り気の美華子がそう告げた途端、「駄目だめですよ」と吉哉が水を差す。

「あら、吉哉さんったら焼き餅もち？　あなたも一緒にいらして構わないのよ」

「そうではなく、なんのためにパーティーを開いているのか忘れたのですか？」

「もちろん覚えているわ。私の個展開催かいさいと華道かどう家生活二十周年をお祝いするため」

「それなら明日は駄目でしょう。一般いつぱん公開の初日に、主役が会場にいないでどうするんです。ついでに言わせてもらうと、そろそろ中央に戻ったほうがいいです。美華子さんにお祝いを言いたがっている人達が、向こうで首を長くして待っている。──さあ」

　エスコートするように腕うでを差し出す息子むすこを見て、美華子はつまらなそうにぷっと息を吐ついた。

「もう、お堅かたいのね。──春美さん、仕事が一段落したら遊んでちょうだいね。きっとよ？」

「はい、楽しみにしています」

　頷く遥ににっこりと微笑みかけ、美華子は吉哉の腕に手を添そえると、彼女を待つ人々の輪の中に戻って行った。

（可愛かわいいなぁ）

　年齢不詳ねんれいふしようで浮うき世離よばなれしているのは、外見だけじゃないらしい。

　無邪気で人懐ひとなつこくて楽しくて、好きにならずにはいられない女性だ。

「どうやら、美華子さんに気に入られたようだね。幸先さいさきいいな」

　吉哉と腕を組んだまま人々の輪の中で上品に微笑む美華子の横顔を眺ながめていた遥は、不意に横から声をかけられビクッとした。

　振ふり向いた先には、目がハレーションを起こしそうなキラキラしい美形の男が立っている。

「はじめまして。俺は君の婚約こんやく者の異母弟、高倉隼人たかくらはやとです。隼人と呼んでくれると嬉しいな」

「は、春美です。よろしくお願いいたします」

　遥は囁くような声で挨拶し、マナー講師に教わった通り上品に頭を下げ、おっとりと微笑む。

　が、内心ではだらだらと冷や汗ものだ。

（吉哉さん、早く戻ってきてー！）

　外見は女に見えるようになったが、さすがに声だけはどうにもならなかったのだ。

　普段より幾分いくぶん高めの声を出し、そうっと話すことで、辛かろうじてハスキーなアルトボイスを取り繕つくろっているが、長く話しているとどうしても無理が出る。だから、遥があまり話さずに済むよう、吉哉がずっと側でフォローしてくれるはずだったのだが……。

「あれ？　もしかして俺の存在、知らなかった？」

　微かすかにひきつった遥の笑みを見て、隼人はなにやら誤解したようだ。

「いえ、伺うかがっています」

　吉哉の両親は政略結婚けつこんで、そのせいか最後まで心が通うことはなかったらしい。

　美華子は跡継あとつぎとなる吉哉を産むと、これでもう私はお役ご免よねとあっさり家を出て、それ以降、公式行事以外では夫と顔を合わさずに過ごしたのだとか。

　父親のほうは、これ幸いとあちこちに妾宅しようたくを作り、吉哉には幾いく人かの異母兄弟がいるらしい。

　その中でも一番気が合う隼人には、実家の事業を手伝ってもらっているのだと聞いている。

「吉哉さんからは、後で紹介しようかいすると言われていたのですが……」

　だが、その吉哉はまだ母親の側にいる。

（あんまり話すのもマズいし、早く戻ってきてくれないかな）

　吉哉の姿を捜さがして不安げに視線を泳がせる遥を見て、またまた隼人は誤解したらしい。

「あれ？　もしかして俺のこと警戒けいかいしてる？　兄貴からあんま話聞いてないのかな？　俺、なりはチャラチャラしてても、実際は真面目まじめな好青年なんだよ」

「いえ、そんなことは……」

　吉哉もそうだが、この弟もけっこう早のみこみでせっかちだ。

（せっかち兄弟め）

　血筋なのかと、ちょっとおかしくなる。

「そう？　兄貴があんな風でお堅そうだから、みんな、兄貴と対照的な俺を見ると変に誤解するんだよね。お気楽な遊び人じゃないかってさ。これでも真面目で勤勉な人間なのに」

（……まあ、無理もないか）

　吉哉が海や砂漠さばくなどが似合いそうな風貌ふうぼうなのに対して、隼人は都会が似合う華やかな容姿をしている。この兄弟が中世のヨーロッパ辺りに生まれていたとしたら、きっと吉哉は海軍将校で、隼人は遊び人の貴族ってところだろう。

　そんなふたりの姿を想像して、遥はつい小さく微笑んだ。

　これにも、また隼人は誤解したようだ。

「あ、もしかして冗談じようだん言ってるとか思ってるでしょ？　ホントなんだよ。むしろ遊び人は兄貴のほう。実家の事業を全部俺に丸投げして、自分は趣味しゆみで画廊がろうやって遊んでるんだからさ」

「趣味？　あの画廊がですか？」

「そう。儲もうけ度外視で、自分が好きな絵ばっかり扱あつかってるんだからお遊びみたいなものさ。──まあ、そのお遊びのお陰かげで人生救われた人間もいるみたいだけどね」

「人生を？」

　興味を引かれて首を傾かしげた遥に、隼人は嬉々ききとして過去の話を披露ひろうしてくれる。

「師匠ししようと慕したう画家に絵を盗作とうさくされて泣き寝入ねいりしてた画学生がいたんだけど、兄貴がその画学生の絵に惚ほれ込んじゃってね」

　才能に見合った正当な評価を得るべきだと、国際的にも有名だったその有名画家を相手取り、吉哉は戦いを挑いどんだのだ。

「画廊のほうにもけっこうな圧力がかかったみたいだけど、最終的には兄貴の勝利。その画学生は、今じゃ有名画家の仲間入りをしているよ」

「ああ、その話なら知っています。以前、画廊関係の仕事をしている知人から聞きました」

　話を聞いたときは、権力に屈くつしないその姿勢が格好いいと思ったものだ。

（そっか、あれって吉哉さんの話だったのか）

　さすがだなぁと、遥はちょっと得意な気分になる。

「そっちの業界に知り合いがいるんだ。兄貴とはその縁えんで？」

「いえ。吉哉さんには、夜の街で男の人達に絡からまれていたところを助けていただいたんです」

「ああ、ありそうな話。兄貴はなんでも見て見ぬふりができない性分しようぶんだからな」

　隼人は妙みように得意気な顔になる。

「ま、それでトラブルに巻き込まれることも多いんだけど……。そういえば、兄貴から聞いたけど、当分は婚約だけで結婚式も入籍にゆうせきの予定もなしなんだって？」

「はい。特に急ぐこともないだろうと吉哉さんが……」

「う～ん、そうかなぁ。籍だけでもさっさと入れといたほうがいいと俺は思うよ。恭子きようこさんが戻ってきたら、なにかと厄介やつかいなことになりそうだしさ」

「恭子さん？」と、はじめて聞く名前に、遥は首を傾げる。

「恭子さんのこと、兄貴から聞いてない？　以前、兄貴とつき合いがあった女性なんだけど……。──あ、こういう話聞きたくない？」

「いえ、平気です。吉哉さんみたいな素敵すてきな人が、ずっとひとりでいたとは思っていませんから……。──その恭子さんという方が、なにか？」

「う～ん、恭子さんは、兄貴とは大学時代からつき合いがあった女性でさ」

　二年ほど前、その恭子という女性は、いわゆるストーカー被害ひがいに遭あったのだそうだ。

　幼い頃ころ、知り合いだった親同士が冗談で婚約者だと言ったのを、相手の男性が真に受けたまま成長し、妙齢みようれいの美女となった恭子につきまとって結婚を迫せまったのだとか……。

　あんな昔の冗談を真に受けるなと両家の親が止めてもその男性の暴走は止まらず、家同士が経済的に密接な繫つながりがあるせいもあって警察沙汰ざたにすることもできずにいた。

　そうこうするうちに、親達までもが、ここまで想おもわれているのだし気持ちを受け入れてはどうかと彼女を説得するようになり、そんな親達に見切りをつけた彼女は吉哉に救いを求めた。

「で、兄貴は即座そくざに手を打って、その男を合法的な方法で一時的に拘束こうそくしたんだ。その間に彼女は、兄貴の助力で親達も知らない遠い地へと逃にげてったわけ……。──はっきりとは聞いてなかったけど、距離きよりが空いたことで、兄貴と彼女とのつき合いも終わってたんだろうな。でなきゃ、春美さんと婚約なんてしないだろうし」

　兄貴は二股ふたまたができるような器用な男じゃないからね、と隼人が微笑ほほえむ。

「ストーカーはその後どうなったんですか？」

「あ～、しばらくの間は兄貴に絡んでたよ。画廊に怒鳴どなり込んできたり嫌いやがらせしたり……。でも、今はもう大丈夫だいじようぶ。ここ一年ぐらいは本業のほうの評価が下がって大変みたいで、嫌がらせする暇ひまもないみたい。まあ、相変わらず兄貴の悪口を周りに吹聴ふいちようしてるみたいだけどね」

「吉哉さんの悪口って？」

「その男、画家なんだけど、自分の作品の評価が下がったのは、兄貴が画壇がだんの重鎮じゆうちん達に大金を握にぎらせたせいだって思い込んでるみたいでさ」

「そんな酷ひどい！　吉哉さんはそんな卑怯ひきような真似まねをする人じゃないのに」

「その通り。さすがは婚約者。よくわかってるね」

　遥が心から憤いきどおると、隼人は嬉うれしそうな顔をした。

「兄貴に恭子さんを忘れさせただけのことはあるな。──でも困ったことに、恭子さんの存在を忘れてない人はけっこういるんだ。正直言うと、俺もそう。ついこの間までは、兄貴が見合いを断り続けるのは恭子さんのためだと思ってたし……。まあ、そんなわけでさ、恭子さんが帰国する日が来たら、口さがない連中がわざと一騒ひとさわぎ起こしそうな嫌な予感がするんだよ」

　吉哉との縁組えんぐみの夢を絶たれた人達が、その腹いせに婚約者の春美に嫌がらせを仕掛しかけてくるのではないかと、隼人は心配してくれているのだ。

「こういう言い方はちょっとあれだけど、春美さんは実家の後ろ盾だてがない身だろう？　周囲にあれこれ言われるとけっこう応こたえると思うんだ。でも、籍さえ入れておけば、妻だからってことでどんと構えて強気でいられるはずだ。兄貴はそういうとこ気が回らないからさ」

　俺から兄貴に言っとこうか？　と隼人に真面目な顔で言われ、遥は慌あわてて首を横に振る。

「いえ、私なら平気ですから」

　男同士で入籍なんてできっこないし、そもそも遥は金で雇やとわれた偽物にせものの婚約こんやく者だ。

　隼人の優やさしい気遣きづかいは、逆に苦しくさえあった。

（お金のためとはいえ、やっぱり噓うそをつくのってしんどい）

　ギラッと敵意を向けて来る相手に対してなら、噓をついてもさして胸は痛まない。

　でも、こうしてやたら親身になられてしまうと、どうしても罪悪感を覚えてしまう。

（恭子さん……か）

　そういう相手がいたのなら、最初に言っておいて欲しかった。

　見合いしてまで結婚する気はないのだって、隼人が言ったように、彼女が戻もどってくるのを待っているからかもしれないし……。

（ああ、そっか……。そのせいもあって、男の俺を婚約者に仕立て上げたのかも）

　偽物の婚約者とはいえ、相手が女性だったら、さすがに彼女だって気を悪くするだろう。

　その点、相手が男なら、変な勘かんぐりをされる余地もなくて安心だ。

（ホント、最初に言っといてくれたらよかったんだ）

　自分が立っているこの場所にいるべきなのは、本来ならば恭子というその女性なのだ。

（知っていたら、もっともっと控ひかえめにしてたのに……）

　小泉春美という架空かくうの女性を演じている自分が、吉哉の周囲の人達に好意を持たれたり、強い印象を与あたえてしまうのはあまりいいことじゃない。

　いずれ本物の恋人こいびとがここに戻ってきたとき、偽者が残していった痕跡こんせきに悩なやまされるようなことがあってはいけないから……。

「春美さん？」

「あ……、はい。なんでしょうか？」

　ついついひとりで考え込んでしまっていた遥は、隼人の声にハッと顔を上げた。

「顔色悪いみたいだけど、大丈夫？……俺が、兄貴の昔の話なんかしたせいかな」

　屈かがみ込んだ隼人が、ごめんね、と心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「いえ、そんなことは……。大丈夫ですから」

　安心させるべく微笑んでみたのだが、隼人の心配そうな顔は変わらなかった。

「少し休んだほうがよさそうだね。向こうにソファがあるから」

　隼人は慣れた仕草で遥の肩かたに手を回して誘さそおうとしたが、その手が急にパッと離はなれた。

「……っと、兄貴のご登場だ」

「こら！　人の婚約者に気安く触さわるな」

　戻ってきた吉哉が、軽く眉間みけんに皺しわを寄せて隼人を睨にらむ。

　もともと厳いかつい顔立ちの吉哉だけに、そんな表情をするとけっこうな迫力はくりよくがあって怖こわい。

　だが隼人は慣れっこなようで、怯おびえた様子もなく苦笑くしようして肩を竦すくめた。

「下心があって触ったんじゃないよ。春美さんの具合が悪そうだから休ませようとしただけ」

「具合が？──ああ、顔色が悪いな。疲つかれたか？」

　慌てて遥の肩を抱だき寄せた吉哉が、一転して心配そうな顔になって顔を覗き込んでくる。

「……少しだけ」

　身体からだに回された腕うでがとても温かい。

　慣れない女装とパーティーに緊張きんちようしていた身体が、その温ぬくもりにほっとしているのがわかる。

　引き寄せられるまま吉哉にもたれかかりそうになって、遥はふと我に返った。

（駄目だめだ）

　優しくしてくれるからといって、調子に乗ってすっかり甘えるわけにはいかない。

　遠い地にいる本物の恋人に申し訳ないし、甘えて寄りかかることに慣れてしまいそうで怖い。

（俺は、ひとりでも大丈夫なんだから……）

　母が亡なくなってからというもの、ずっとひとりで頑張がんばってきた。

　ひとりで頑張らなくてもいいんだよと差し伸のべられた優しい手を、大丈夫だからと言って断ったことすらある。

　今になって誰だれかに寄りかかるのはその人に失礼だし、そもそもこの腕は遥のものじゃない。

（俺は雇われて婚約者を演じてるだけなんだ）

　吉哉が今こんな風に特別扱あつかいしてくれているのは、婚約者同士という芝居しばいの最中だからだ。

　この腕もこの温もりも、本来の所有者は他ほかにいる。

「少し休むか？　慣れない靴くつで辛つらいだろう」

　吉哉に耳元でそっと問われ、遥は首を横に振ふった。

　バイト中なんだからしっかりしなきゃと、心の中で自分を叱咤激励しつたげきれいする。

「平気です。ちゃんと最後まで会場にいられます」

「そうか。それなら、俺に寄りかかっているといい」

「……あっ」

　ぐいっと腕を引かれ不安定なヒールでよろめいた遥は、吉哉の胸にばふっと倒たおれ込む。

「ご、ごめんなさい」

　化粧けしようがついたかもしれないと慌てて顔を離し、スーツの生地きじに手を添そえて確かめていると、

「あ～あ、人前でいちゃいちゃしちゃって」と、からかうような隼人の声が聞こえた。

「目の毒だな。そういうことはふたりきりになってからやってよ」

「え？」

　遥は、なにを言われているのか一瞬いつしゆんわからなかった。

　だが、倒れかかったところを吉哉に抱き留とめられたまま、胸に手の平を当てているというこの体勢が、傍はたからどんな風に見えるのかに思い至って慌てて首を横に振る。

「ち、違ちがうんです。そんなつもりじゃ……」

　離れようとしたが、ぐいっと逆に吉哉から引き寄せられた。

（ち、近すぎる）

　強く抱き寄せられたせいで、さらに身体が密着して、そこから吉哉の体温が伝わってくる。

　それを妙みように意識してしまっている自分を自覚して、遥は困惑こんわくした。

「気にするな。構うと余計に隼人にからかわれるぞ」

　吉哉が微かすかに唇くちびるの端はしを上げる。

「婚約したての恋人同士をからかうのはお約束ってもんでしょ？──ってことでおふたりさん、この会場の上はホテルだ。俺がひとっ走りしてスイート取ってきてやろうか？」

「その必要はない。家に帰ればふたりきりだしな」

「あらら、もう同居してたんだ。──それじゃ、家では甘々な新婚しんこんさんって感じ？」

「いや、さすがにまだ出会って二週間だしな。……だがまあ、婚約発表もしたことだし、そろそろそういうのも悪くないか。もちろん、春美が許してくれればの話だがな」

　どうする？　と微笑ほほえみかけられた遥は、その意味を悟さとってぼわっと顔を赤くした。

（お、男同士だし、冗談じようだんで言ってるってわかってるんだけど……）

　それなのに、妙にどきどきしてしまうのはなぜなんだろう？

　なにか洒落しやれたことを言い返さなきゃいけないのかもしれないが、頭がのぼせたようにぼうっとしてしまって、いい言葉がなにも思い浮うかばない。

　勝手に速くなる鼓動こどうを意識しながら、遥は赤くなった顔を隠かくすため、とりあえず顔を伏ふせることしかできなかった。
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（……変に思われなかったかな）

　あの後、赤くなって俯うつむいた遥を、隼人は「まだまだ初心うぶだね」とからかいまくった。

　婚約したとはいえ、まだふたりが出会って間もないという設定を信じているからだろう。

　だが吉哉の目には、赤くなっている自分がいったいどんな風に映ったことか。

（偽にせの婚約者として演技してるって思ってくれてればいいけど……）

　男の自分が、からかいの言葉に素すで赤くなり、吉哉に引き寄せられてどきどきしたなんてことが知れたら、きっと変に思われるに違いない。

（でもなんで、あんなになっちゃったんだ？）

　自分の過剰かじよう反応に遥自身が戸惑とまどっていた。

　友達から肩を組まれたり、冗談で抱だきつかれたりしても全然平気だったのに、吉哉の体温を感じると妙に鼓動が速まってしまう。

　抱き寄せられたときの温もりを思い出しただけで、鼓動が速くなるのだから困ったものだ。

　パーティー帰りの車の中、遥は勝手に熱くなる頰ほおを俯いて隠した。

「眠ねむくなったのか？」

　後部座席で共に座っている吉哉が、俯いた遥を心配したのか話しかけてくる。

「マンションまで三十分はかかる。一眠ひとねむりしてもいいぞ」

「いえ、平気です。──あの……、今日の俺、どうでした？　ちゃんと演技できてました？」

「もちろん。完璧かんぺきだった」

「でも、美華子さんには男だってばれちゃいましたけど？」

「ああ。あれには俺も驚おどろいたな」

　たいしたものだと、自分の母親の慧眼けいがんを誉ほめる吉哉を見て、遥は目を細めた。

「噓うそだったんですね」

「なにが？」

「母親とは没交渉ぼつこうしようだって言ってたでしょう？　でも、実際は仲良しだったから」

　ふたりが内緒話ないしよばなしをする仕草も腕を組んで歩く姿もとてもさまになっていて、にわか仕込みの親子ごっこには見えなかった。

　遥が指摘してきすると、吉哉は首を横に振った。

「いや、母とは本当に没交渉なんだ。一緒いつしよに暮らした記憶きおくもない。それでも、常に飄々ひようひようと我が道を行くあの人のことは、ひとりの人間として気に入っているがな」

「そう……なんですか？」

（そういう親子の形もあるのかな？）

　高校二年で母を亡くすまで、母とふたり寄り添うようにして生きてきた遥からすると、親子の情愛がないのは寂さびしいことのように思えるが……。

「とっても仲良しに見えたのに……」

　なんとなくしょんぼりして呟つぶやくと、吉哉は軽く眉まゆをひそめた。

「俺は噓はつかないぞ」

「……え？」

（本気で言ってる？　それか、俺を笑わせるための冗談とか？）

　冗談だとしたら、あまりにも下手へただ。

「えっと……。それって、すでに噓ですよね」

　遥は戸惑いながら、恐おそる恐る指摘してみた。

「あ？」

「だって、俺の存在自体が、とんでもない大噓おおうそじゃないですか」

　大勢の人々の前で、遥が男だってことを隠し、婚約こんやく者だと大噓をついてきたばかりなのだ。

　それに思い至ったのか、「……確かに」と吉哉が気まずそうに呟いた。

「では言い直す。俺は噓は嫌きらいだ。──今回のことは、平穏へいおんな日々を取り戻もどすために仕方なくついた噓だ」

「それなら納得なつとくです。でも、噓が嫌いだって言うんなら、美華子さんや隼人さんとか、理解してくれそうな近いお身内ぐらいには本当のことを教えたほうがよくないですか？」

　美華子にはすでに男だということがばれているから、ある程度のことは予想されているだろうが、隼人は遥が男だということにまったく気づいていないようだった。

　親身になって心配してもらっただけに、噓をついているのがどうにも心苦しくて、そう提案してみたのだが、「それは駄目だ」と吉哉にあっさり却下きやつかされた。

「教えてしまったら、彼らにも噓をつかせることになる。共犯者にはしたくない」

「そっか……。それもそうですね」

　噓が嫌いな人が、仕方なくついた噓。

　その噓に、親しい人を巻き込みたくないという気持ちもわからないでもない。

（じゃあ俺は、吉哉さんの一番の共犯者だ）

　共犯者という言葉の響ひびきにちょっと甘いものを感じて、遥はまたひとりで頰を赤くした。







　マンションに帰ってすぐ、遥は自分の部屋に飛び込み、真っ先にストッキングを脱ぬいだ。

「あ～、すっきり」

　顔に塗ぬりたくられた化粧けしよう品や、身体からだを締しめつける女性用の下着にも違和感いわかんを感じていたが、この足にぴったり密着しているストッキングというやつが一番気持ち悪かったのだ。

　次に高価なブローチがついたチョーカーを外して首をすっきりさせ、婚約指輪も外した。

　化粧も落としたかったが、そこまですると時間がかかりそうだから我慢がまんする。

　裸足はだしにスリッパを履はいた遥は、パタパタとリビングに戻って、ネクタイを緩ゆるめソファに座っている吉哉に声をかけた。

「なにか軽い食事を作りましょうか？　パーティーではなにも食べてなかったみたいですし」

　化粧が崩くずれるから飲食はするなとスタイリストに命じられていた遥と一緒に、吉哉もパーティーがはじまる前に食事を済ませていたのだが、そろそろ空腹になってる頃ころなんじゃないかと思っていたのだ。

　このマンションで暮らすようになってから、遥は食事を含ふくめ自分の面倒めんどうは自分でみている。

　吉哉はもともと食事は外でしていたようだが、遥が自分で料理を作るのを見て興味を引かれたらしい。手間じゃなかったら自分の分も作ってくれと言いだして、最近では遥が食事の面倒をすべてみるようになっている。

　衣食住すべて吉哉に負担してもらっているし、それ以前に貰もらった破格のバイト料を思えば、この程度の手間なんてどうってことなかった。

「いや、腹は減ってない」

「だったら、なにか飲み物でも用意しますよ。なににしますか？」

　微笑んで聞く遥に、吉哉は珍めずらしく満面の笑えみを浮かべた。

「おまえは本当に気が利きくな。俺はいい婚約者を得たようだ」

（あ、吉哉さん、すっごくご機嫌きげんだ）

　吉哉は基本的に表情が乏とぼしい。

　普段ふだんはこうして話していても、笑みを浮かべることはあまりない。

　だから最初のうちは、機嫌が悪いのかと誤解して不安になったこともあったが、一緒に暮らすようになって一週間も過ぎる頃には、そうじゃないことが次第しだいにわかってきた。

　吉哉は、その場を和なごませるために表情を作ることを一切いつさいしないのだ。

　もちろん、必要に応じ、公式の場などで、ほんの僅わずかな愛想あいそ笑いを浮うかべたりはする。

　でも普段はほとんど真顔、ちょっと楽しいことがあると微かすかに唇くちびるの端はしを上げ、ご機嫌なときは満面の笑みを浮かべるといったように、感情のバロメーターがそのまま表情に表れる。

　ちなみに、機嫌が悪いときも露骨ろこつに表情に出る。

　だから、ある意味では感情がとても読みやすく、実に裏表のない性格だとも言えた。

（やっぱり吉哉さんも、パーティーが終わってほっとしたのかな）

　婚約者役を演じるための準備についやしたこの二週間の慌あわただしさから解放されたことを思うと、遥の機嫌も自然に上向きになる。

「珈琲コーヒーにしますか？　それともお酒？」

「いや。飲み物はいいから、ちょっとこっちに来い」

「はい」

　ぱたぱたっと軽い足取りで吉哉に歩み寄り、ソファに座る吉哉の前に立った。

「なにかご用ですか？」

　にっこり笑って聞くと、吉哉はそんな遥を見上げて笑みを深くした。

「おまえは、まったく俺を怖こわがらないな」

「え？」

　意味がわからず、遥は首を傾かしげる。

「俺はこんな見た目だから、女性や子供には怖がられることが多いんだ。でもおまえは、最初から俺を怖がってなかった」

「だって、怖くなかったですもん」

　ひとめ見て、頼たよれそうな人だと思ったのだ。

　その勘かんは当たり、助けてと駆かけ寄っていった遥を、吉哉は迷わず腕うでを広げて受けとめてくれた。

　あのときの安心感は、今もしっかり心の中に根付いている。

「吉哉さんが女性や子供に怖がられるのは、きっと表情がちょっとばかり乏しいせいですよ」

　なまじ男らしい顔立ちにがっしりした体つきをしているものだから、無表情で黙だまって立っていられると威圧感いあつかんが半端ないのだ。

　普段からもっと表情を柔やわらかくすればいいのではないかと助言してみたのだが、吉哉は「愛想笑いは好かん」と憮然ぶぜんとした顔をした。

「愛想笑いとは、ちょっとニュアンスが違ちがうんですけど……。強しいて言うなら、人間関係を円滑えんかつにする気遣きづかいというか……。そう、潤滑剤じゆんかつざいみたいな感じ？」

「潤滑剤？」

　面倒だな、と眉間みけんに皺しわを寄せる吉哉を見て、遥は苦笑くしようしてしまった。

（でも、そうだな。吉哉さんはこのままでいいのか）

　まるで鏡のようにその感情を映す表情。

　遥を騙だまそうとしたあの先輩せんぱいのように、親切そうな笑顔を浮かべながら平気で人を騙せるような油断のならない人よりずっといい。

　少なくとも遥は、そんな吉哉が側にいると、ほっとして安心できるのだから……。

「まあいい。万人ばんにんに好かれたいわけでもないからな。──ん？　指輪はもう外したのか」

　吉哉はふと遥の左手に目を留めた。

「はい。傷つけたら困るので。とてもじゃないけど、あんな立派な指輪は弁償べんしようできないし」

「そんなことは考えなくてもいい。あれはおまえのものだ」

「え？」

「プレゼントだ。しばらくは指輪のままで身につけてもらうが、ほとぼりが冷めた頃にでも、男の格好のときも使えるようなアクセサリーに作り直してやるよ」

「でも、あんな高そうなもの……」

　家宝のブローチほど大きな石ではないが、指輪についている石だってけっこう立派だ。

　簡単に貰えるような品じゃないと遥は困惑こんわくしたが、受け取ってくれと吉哉は言う。

「おまえに似合いそうだと思って買ったものだ。返されても困る」

「あの指輪、吉哉さんが自分で選んだんですか？」

「もちろん。こんな楽しいことを人任せにするものか。そのドレスも俺が選んだんだぞ」

「これも？」

　びっくりする遥に、吉哉は楽しげな顔で頷うなずいた。

「自分がこういう無骨な形だからか、繊細せんさいで綺麗きれいなものが好きなんだ。──変だと思うか？」

「いえ、全然」

　無骨な男らしい姿で、綺麗なドレスや繊細なアクセサリー類などを楽しげに物色する姿を想像して、むしろちょっと可愛かわいいかもとさえ思う。

「おまえを磨みがき上げる作業は特に楽しかったな。想像以上に綺麗になったし」

　目を細めた吉哉に見つめられ、妙みように気恥きはずかしくなった遥は思わず目を泳がせた。

「……これは、吉哉さんが選んだスタイリストさん達のお手柄てがらですよ。俺も、まさかここまで綺麗にしてもらえるとは思ってなかったし……」

「俺はこうなると思ってた。女にうるさい隼人も目尻めじりを下げていたぐらいだ。婚約こんやく者として鼻が高いよ。──だが、美華子さんが言うように、おまえは化粧けしようしてないほうがいいな」

　素すのほうが魅力みりよく的だ、としみじみとした口調で言われ、ぼわっと顔が赤くなる。

（うわっ、まただ）

　こんな風にいちいち過剰かじよう反応を示しては、変に思われるだけだ。

「……えっと、あの……ありがとうございます」

　なんとか平静を装おうとしたものの、動揺どうようしているせいかどうしても声が震ふるえる。

　赤くなって困惑している遥を眺ながめて、吉哉は笑みを深くした。

「パーティーでした質問の答えを、そろそろ聞かせてもらってもいいか？」

「はい？」

（パーティーでって……。もしかして、俺が許せばっていう、あれ？）

　確か、甘々な新婚しんこんさんと隼人にからかわれた吉哉が、遥が許せばそういうのも悪くないとか言っていた。

（でも、あれって冗談じようだんだったんじゃ……？）

「あの夜、駆け寄ってくるおまえをひとめ見て、心惹こころひかれた。どうしても欲しいと思ったから、婚約者役も依頼いらいしたんだ」

「え？」

　欲しい、というその言葉の真意も摑つかめず、遥はさらに首を傾げる。

（俺の姿形が、吉哉さんの美意識に適かなってるってことかな？）

　気に入った絵を収集するように、気に入った姿形の自分を側に置きたくなったのだろうか？

（だったら今の俺は、吉哉さんのコレクションのひとつなのか）

　出会った夜、なにかあったら困るから自分のマンションで一緒いつしよに暮らすようにと、強引ごういんな調子で誘さそわれたことを思い出す。

　もしかしたら、あの五百万円の中にはこの姿形の鑑賞代かんしようだいも含まれていたのかもしれない。

（別に、それでも構わないや）

　吉哉から好ましい存在だと思われるのは素直すなおに嬉うれしい。

　そんな気持ちのまま、遥ははにかんだように微笑ほほえんだ。

　その笑えみに軽く目を細めた吉哉は、遥の手首を摑むと、ぐいっと強く引いた。

　引っ張られるなんて思ってなかった遥は、この不意打ちにあっさりバランスを崩くずし、引き寄せられるまま、吉哉の膝ひざの上にすとんと座ってしまっていた。

「──えっ、なに？」

　びっくりして膝から降りようとしたが、大きな腕に抱だき込まれていて身動きがとれない。

　そうこうしているうちに、遥を覗のぞき込むようにして吉哉の顔が近づいてくる。

（うっわ、迫力はくりよく）

　視界いっぱいに広がっていく真剣しんけんそうなその表情に、どきっと鼓動こどうが高鳴る。

　あまりにも互たがいの顔の距離きよりが近すぎて、恥はずかしさのあまり顔を背そむけようとしたのだが、いつの間にか後頭部を摑まれていて動かせなくなっていた。

　視界いっぱいに吉哉の顔が広がり、やがて唇くちびるに柔らかなものが押し当てられる。

（……な、なんで？）

　なぜ吉哉が自分にこんなことをするのかがわからない。

　遥が混乱している間にも、吉哉はさらに強く唇を押し当ててくる。

　放心して緩ゆるんだ唇から、強引に舌が侵入しんにゆうしてきて荒々あらあらしく口腔こうこう内を探さぐる。

　あまりのことに、最初のうち遥はショックのあまり硬直こうちよくしてガチガチになっていた。

　が、キスが深くなるにつれて、その甘さに身体からだの力がくたっと抜ぬけてくる。

　高校生の頃ころ、ちょっとだけつき合った彼女と、ちゅっと軽く触ふれる程度の可愛いキスならしたことがあるが、こんなに深く長いキスははじめてだ。

　未知の心地ここち好よさに、とろんと瞼まぶたまで落ちてきた。

（……気持ちいい……）

　それだけじゃない。パーティーのときも同じように感じたが、抱き寄せる腕や触れ合った身体から伝わってくる吉哉の体温がとても心地好いのだ。

　すっぽりと抱き込まれると、なんだかとても安心する。

　乱暴なのに、不思議と甘く感じられるキスに遥はとろんと酔よった。

　だが、腰こしを抱き込んでいた手が、遥の身体のラインをなぞるようにゆっくりと滑すべり落ちて素足すあしに触れ、その手が今度は上へと滑りドレスの中に入ってきたところで、ふっと我に戻もどった。

（えっと……これって、どういうことなんだろう？）

　ドレスは着ているけど自分は男で、婚約者だと周囲の人に紹介しようかいはされたが偽者にせものだ。

　こんな風にされて、うっとりするのはなにか凄すごく変だし、間違まちがっているような気がする。

「……んっ」

　遥は、深いキスに甘く痺しびれる両手で、吉哉の胸を軽く押した。

　その仕草に、吉哉はハッとしたようにキスを中断する。

「どうした？　ここじゃ嫌いやか？」

　場所の問題じゃないと、遥はふるふる首を横に振ふった。

「それなら、相手が俺では不満だったか？」

　これにも首を横に振る。

　不満じゃないし、こうしている今も、触れ合っているところから伝わってくる吉哉の体温がとても心地好い。

　だが、こんな風に感じてしまうことが間違いなのではないか？

　そんな疑問が胸をよぎって、不安で仕方ない。

「嫌でも不満でもなくて……。その……俺、こういうことはじめてだし……」

　戸惑とまどいがちな遥の言葉を聞いた吉哉は、その眉間みけんに深々と皺しわを寄せた。

「はじめてだと？」

「はい」

　遥が頷くと、引き寄せられたときと同じ強引さでひょいっと抱き上げられ、そのままゆっくりと床ゆかに立たせられた。

「悪かった」

「え？」

「今日は疲つかれただろう？　その化粧けしようを落として、もう休むといい」

　吉哉は両肩りようかたに置いた手で遥の身体を強引にくるっと百八十度回すと、ぽんっと押し出すように背中を押した。

　軽く押したつもりかもしれないが、遥の軽い身体は、トトトッ……と、つんのめるようにして前に進む。

　いきなり解放された遥は、ほっとしたような、でもなにか少し物足りないような、なんとも複雑な気分になる。

（行っちゃって……いいのかな？）

　振り向いて、恐おそる恐る吉哉の顔を見上げてみた。

　だがその問いを口にするより先に、吉哉の唇に不自然な艶つやを認め、ぼわっと顔が赤くなった。

（あれ、俺の唇から移ったんだ）

　生々しすぎるキスの証拠しようこが、吉哉の唇にしっかり残っているのがむしょうに恥ずかしい。

　けっきょく遥は、逃にげ出すようにしてその場を離はなれてしまった。







　スタイリスト達から教えられた通りに、まずつけ爪づめを取って爪を綺麗きれいにしてから、次いで丁寧ていねいに化粧も落としていった。部屋についているシャワーブースでシャワーを浴び、髪かみや身体を洗ってスタイリング剤ざいや香水こうすいなども念入りに落としていく。

　だが、そんなことをしている間も考えてしまうのは、さっきの吉哉の行為こういだ。

（吉哉さんは、本気だったんだ）

　遥が許せばそういうのも悪くないという言葉、あの場限りの冗談かと思っていたけど、まさか本気だったとは……。

　ひとめ見て心惹かれた、欲しいと思った、などとも吉哉は言っていた。

　あれには、ただ側に置いて眺めるだけじゃなく、触れたいとか抱きたいとかの意味も込められていたんだろう。

　先輩せんぱいに騙だまされて行った店で見知らぬ男達に身体をベタベタ触さわられたときは嫌悪けんおしか感じなかったが、吉哉に見つめられるのも触れられるのも嫌じゃなかった。

　キスだって気持ちよかったし、抱き寄せる強い腕うでやその体温には安心感すら覚えていた。

　でも……。

（なんか、ああいうのって恭子さんに悪いような気がする）

　遠い地にいる吉哉の想おもい人。

　本来ならば、吉哉の腕は彼女のものだ。

　偽にせの婚約こんやく者である自分が、彼女に成り代わるような真似まねをしてもいいものかどうか、それがどうにも気にかかる。

　でも同時に、仕方のないことなのかもしれないとも思う。

　男の生理上、適当な性欲せいよく処理は必要だ。

　いま彼女がいない遥は適当に自分で処理しているが、想い人が側にいない吉哉もまた、なんらかの形で同じように処理しているはずなのだから……。

（吉哉さんみたいな人が何年もセックスなしで過ごすなんて、それこそ変な感じがするし……）

　その都度、後腐あとくされない相手を金で用意している可能性は大だ。

（あ……。もしかして、俺も？）

　あの五百万には、そういう意味も含ふくまれていたのだろうか？

　たまに女装して婚約者のふりをするだけにしては破格の金額だったし、最初からそのつもりがあったのだとしてもおかしくないような気がする。

（これもバイトのうちだったら、誘いに応じるべきかな）

　五百万は遥の手元にはないから、婚約者役を務める分だけいただいて、他ほかのお務めの分は返却へんきやくするってことがもうできない。

　だから、貰もらった金額分だけ、ちゃんと働く義務がある。

　偽の婚約者を務めたように、プライベートでも吉哉の想い人の代わりをする義務が……。

（あのキス……気持ちよかったし……）

　押し当てられた唇の感触かんしよくや、抱きすくめられた腕の温ぬくもりを思い出すだけで頰ほおが熱くなる。

　あのまま続けてたら自分はどうなってたのかなとふと考えたが、答えは見つからない。

　その先の経験がないからだ。

（吉哉さんが相手なら、どんなことされても平気かも……）

　ひとめ見て、この人ならと信頼しんらいした人。

　決して自分に酷ひどいことはしないと信じられるし、身体を預けることも怖こわくない。

　もしも、その手の行為もバイトのうちだったとしたら応じてもいいぐらいに……。

（別にいいよな。……初体験にしちゃ遅おそいぐらいだし）

　コンパで意気投合した初対面の女の子とそのまま……という話を大学でたまに聞く。

　遥自身も、つき合いで行ったコンパで誘さそわれたことがあるが、その度たびに断っていた。

　よく知りもしない相手とその場のノリでするのは違ちがうような気がして抵抗ていこうがあったのだ。

　だからといって潔癖けつぺきというわけでもなく、セックスに対する好奇心こうきしんは人並みにある。

　さすがに、初体験の相手が男になるなんて思ってもみなかったけど……。

（まず、吉哉さんに確認かくにんしなきゃ）

　あの誘いがバイトのうちに入っているのかどうか、ちゃんと確認しようと遥は思った。

　その返事次第しだいでは、そのまま吉哉の求めに応じてしまおう。

　そう考えた途端とたん、どくん、どくんと鼓動こどうが高鳴って身体からだが妙みように火照ほてってきた。

（ったく、もう。……なんでこんな風になるんだろう）

　はじめての経験に対する緊張感きんちようかんか、それとももっと他に理由があるのか？

　それをゆっくり考えるだけの余裕よゆうは、もう遥にはなかった。

　これから起こるかもしれないことが勝手に想像されてしまうせいで鼓動が高鳴り、頭に血が上のぼって、なんだかのぼせたようにぼうっとしてしまうから。

　シャワーブースから出て、タオルで身体の水滴すいてきをぬぐっていた遥は、ふと脱衣だつい所の鏡に目を留めた。

（吉哉さん、こっちの顔のほうがいいって言ってた）

　今はシャワーを浴びた直後だし、これからのことを思って少し紅潮しているけれど、普段ふだんは血の気の薄うすい色白な顔だ。

　切れ長の瞳ひとみは物憂ものうげで寂さびしそうに見えるし、少し厚めの唇くちびるだって不健康そうな色合いだ。

　化粧けしようして彩いろどりを加えたほうが、絶対に見栄みばえがすると思うのに……。

（……変なの）

　男の吉哉に、素顔すがおのほうがいいと言われて嬉うれしいと感じている自分も変だけど……。

（素顔って言っても、前とはちょっと変わったか）

　ちょっとあちこち整えただけなのに、自分でもハッとするほど以前とはかなりイメージが変わったような気がする。

　スタイリスト達が女装前提で弄いじろうとしていたのを、普段の生活に支障が出ない程度にしてくれと吉哉が止めてくれたお陰かげで、眉まゆも自然なラインを残したままだし、髪もあまり派手なデザインにはされなかった。

　でも、それ以上に変わったのは、姿勢と表情だ。

　猫背ねこぜ気味の背中を伸のばして胸を張り、腹に力を入れて顎あごを引いてまっすぐに立って、膝ひざ裏をピンと伸ばす。

　普段から吉哉に注意されまくっているうちに姿勢よく立つことが自然にできるようになって、気がつくと表情まで変わっていた。

（なんか、自分でも表情がすっごく明るくなったような気がする）

　ほんの少し前までは、パッとしないと言われていたのが噓うそのようだ。

　必死にバイトを掛かけ持ちして前のめりにあくせくしていた頃ころと違って、ここでの生活には、どんなに忙いそがしくてもどこかゆったりした空気が流れているせいかもしれないが……。

（吉哉さんが、いつも堂々として落ち着いてるからかな）

　側にいるだけで、その影響えいきようを受けているのかもしれない。

　パジャマに着替きがえた遥は、吉哉の姿を求めてリビングに向かったが、そこに吉哉はいない。

「もう寝室しんしつにいっちゃったのか……」

　まだ足を踏ふみ入れたことがない、吉哉の極きわめてプライベートな空間。

　そこに自分から踏み込んで行くのには、さすがにためらいがあった。

　どうしようか……と迷いかけた遥は、吉哉が寝酒ねざけを用意した際、カウンターに置いたままにしたらしいウイスキーのボトルを見つけた。

（あれ、勢いづけにちょっとだけもらおう）

　ウイスキーを勢いよくグラスに半分ほど注ぎ、ぐいっと一気に飲み干す。

　生きのままのウイスキーが喉のどと食道を焼き、遥は軽くむせた。

　パーティー後、なにも食べていなかったせいか、都合よく酔よいが回るのが早い。

（これなら大丈夫だいじようぶかも……）

　ほわあっと身体が温かくなって、足元がふわふわする。

　軽い酔いで現実感が薄くなった廊下ろうかを進み、勢いに任せて吉哉の寝室のドアをノックした。

「どうぞ」との吉哉の声に、「失礼します」と思い切ってドアを開ける。

　吉哉は大きなベッドの上に上半身を起こしていた。

　風呂ふろから上がったばかりらしく、短めの髪は濡ぬれている。

（うわあ、なんか格好いい）

　黒いレザーベッドのヘッド状の背もたれにもたれかかり、寝酒を楽しみつつ画集らしきものを眺ながめているその姿は、遥の目にはとても渋しぶく映る。

　軽い酔いに少しよろよろした足取りで歩み寄って行くと、吉哉は不思議そうな顔をした。

「どうした？」

「いえ、あの……。さっきのお誘いの件なんですけど……」

「ああ、あれならもういい。俺の勘違かんちがいだ」

「勘違いって？」

　遥の問いに、吉哉は露骨ろこつに気まずそうな顔をする。

　膝の上の分厚い画集を閉じてベッド脇わきのテーブルに置くと、改めて遥をまっすぐ見た。

「この際だから白状するが、俺は、おまえが金で身体を売るバイトをしていると思っていた」

「金でって……」

　言われた意味がすぐには理解できなかった。

　だが、やがてじわじわとその意味を理解する。

「え？……ええっ!?　な、なんでそんな勘違いをしたんですか？」

　一気に酔いが覚さめた遥は、びっくりして聞いた。

「あのときおまえは、いい金になる特殊とくしゆなバイトを紹介しようかいされたと言ってた。それに、駆かけ寄ってきたときのあのしどけない姿を見たせいだろうな。てっきり、その……あれだ。つまり……複数プレイ？　的なものとかを嫌いやがって、逃にげ出してきたんだろうと思ったんだ」

　よっぽど気まずいのか、吉哉はいつもと違って妙に歯切れが悪い。

「複数プレイっ!?　俺、そんなことしてないですから！」

　あり得ない、と遥は小刻みに首を横に振ふる。

（確かに特殊なバイトだとは言ったけど……）

　ちょっと拍子抜ひようしぬけするほどあっさり聞き流されてはいたが、まさかそんな風に誤解されていたとは思ってもみなかった。

「わかってる。俺の早とちりだ。せっかちな質たちでたまにやるんだ。──誤解して悪かった」

　この通りだ、と吉哉は潔いさぎよく頭を下げた。

「謝らないでください。俺の説明が足りなかったのもマズかったみたいだし……」

　夜の繁華街はんかがい、シルエットだけ見れば女性と間違まちがわれるような風体ふうていの自分が、破れた服のままで複数の男達から逃げていたのだ。

　確かに、そんな誤解をされても仕方のないシチュエーションだったかもしれない。

「お願いですから、顔を上げてください」

　重ねて言うと、吉哉は顔を上げ、ふっと微笑ほほえんだ。

「おまえは心が広いな」

「そんな……。あ、でも……。──あの破格のバイト料には、その手のことも含ふくまれてたんじゃないんですか？」

　遥が聞くと、吉哉は「そうだ」とあっさり肯定こうていした。

「あの路地でおまえをひとめ見たときから心惹こころひかれていたからな。そういうバイト先を捜さがしているのならば、俺はおまえにとっていいパトロンになれるだろうとも思った」

「パ、パトロンですか？」

　聞き慣れない言葉に、遥はちょっとびびる。

「今はもう勘違いしていたとわかったから、そんな大それた望みは持っていないよ」

「でも俺、あのお金、全部使っちゃったんですけど……」

「もちろんそれで構わない。勘違いしていたとはいえ、おまえを侮辱ぶじよくするような真似まねをした詫わびだと思ってくれればいい」

「……でも……」

　詫びだと言われても、遥はなんとなく納得なつとくできなかった。

　困惑こんわくしている遥に、気にするなと吉哉が言う。

　部屋に戻もどって休めとも促うながされたが、遥の足は動かない。

　誤解されていたのはショックだったが、そのお詫びの証しるしとしてお金を貰もらうのはなんだか釈然しやくぜんとしなかったからだ。

（それに俺、嫌じゃなかったし……）

　だから、吉哉が望むなら、貰ったお金に見合うだけのことをしてもいい。

　と、いうか、すでにその覚悟かくごをした上で、ここまできたのだが。

（そんなこと、さすがに俺からは言えないよ）

　かといって、はいそうですかとここから立ち去る気にもなれなくて……。

「どうした？」

　困惑して立ちすくむ遥に、吉哉が不思議そうな顔をした。

「話は済んだんだ。早く部屋に戻りなさい。下心のある男の部屋に長居するものじゃない」

　吉哉は、表情と同じように、その言葉にも誤魔化ごまかしがなくストレートだ。

　だから、この言葉も本心から出たものに違ちがいなかった。

（下心があるって……）

　その言葉の意味するところを理解して、遥の鼓動こどうはまた一気に跳はね上がり顔も火照ほてってくる。

「あ、あの……俺……」

「ん、どうした？　顔が赤いぞ。熱でもあるのか？──こっちに来い」

　部屋に戻れと言われたときには動かなかった足が、来いと言われてあっさり動く。

　一歩前に出た遥の額に、吉哉はぴたっと手の平を当てた。

「少し汗あせばんでるようだが、熱はないか……」

　額に当てられた手が優やさしく頰ほおへと滑すべり落ち、やがて首筋に触ふれる。

（……心臓が、口から出そうだ）

　緊張きんちようのあまり吉哉の顔がまっすぐ見られない。

　なんだか急に酔いが回ってきたようで、くらくらと軽い眩暈めまいがする。

　吉哉の手は見た目は大きくて無骨だが、その動きは繊細せんさいで優しい。

　手の平から感じる温ぬくもりに、遥はぶるっと大きく身震みぶるいした。

「下心があると言ったのに、どうして大人しく触さわらせているんだ？」

　顎から喉仏のどぼとけを辿たどった指が、今度は鎖骨さこつの形をなぞるようにしてくすぐる。

　そうっと優しく触れてくる指先の感触かんしよくは、くすぐったいのと同時に、なにかもどかしい疼うずきを遥に与あたえた。

「すぐに離はなれないと、もっと堂々と触るぞ？」

　からかうような吉哉の声に、遥はまた身震いする。

（もっと触って欲しい……かも……）

　その大きくて温かな手で、もっと他ほかのところにも触れて欲しい。

　そんな衝動しようどうを感じてごくんと生唾なまつばを吞のみ込み、思い切って口を開く。

「そう……してください。……俺、お金をいただいた分はちゃんと働きますから」

　勇気を振り絞しぼって言ってみたものの、その声は情けないほどに震ふるえていた。

「意味がわかって言ってるのか？」

「はい」

　もちろん、と遥が頷うなずくのとほぼ同時に、肩かたのあたりを撫なでていた吉哉の手が首の後ろに回り、ぐいっと強い力で引き寄せられていた。




　ベッドの上に引っ張り上げられ、キスをされた。

（お酒、勝手にもらって飲んだの気づかれなきゃいいけど……）

　ちょっとだけ不安だったが、吉哉自身も飲んでいたからきっと大丈夫だろう。

　などと、最初のうちははじめての経験への緊張感きんちようかんからか余計なことが気になったりもしたが、キスが深くなるにつれ、徐々じよじよに余計なことを考える余裕よゆうがなくなってきた。

「んっ……んん……」

　遥は、薄うすい毛布越ごしに吉哉の身体からだにまたがるようにしてキスに応じながら、気がつくと吉哉に夢中で抱だきついていた。

　自分から何度も角度を変え、舌を絡からめてキスの甘さを味わう。

　さっきはあんな激しいキスははじめてだったから吉哉になされるままだったけど、どうすれば気持ちよくなるかわかってしまった今は違う。

　酩酊めいてい感もあって理性が薄れ、衝動のままにもっともっとと無我夢中で舌と唇くちびるを動かしてしまう。

　吉哉はそんな遥の頭や背中を、愛いとおしそうに撫でてくれた。

「キスが好きなんだな」

　積極的にキスを貪むさぼる遥に苦笑くしようを零こぼす吉哉の唇に、休む間も与えずまた自分からキス。

（吉哉さんの身体、あったかい）

　触れ合ったところから、毛布越しにじんわりと自分のより高い吉哉の体温が染しみこんでくる。

　その温もりがむしょうに恋こいしくて、遥はキスしながらぎゅうっと自らしがみついていく。

　と、太股ふとももあたりに、吉哉の熱を感じた。

　自分とのキスでこうなったのだろうか？

（……嬉うれしい）

　甘いキスにとろんと酔っていた遥は、嬉しい気持ちのまま軽く腰こしを浮うかせて、毛布越しにそれに触れてみた。

（あ、やっぱりおっきい）

　身体が大きい分だけ、それも遥のものよりずっと大きい。

　じゃあ硬かたさは？　と、好奇心こうきしんに唆そそのかされるまま毛布をはぎ取ろうとしたところで、ひょいっと吉哉に抱かかえ上げられ、ベッドの上に押し倒たおされた。

「はじめてだと言っていたわりに、随分ずいぶんと積極的だな。──はしたない子だ」

　吉哉の眉間みけんにくっと皺しわが寄る。

　その表情を見た途端とたん、甘いキスにのぼせていた遥は、すうっと正気に戻った。

（しまった、つい……）

　酔っているせいもあるのだろうが、自分でもわけのわからない衝動に駆かられるまま、身体が勝手に動いてしまっていた。

　はじめてじゃなかったのかと怪訝けげんに思われただろうか？

　それとも、機嫌きげんを損そこねたか？

　不安になって恐おそる恐る吉哉の表情を窺うかがうと、眉間には皺が寄っていたが、その口元には笑えみが浮かんでいる。

（呆あきれただけかな？　それとも、照れてる？）

　吉哉にしては珍めずらしく複雑な表情だが、決して不愉快ふゆかいそうには見えないから、とりあえずほっとした。

「あ、だって俺……。ちゃんとしなきゃって思って……」

　嫌きらわれたくないと、しどろもどろに言い訳を口にすると、「わかってる」と吉哉が頷く。

「俺をなんとかして楽しませようとしてくれたんだろう？　不馴ふなれなくせに無理するな。──おまえはただじっとしていればいい。大人しく身を任せてくれているだけで充分じゆうぶんだ」

　吉哉は、例の如ごとく勝手に早とちりしたようだ。

　ちゅっと軽く遥の額にキスすると、遥のパジャマのボタンをひとつひとつゆっくりと外していった。

（な、なんか緊張する）

　じわじわと裸はだかに剝むかれていくようで、むしょうに恥はずかしい。

　いっそのこと、起き上がって自分でがばっと一気に裸になってしまいたいぐらいだ。

（そんなことしたら、また、はしたないって言われるかも……）

　吉哉に呆れられるのが嫌いやで、遥は必死で恥ずかしさに堪たえた。

　全部のボタンを外すと、吉哉はパジャマの前を大きく開いた。

「あの夜から、この肌はだの白さが目に焼き付いて消えなかった」

　パジャマの中に手を入れて両肩りようかたをゆっくりと撫でながら脱ぬがせていく。

「ずっとこうして触ってみたかったよ」

　両手で肩を包むようにして撫でてから、左右の鎖骨の形を指先で確かめるようにして触れる。

（うわっ……わ……どうしよ）

　じっくりと自分を眺ながめている吉哉の視線が、妙みように気恥きはずかしいし、肌の上を滑る指先がくすぐったくて、なんだか身体がむずむずする。

　それでも遥は、じっとしていろという吉哉の言葉に従うべく、勝手にむずむず揺ゆれそうになる身体をなんとか抑おさえていた。

「吸いつくような肌だな。もっとさらりとしているのかと思ったが……」

「……がっかりしましたか？」

「いや。逆だ。癖くせになりそうな触り心地ごこちだよ」

　すすーっと滑るように肌の上を移動していた吉哉の指先が、ぷくっと膨ふくらんでしまっていた遥の乳首ちくびを、ツンと弾はじく。

「……んっ」

　その途端、じんっと甘い波が身体からだに広がって、遥は思わず声をあげた。

「ここが、いいのか？」

「あっ」

　吉哉が再び指先でそこを弾くと、また勝手に声が出た。

　嬉しそうに微笑ほほえんだ吉哉は、遥の胸に唇を寄せると、ぷくっと膨らんだ乳首に軽く歯を当てて微かすかな刺激しげきを与えてから、ゆっくりとその舌先でくりくりと嬲なぶった。

「やっ……あっ……あん……」

　与あたえられる愛撫あいぶに、身体がいちいち反応してぴくぴくと震え、遥の唇からはひっきりなしに甘い声が漏もれる。

（うそ。なに、これ……）

　自分の過剰かじような反応が恥ずかしくて、遥は慌あわてて両手で唇を押さえた。

「声は殺すな。聞かせてくれ」

　吉哉の手が、遥の両手をベッドに張り付ける。

　そしてそのまま再び遥の胸に顔を埋うずめて、ちゅっと右の乳首を唇で吸い、舌先で嬲り続ける。

「や、ああ……あん……あっ……。やだ……あ、じんじんする」

　執拗しつように嬲られるうちに、甘い波が身体中に広がり、まるで痺しびれたように力が抜ぬけていく。

　やがて、その甘い波が身体の中心にまで作用して、キスだけで半勃はんだちになっていたそこが完全に目覚めてしまった。

（やばっ。……どうしよう）

　触ふれられてもいないのに、じわあっと熱くなった腰が甘く痺れる。

　溜たまった熱を散らそうと軽く腰を揺らしてみたが、下着に擦こすれるばかりで逆効果だった。

「……んんっ」

（イきたい）

　もっと刺激が欲しくて、勝手に腰が揺れそうになったが、遥は必死で堪こらえた。

　乳首への刺激だけでこんなになって、しかも自ら腰まで揺らすなんて、あまりにもはしたなすぎると……。

　揺れそうになる身体を必死で抑えていたら、甘い声も同時に止まってしまった。

　急に静かになった遥を不審ふしんに思った吉哉が「どうした？」と顔を上げ、反応してパジャマのズボンを押し上げている遥のそれを見つけて嬉しそうな顔をした。

「なるほど。男でも乳首はこんなに感じるものなんだな」

　その言葉に、遥は首を傾かしげた。

「吉哉さん、男とこういうことしたことって……」

「ない。男を抱きたいと思ったのはおまえがはじめてだからな。不馴れなせいで不手際ふてぎわがあったら許してくれ」

　こんなときでも妙に無骨な吉哉の台詞せりふに、遥は微笑んだ。

「大丈夫だいじようぶです」

（吉哉さんも、俺と一緒いつしよではじめてなんだ）

　意味は違ちがえど、お互たがいに初体験同士。

　吉哉の特別になれたような気がして、なんだかちょっと嬉しい。

「俺のこと、吉哉さんの好きにしてください」

　手を伸のばし、吉哉を引きつけて軽く触れるだけのキスをすると、吉哉は嬉しそうに微笑んだ。

「あまり可愛かわいいことを言うと、加減が利きかなくなるぞ」

「構いません。今の俺は、吉哉さんのものだから……」

　金で雇やとわれた偽にせの婚約こんやく者、そして偽物にせものの恋人こいびと。

　遠い地にいる本物が戻もどってくるまでの、ただの間に合わせ。

　それでも、この温かな手は今は自分だけのものだ。

　そしてこの身体からだも、今は吉哉のもの。

　そう思った途端、胸がじんわりと温かくなる。

（なんで、こんな幸せな気分になるんだろう？）

　自分で自分の気持ちの変化が理解できず、遥は軽く首を傾げる。

　その仕草がキスを求めてのものと勘違かんちがいされたらしい。

　吉哉が、ちゅっと唇くちびるに可愛いキスをくれた。

「それなら、遠慮えんりよなく」

　するっと下着ごとパジャマのズボンを脱がされると、すっかり反応していたそれがぷるんと揺れた。

「ああ。可愛いな。色も綺麗きれいだ」

　普通ふつうだったら男としてのプライドが傷つくところだろうが、吉哉の口から出た言葉だけにむしろ嬉うれしかった。

「ここの毛も細くて柔やわらかい」

　さりっと手の平で茂しげみを撫なでさすられて、ぞわぞわと痺れるような甘い感覚に肌が粟立あわだつ。

　吉哉は、なんのためらいもなく遥のそれを舐なめると、口に含ふくんでくれた。

「……あ……」

　ずるるっと濡ぬれた音が、耳にやけに卑猥ひわいに響ひびいて、それだけでピクンとそこが震ふるえる。

「……んっ……ああっ……あっ！」

　唇で何度か強く擦り上げられると、遥は自分でも驚おどろくぐらいに一気に登のぼり詰つめ、なんの前触まえぶれもないままあっさり吉哉の口に放ってしまっていた。

（ああ、どうしよう）

　いくらなんでも、これは気持ち悪がられるだろう。

　放ったばかりの甘い余韻よいんに身体が痺れ、荒あらい呼吸に胸を波打たせながら、遥は両手で顔を覆おおってこっそり吉哉の様子を盗ぬすみ見る。

　すると吉哉は、あっさり口の中のものを飲み下した。

　ごくん、と嚥下えんかする吉哉のその喉のどの動きがやけにエロティックなものに感じられて、遥の背筋にぞくぞくっと甘い痺れが走った。

（……飲んじゃった）

　自分の放ったものが吉哉の体内に入っていったのだと思うだけで、妙な興奮を感じてしまう自分に遥は戸惑とまどい、その恥ずかしさから再び両手で顔を覆った。

「ん？　どうした？」

　胸元むなもとまで赤くして両手で顔を隠かくす遥に、吉哉が優やさしい声をかける。

「早かったからって、そう恥はずかしがることはない。こういうことは経験を積まないとうまくコントロールできないものだからな。それにここ最近、自分でもしてなかったんだろう？」

　濃こかったぞ、と勝手に早とちりした吉哉が、覆い被かぶさりながら耳元でからかうように囁ささやく。

「そ、そういうこと……言わないでください」

　顔を覆ったまま、うわ～っとさらに赤くなった遥の上で、吉哉が微かに笑う声が聞こえる。

（すっごい上機嫌じようきげんだ）

　吉哉が声をあげて笑うなんて、はじめてかもしれない。

　自分とのこの時間を、吉哉は心から喜んでくれているようだ。

（……なんか、凄すごく嬉しい）

　そう感じてしまうのはなぜだろう？

　自分が役に立っていると実感できるから？

　まるで本物の恋人同士のようなこのやり取りが楽しくてしょうがないから？

（もう、どうでもいいや）

　余計なことを考えるより、今はただこの時間を楽しみたかった。

　遥は心が望むまま、顔を覆う両手を外して、吉哉の首に絡からめて引き寄せる。

「余計なこと言わないように、その口塞ふさいじゃいます」

　遥の物言いに愉快ゆかいそうに笑えみを刻んだ唇に、唇をぎゅうっと押し当てていく。

　深く合わせた唇からは、自分が放ったものの青い匂においがする。

　キスで口紅の赤みが吉哉の唇に移ったのを見たときより、ずっと恥ずかしかった。







「無理だと思ったら、我慢がまんせずそう言え。止やめてやるから」

　長い前戯ぜんぎの後で、吉哉がそう言った。

　俯うつぶせになってぎゅっと枕まくらを抱かかえていた遥は、こくんと素直すなおに頷うなずいたが、内心では逆のことを考えている。

（無理だなんて絶対に言わない）

　泣き言を言って中断されるなんてみっともないのは嫌いやだ。

　お互いにはじめてのこの経験を中途半端ちゆうとはんぱなものにして後悔こうかいしたくない。

　くっと腰こしを摑つかまれて、軽く上げさせられた。

　無骨な指が意外なほど優しく動き、散々ほぐしてくれたそこに、ぴたっと熱いものが押し当てられる。

「……んっ」

　ぐぐっと強くそこを押されて、勝手にくぐもった声が唇から零こぼれる。

（あ……吉哉さんのが……）

　一気に押し入ろうとはせず、遥の身体を気遣きづかうようにゆっくりと押し入ってくる熱。

　指とは比べものにならない圧迫感あつぱくかんと内臓をゆっくり押し上げられるような違和感いわかんとに、身体が勝手に迫せり上がり息が詰まる。

　普段ふだんからはあり得ないほどに押し広げられていくそこがピリピリして、痛いというより痒かゆいという感覚がある。

　遥の身体は、そんな諸々もろもろの未知の感覚に混乱した。

　逃のがれようと勝手に動き出しかねない衝動しようどうを堪こらえるために、ぎゅうっと枕を抱えて耐たえる。

　やがて最奥まで進んだ吉哉が、動きを止めて、心配げにそんな遥の顔を覗のぞき込んできた。

「大丈夫か？」

　耳元でそう聞かれたが、返事ができなかった。

　顔を覗き込むために吉哉が動いたことで、身体の中のものもずるっと微かすかに動き、妙みような感覚を遥に与あたえていたからだ。

（な、なんだろ、これ……）

　ピリピリして痛痒いたがゆかったのが、一転してうずうずするような甘痒さに変わっている。

　戸惑っていると、「こら」と吉哉の声が降ってくる。

「そんなに息を詰めるな。ちゃんと呼吸しろ」

　ぐっと太い指が、ぎゅうっと閉じられていた遥の唇をこじ開ける。

「……っあ。……だめ……やだぁ……」

　こじ開けられた唇から勝手に零れたのは、絶対に言うまいと思っていた泣き言だった。

「辛つらいか？」

　聞かれて、小さく首を横に振ふる。

「ちがっ……吉哉さ……、そんな、動かないで」

「動いてないぞ？」

　怪訝けげんそうに吉哉は言うが、そうやって言葉を発するだけでも充分じゆうぶんに遥には響いてくるのだ。

　最奥に押し込まれた熱も、触ふれ合った肌はだから染しみこんでくる体温も、うなじに触れる呼気も、なにもかもが遥にとっては刺激しげきになる。

「動いてる……動いてるってば。あっ……やだぁ、じっとしてて……」

　変になる、と泣き言を呟つぶやくと、唇をこじ開けていた指がすっと下へと移動して、遥のそれに触れた。

「ひあっ！」

　触れられた途端とたん、ビクンッと大きく身体が跳はねて、覚えのある甘い衝撃しようげきが腰のあたりから身体中に広がっていく。

「……うそ……」

　思いがけない早い解放に、遥は自分でも戸惑っていた。

「……凄いな。挿いれられただけで達いけるのか」

　興奮してうわずったような吉哉の声に、遥は羞恥心しゆうちしんから真っ赤になった。

「あ……、もうやだ。もう無理」

　決意虚むなしく泣き言を言いながら、遥は力の入らない腕うででずり上がろうとする。

　だが、吉哉の腕がそれを許さない。

「無理じゃないようだぞ。ここは、まだこんなだ」

　解放されてなお硬かたいままのそれを無骨な指で擦り上げられて、かくっと腕から力が抜ぬけて上半身がベッドに落ちる。

「あっ、ああっ！」

　すかさず繫つながったままの状態で力ずくで抱だき起こされ、吉哉にもたれるようにして座らされた。

「ほら、こうすればおまえにも見えるだろう？」

　顎あごを摑まれ、そこが視界に入るように顔を固定される。

　遥の放ったもので濡れた指が、ピクピクッと震えて雫しずくを吐はき出し、濡れて光る遥のそれを、つつーっと擦り上げている。

「あ……あ……っ……」

「本当に無理なら止めるが、これはこのままでいいのか？」

　からかうような楽しげな声が耳に吹ふき込まれた。

（う……そ……これだけで……）

　吉哉の嬉うれしげな声に、身体からだがぞくぞくっと甘く反応した。

　さっきまではぎりぎりの状態で吉哉をくわえ込み、ピリピリと甘痒あまがゆかったそこが、急にきゅんっと柔やわらかく動き、吞のみ込んだそれを味わうかのように収縮しはじめるのがわかる。

　未知の快感に意識が侵おかされ、くらくらと心までもが眩暈めまいを感じているようだ。

「いったん抜くか？　その後で、これを可愛かわいがってやろうか？」

「や、やだ！」

　膝ひざ裏を抱え上げられて持ちあげられそうになって、遥は慌あわてて叫さけんだ。

「ん？　なにが嫌なんだ？」

「よ、吉哉さんの……抜いちゃ駄目だめ。このまま繫がってたい」

「じゃあ、こっちはどうする？」

「ああっ」

　迫り上がったそれの先端せんたんを、くりっと指先でえぐるように弄いじられ、堪たまらずのけぞる。

「もっと、もっと弄って……。吉哉さんの手、すっごく気持ちいい。もっと俺に触さわってぇ」

（な、なに言っちゃってるんだろう）

　耳に届く声は、自分でも今まで聞いたことがないほどの甘えた声だ。

　その甘えた声を恥ずかしいと感じた途端、そこがまたきゅうっと収縮する。

「……んんっ……」

　羞恥心が、新たな快感の呼び水になることを遥ははじめて知った。

　次々に沸わき上がってくる未知の快感故ゆえに、知らずに零れていた涙なみだで視界が滲にじむ。

「あ……吉哉さん、ねえ、もっと……もっとして……」

　自分でも知らなかった快感に貪欲どんよくな自分に唆そそのかされるまま、お願い、と遥は甘く懇願こんがんした。

　が、願いも虚しく、ひょいっと持ちあげられて吉哉の熱が身体から引き抜かれてしまう。

「あっ、やだ。……なんで意地悪するんだよ？」

　そのままベッドの上に横たえられ、奪うばわれた熱を求めて無我夢中で吉哉に腕を差し伸のべる。

「意地悪してるわけじゃない」

　吉哉はあっさり遥の腕の中に落ちてきて、再び足裏を抱えて、ぐぐっと奥深くに再び熱を埋うめ込んでくる。

「あっ……んあ」

　すべてを収めると、吉哉は遥の耳元でふうっと満足げに溜ため息をついた。

　その刺激で、遥はぞくぞくっと背筋を甘く震ふるわせる。

「ただ、こうしておまえの顔を見たいだけだ」

「かお？」

「ああ。こんなに綺麗きれいな瞬間しゆんかんを見逃みのがす手はないからな」

（綺麗って……）

　涙を流してベソをかき、だらしなく緩ゆるんだ唇くちびるからは唾液だえきが零れてるし、髪かみの毛は汗あせでぐちゃぐちゃだ。

　綺麗なわけがない。

「嫌だ。見ないで」

「大丈夫だいじようぶだ。最高に綺麗だから」

　遥は慌てて顔を隠かくしたが、吉哉に手首を摑まれあっさりベッドに張り付けられた。

「……あっ……」

　そのままの状態で、軽く揺ゆさぶられて、かくんと顎が上がる。

　ゆっくりと抽挿ちゆうそうを繰くり返されると、得も言われぬ快感が広がって身体中が甘く痺しびれる。

　こんな風に身体が痺れて力が抜けるほどの快感があるなんて想像すらしたことがなかった。

「いや……あっ……やだぁ、おかしくなる」

　未知の快感に振り回されるばかりの遥は、甘い痺れるような感覚に甘い悲鳴をあげる。

　ゆうるりとじっくり中をかき回されて、勝手に腰こしが揺れる。

　熱いそれが身体の中で激しく動き出すと、無意識のうちにその動きに呼応するようにそこがきゅうっと収縮してそれを甘く締しめつけてしまう。

（俺……へんだ）

　はじめてなのに、こんなに感じるなんて……と、辛かろうじて残った理性が不安がったが、それすらも波のように押し寄せてくる激しい喜びにかき消された。

「あ……っああっ……いい……」

　しばらくの間、遥は無我夢中で与えられる喜びだけに酔よいしれ、溺おぼれた。

　が、自分を見下ろしている吉哉の幸せそうな視線に気づくと、ふと違ちがう欲求よつきゆうが胸をよぎる。

「ん？　どうした？」

　遥の表情の変化に目敏めざとく気づいた吉哉が聞いてくる。

「や……手首……離はなして……」

「顔を隠さないと約束するなら」

　頷うなずくと、あっさり手首が解放される。

「……吉哉さん」

　遥はその手をそのまま吉哉に差し伸べ、降りてきた逞たくましい身体をぎゅっと抱き締めた。

　自分を見つめて幸せそうな顔をしている男が、なんだかむしょうに可愛く思えたからだ。

「どうした？　そんな風にしがみつかれると動けないぞ」

　そのほうがいいのか？　と聞かれて、遥は「いや」と素直すなおな気持ちを告げた。

　しがみつく代わりに、今度は身体の脇わきにつかれた吉哉の手の甲こうに手の平を重ね、指を絡からめてぎゅうっと握にぎりしめる。

「可愛いことをしてくれる」

　嬉しそうに微笑ほほえんだ吉哉が、しっとりとした口づけをくれた。

　そして、再び、ゆっくりと遥の上で動きはじめる。

「あっ……吉哉さん。……気持ちいい……」

　もっと……と遥が望むと、さらに動きが激しくなる。

　動きが激しくなるにつれ、吉哉の息も荒あらくなる。

　耳元に注ぎ込まれる熱い呼気に、吉哉の下で遥もまた荒い息を零こぼす。

「んんっ……あっ……ああっ……吉哉さん……」

　吉哉が与あたえてくれる激しい快感に、遥は恐おそれることなく正気を飛ばし、ただただ溺れた。

　遥が乱れれば乱れるほど、吉哉が喜んでくれることを身体で感じるから……。

　行為こういが激しくなるにつれ、男臭くさい欲望よくぼうの色を濃こくするその瞳ひとみ。

　その熱い視線に射貫いぬかれた遥の心臓が、きゅうっと締めつけられるように甘く疼うずく。

「……遥」

　熱い息と共に耳元に吹き込まれる自分の名前に、身体がぞくぞくっと甘く震える。

「……よ……しやさん……もっと……」

　遥は、我を忘れて甘い時間に溺れ続けた。







　　　　３




　ここ最近、目覚めてすぐ遥の視界に入るのは吉哉の寝顔ねがおだ。

　意志の強そうな目が閉じられているせいか、アクの強さより、その整った顔立ちのほうが際立きわだち、見る度たびに思わずどきっとしてしまう。

（ああ、もう。……全然慣れないな）

　偽にせの婚約こんやく者としての務めを果たしたあのパーティーの夜以来、こうしてベッドの中でも偽物にせものの恋人こいびと役を務めるようになった。

　あれから一週間も経たっているというのに、遥はいまだにこの状況じようきように慣れていない。

（なるべく普通ふつうにしてたいのに……）

　吉哉は毎夜のように熱く求めてくれる。

　情熱的とも思える甘い夜に、これではまるで本物の恋人みたいだと勘違かんちがいしそうになることもあるけれど、自分達はあくまでも偽物の関係だ。

　こんな風に、寝顔を見ただけでどきっとして狼狽うろたえているのを知られたりしたら、きっと吉哉に変に思われるに違いない。

　もっとドライに振ふる舞まいたいのだが……。

（吉哉さんが、男前すぎるのが悪いんだ）

　遥は吉哉の寝顔に小さな溜め息を零してから、身体からだに巻き付いた重い腕うでをそうっと外して、朝食の支度したくをすべくベッドを降りた。







　朝食のメニューは、銀だらの西京焼きにがんもどきの含ふくめ煮に、根菜の煮物にものとほうれん草のゴマ和あえと厚焼き卵に大根おろし、それにご飯とお味噌汁みそしるだ。

　遥がひとりで食べる分には、お味噌汁と目玉焼き程度で充分じゆうぶんなのだが、それでは吉哉には不充分なのだ。吉哉は大きい身体に見合う健啖家けんたんかで、しかも好き嫌きらいがないから出したものはなんでも食べてくれる。

　だが、遥の作った料理を本当に美味おいしいと思ってくれているかどうかは謎なぞだ。

　出せば喜んで食べてくれるが、プロが作った高級料理を食べ慣れて来た人の舌を満足させられているとは到底とうてい思えない。

　母子家庭育ちの遥が忙いそがしい母親を助けるために覚えた料理は、ごく単純な和風の家庭料理ばかりだから、吉哉が好きだという洋食系の味付け方法などはあまりわからないし……。

（もっと料理を勉強しよう）

　そんなことを考えながらお味噌汁の具を刻んでいると、「おはよう」と背後から吉哉の声がして、ちゅっと首筋に軽いキスをされた。

「お、おはようございます」

（だから慣れないんだってば……）

　毎夜のように身体を重ねている気安さからか、ふたりきりのときの吉哉は、気楽な調子で遥に軽いスキンシップを仕掛しかけてくる。

　ベッドの中でいったん快感のスイッチが入ると、どんなに大胆だいたんなことでも平気だけど、日常の生活の中での快感の伴ともなわない甘いだけのスキンシップは、くすぐったいような照れくささが先行してしまって妙みように狼狽えてしまう。

（……吉哉さんって、けっこうスキンシップ過多だ）

　まるで表情が乏とぼしい分を、行動で補っているかのようだ。

「今日も和食か」

「はい。洋食は作り慣れていないので……。あ、でも、勉強します！　すぐに作れるようになりますから」

「無理しなくていいぞ」

「大丈夫だいじようぶです。料理のレパートリーが増えるのは、俺にとってもいいことですから。──朝食の用意が調ととのうまでもう少しかかるんで、新聞でも読んで待っててください」

「わかった」

　ありがとう、と遥の肩かたに手を置いた吉哉が、屈かがみ込むようにして唇くちびるに触ふれるだけのキスをくれる。

　くすぐったいだけのキスに、偽物の恋人ごっこ。

（なんだか、おままごとみたいだ）

　甘く楽しいだけの、ごっこ遊び。

　でも、これは一年間だけの期間限定のお遊びだ。

　それを忘れて、この楽しい時間に慣れすぎちゃいけない。

　このごっこ遊びが終わったとき、ひとりの生活が寂さびしいと思うようになってしまってはいけないから……。

（大丈夫。俺はこの先も、ちゃんとひとりでやってける）

　遥は、おまじないのように心の中でそう呟つぶやいていた。










　あのパーティーで突然とつぜんの婚約発表をしたことで注目の的となってしまった遥は、しばらくの間、女装して吉哉と共にあちこちのパーティーやお茶会等に忙しく顔を出しまくった。

　一通りの集まりに顔を出したし、今後はよほどのことがない限り女装して人前に出なくてもいいと吉哉に言われて、やっと大学に通えるようになった頃ころには、大学を休むようになってから一ヶ月以上過ぎてしまっていた。

　単位はともかくとして勉強の遅おくれはかなり深刻だ。

　大学にかかる費用は、母親が残してくれた保険金と奨学しようがく金とでぎりぎり賄まかなっている。

　留年する余裕よゆうはないし、就職浪人ろうにんになるわけにもいかない。

　新卒としてスムーズに就職するためにも優秀ゆうしゆうな成績証明書をゲットすべく、教授連の覚えめでたくあるべく成績は極力下げないようにしたい。次の試験までには、なんとかこの遅れを取り戻もどそうと、友達からノートを借りては大学の図書室でせっせと勉強する毎日だった。

（さてっと、そろそろ帰ろう）

　予定していたノルマを終えた遥は、勉強道具を大きなバッグに放り込んだ。

（今日の夜はなにを作ろっかなぁ）

　吉哉と暮らすようになって一ヶ月、乏しいレパートリーはすでに尽つきている。

（簡単そうなのから洋食にチャレンジしてみるか）

　書棚しよだなを物色して料理本を手に取ってパラパラと捲めくり、目星をつけた部分をコピーしてから図書室を後にした。

　以前世話になっていた大学の寮りようは校門を出て徒歩十分圏内けんないと近かったが、吉哉のマンションまではけっこうな距離きよりがあって電車を使う必要がある。

　校門を出た遥が最寄もより駅に向かって歩いていると、「小里！　ちょっと待て」と背後から声をかけられた。

　振り向くと、一学年上のゼミの先輩せんぱい、佐竹さたけが駆かけ足で追いかけてきていた。

「佐竹先輩、血相変えてどうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもあるか。──あれ？　おまえ整形した？」

　遥の顔を間近で見た途端とたん、佐竹はびっくりした顔になる。

「そんなことしてませんよ。ちょっと眉まゆとか整えてみただけです」

「へえ、それにしちゃ随分ずいぶんと変わったなぁ」

　まじまじと顔を覗のぞき込まれ、なんだか照れくさくなった遥は、「いいから、用件言ってくださいよ」と急せかしてみた。

「ああ、そうだった。──大丈夫だったのか？　って聞こうと思ってたんだよ」

「なにがです？」

「なにがって……。高木たかぎと一緒いつしよに出掛でかけたまま戻らずに、そのまま退寮たいりようしたって寮の奴やつらから聞いたぞ。その後しばらく、大学にも出て来なかっただろう」

　なんかあったんじゃないのか？　と佐竹がお人好ひとよしっぽい丸顔を曇くもらせる。

「あったことはあったんですけど……。でも、大丈夫ですよ」

　高木というのは、遥を騙だました先輩のことだ。

　心配してもらえたことが嬉うれしくて遥は微笑ほほえみ、休んでいた間の事情を説明した。

　もちろん偽の婚約者役のバイトだということは伏ふせ、住み込みでアシスタントみたいなことをしていることにする。

「じゃあ、今はその助けてくれた人が紹介しようかいしたバイトをしてるのか」

「はい。そのバイトの件で、ちょっと集中して覚えたいことがあったから大学を休んでただけで、トラブルとかに巻き込まれてたわけじゃないんです」

「そっか、ならいいんだ」

「あの……。俺のこと、寮で変な噂うわさになってるんですか？」

「いや、そうでもない。どっちかっていうと高木の怪我けがのほうが噂になってるな」

「先輩が怪我？」

　脱出だつしゆつする際、思いっきり突つき飛ばしてきた。そのせいで怪我をしたかと心配になったが、佐竹の話を聞いた限りではどうやらそれは関係ないようだ。

　高木はあの夜ボッコボコに殴なぐられて怪我した状態で寮に帰ってきて、その理由を誰だれにも言わずに寮に引きこもっているらしい。

　たぶん、やったのは遥を取り逃にがしてしまった男達だろう。

（あの男達から吉哉さんに負けた八つ当たりをされたのかもな）

　もしそうだとしても、自分を騙して売ろうとしていた人に同情する気にはなれなかった。

「とりあえず安心したよ。安心ついでに夕飯奢おごってやる。バイト料出たばかりなんだ」

　お人好しの佐竹は、いつもの気安い調子でがしっと遥の肩を抱だいた。

　遥がいつも金に困っていることを知っていて、以前からたまに奢ってくれているのだ。

「ありがとうございます。でも、今日はこの後、バイトがあるんで駄目だめなんですよ」

「バイトって、コンビニか？」

「いえ、そっちはもう辞やめました。今はさっき話したバイト先一本に絞しぼってるんです」

「へえ、けっこう実入りがいい仕事なんだな」

　よかったな、と言われて、遥は曖昧あいまいに微笑んだ。

（実入りはよかったけど……手元に現金はないんだよなぁ）

　一括いつかつで支払しはらってもらったバイト料はすでに手元にない。

　今は衣食住をすべて面倒めんどうみてもらっている状態だからなんとかなっているが、もうしばらくしたら吉哉に相談して、短時間のバイトをなにか一本入れなきゃならないだろう。

　なんてことを考えていると、胸ポケットに入れておいた携帯けいたいが震ふるえた。

（吉哉さんからだ）

　画面表示を見てすぐ、嬉々ききとして通話ボタンを押す。

「はい！　遥です」

『俺だ。今日は夕食の支度したくはしなくていい。一緒に外食しよう』

　簡潔な吉哉の物言いに、遥は思わず口元を緩ゆるめた。

「わかりました。どこかで待ち合わせしますか？」

『いや。もう来てる』

「はい？」

『おまえのすぐ側にいる』

　唐突とうとつに携帯の通話が切れる。

　遥が慌あわてて辺りを見回すと、後方の歩道に見覚えのある吉哉の車が停とまっていて、運転席のドアが開いて吉哉が出てきた。

「げ、ヤクザ」

　強面こわもてによく似合うビシッとしたダークスーツを着こなした吉哉を見た佐竹が、いかにも怖々こわごわとした調子で呟いた。

（酷ひどい！……けど、まあ……仕方ないか）

　車から降り立った吉哉は、そりゃもう不機嫌ふきげんそうな仏頂面ぶつちようづらをしていたのだ。

　もともとが強面なだけに、そういう表情をしているときの吉哉は贔屓ひいき目めで見ても滅法めつぽう怖こわい。

　佐竹だけを責めるわけにはいかなかった。

「ヤクザじゃないです。あの人が、俺を助けてくれたバイト先の雇やとい主なんですよ」

　とってもいい人なのだと訴うつたえてみたのだが、あまり信じてもらえない。

（ったく、なんであんなに不機嫌そうなんだろう）

　親身になってくれる先輩に、世話になっている大切な人のことを誤解されるのは悲しかった。

　心配そうな佐竹をなんとか宥なだめてから、遥は吉哉の許もとへと駆け寄って行った。

「お待たせしました」

　今まで見たこともない仏頂面をしていても、吉哉は遥のために助手席のドアを開けてくれる。

　この数週間、偽にせの婚約こんやく者として女に化けた遥と一緒に行動している間、ずっとエスコートし続けていたせいで癖くせになってしまったのかもしれない。

「ありがとうございます」

　お礼を言って乗り込むと、バタンとドアまで閉めてくれた。

（吉哉さんって、優やさしいだけじゃなくて、けっこう気遣きづかいの人なんだよなぁ）

　それがわかっているから遥はまったく怖こわくないが、初対面の人にこの仏頂面は怖いだろう。

　振ふり向いて佐竹のほうを見ると、酷く心配そうにこっちを見つめている。

　その手に携帯が握にぎられているのは、すぐにでも助けを呼べるようにとの準備かもしれない。

　下手へたに通報されては敵かなわないと思った遥は、大丈夫だいじようぶだとわかってもらうために、遠目でもわかるよう、にっこり微笑んで佐竹に手を振った。

　その途端、

「──うっわ！」

　ギュウンッとタイヤを軋きしませて車が発進する。

　慌ててシートベルトを締しめる遥に、「今の男はなんだ？」と吉哉が聞いた。

「ゼミの先輩です」

　いつも親切にしてもらってるんですと告げる前に、またギュウンとタイヤが軋んで、歩道に横付けされて停まる。

「先輩だと!?　あれが、例のおかしげなバイトを紹介した奴か？」

「ち、違ちがいます。それは別の人です。あの人は貧乏びんぼうな俺を気遣ってくれて、なにかと理由をつけては奢ってくれたり書籍しよせき類を譲ゆずってくれたりするとってもいい人なんです。俺が長期間大学を休んでたのを心配してくれてて、今だって夕食を奢るって言ってくれてたんですよ」

「夕食を？　だったら、俺はお邪魔じやまだったか？」

　吉哉の眉間みけんに、ぐぐっと深く皺しわが寄る。

　それを見た遥は、慌ててぷるぷると首を横に振った。

「とんでもない！　吉哉さんから携帯がかかってきたときは、ちょうど断ってたところなんです。佐竹先輩せんぱいには悪いけど、俺的には吉哉さんと一緒の夕食のほうが楽しいし」

「そうか。俺と一緒で楽しいか」

　吉哉の眉間からすうっと綺麗きれいに皺が消え、代わりに笑えみが広がっていく。

「年齢ねんれい的にも釣つり合っているし、肩かたを抱かれたりして親しげな雰囲気ふんいきだったから少し妬やいた。──声を荒あらげて悪かったな」

「……いえ」

（妬いたって……）

　言葉の選び方がちょっと変だ。

　本物の婚約者相手ならそういうこともあるのだろうが、自分は偽者にせものなのだから……。

（でも嬉しい。吉哉さんも俺と一緒なのを楽しいと思ってくれてるんだ）

　金で繫つながった関係とはいえ、そこにはなんらかの情が確かにある。

「どこに連れてってくれるんですか？」

「贔屓ひいきにしているフレンチレストランだ。洋食を勉強してくれるのなら、良質な味を知っていて欲しいからな」

「ありがとうございます。俺、頑張がんばって吉哉さんの好きな味覚えます」

「そうしてくれると嬉うれしい。──そうだ。レストランに行く前に、この車を画廊がろうの駐車ちゆうしや場に置いていくつもりなんだが、ついでに展示作品を見学していくか？　確か、前のときは事務所止まりだっただろう」

「え!?　それは、ちょっと……」

　マズい、と遥は内心で冷や汗あせをかく。

　ギャラリーＳＯＮＥに勤めている知人に、吉哉と一緒いつしよにいるところを見られるのは困る。

（あの人にも吉哉さんにも、事情を説明できないし……）

　いろんな意味で、本当に遥が一緒の時にふたりが鉢合はちあわせするのはまずいのだ。

「あ、あの……吉哉さんの親しい人達に、男の格好をした俺を会わせるのは危険じゃないですか？　女装しているときの俺の顔を覚えている人がいたりして、うっかり婚約者の正体に気づかれちゃっても困るし……」

「それもそうか。社員達は婚約者の顔をまだ知らないが、来店している客の中に知っている人がいるかもしれないからな」

　ギャラリーには寄らず車だけ置いていくか、と言う吉哉の言葉に、遥は心底ほっとして胸むねを撫なで下ろした。







　メニューは見てもさっぱりわからなかったから、注文はすべて吉哉に任せる。

「未成年だから、おまえはワインじゃなくペリエにしておくか」

「あ、大丈夫です。ちょうど十日前に二十歳はたちになったんで、もう堂々と飲めます！」

　友達とのつき合いで居酒屋の安いデイリーワインをこっそり飲んだことならあるが、こういうレストランで出すような高級ワインは飲んだことがない。

　飲んでみたいという好奇心こうきしんから浮うき浮きと身を乗り出した遥を見て、吉哉は軽く微笑ほほえんだ。

「それなら、初心者向けの飲みやすいワインを頼たのもう」

「はい！　よろしくお願いします」

　慣れた様子で注文を終え、吉哉が軽く目を細めて遥を見る。

「誕生日だったんなら、なにか特別なプレゼントを用意しないとな」

「とんでもない。もう充分じゆうぶんいただいていますから」

　女性として振る舞まう訓練をした二週間の間に、女装のために必要な服や靴くつ、アクセサリーなどの小道具は大量に用意してもらった。それはバイトの必要経費の一環いつかんだろうから気にせずにいられたが、例のパーティーの後からは、バイトとは関係なく遥が普段ふだん着る服や靴、バッグ等を大量に贈おくられている。

　すっかり恐縮きようしゆくした遥は、こんなに貰もらうわけにはいかないと断ったのだが、遥に似合いそうな服を選ぶのが単純に楽しくて、趣味しゆみ感覚でやってるだけだと吉哉は言う。

　さらには、人の趣味にケチをつける気かと言われてしまっては、さすがに遥も断り切れず、恐縮しつつも仕方なく受け取っている状態だ。

　この上、誕生日プレゼントまで貰ったらさすがにバチが当たると強固に拒こばんだのだが、吉哉は諦あきらめない。

「普段の贈り物と一緒にしてもらっては困る。あれらは俺が勝手に選んでおまえに押しつけたものだろう？　今回は俺の好みを押しつけるんじゃなく、おまえが本当に欲しいと思ってるものをプレゼントしたいんだ」

「押しつけだなんて……」

　断り切れなくて困惑こんわくはしてるけれど、そんな風に思ったことはない。

　吉哉は驚おどろくほど趣味がいいし、遥ぐらいの年代の若者が身につける服にも精通していて、大学に復帰してからの遥は、顔も服装も垢抜あかぬけたと友達からの評判も上々だ。

　ありがたいと感謝こそすれ、好みを押しつけられているとは思わない。

　遥がそう言うと、吉哉は「それならよかった」と嬉しそうな顔をした。

「だが、それとこれは別だ。誕生日プレゼントは特別だからな。──そういえば、孤児こじだと言っていたな。今まで誕生日はどうやって過ごしてきたんだ？」

　寂さびしい想おもいをしてたんじゃないか？　と心配そうに聞かれ、遥は首を横に振る。

「母が亡なくなったのが高校二年のときなので、それまではちゃんと普通ふつうに家でお祝いしてもらってましたよ。その後も、知人や友達が誕生日を祝ってくれてましたし……。──吉哉さんは子供の頃ころ、どんな誕生日を過ごしてましたか？」

「俺か？　プレゼントや金は大量に届いたが、それ以外はなにもなかったな」

「そんな……。寂しくなかったんですか？」

「特には。もともと母は家を出ていたし、父は愛人宅に入り浸びたりだったから、いつもひとりだったんだ。誕生日だからといって義理で祝われても、困惑するだけだっただろうな」

「そうなんですか」

　母親とふたり常に寄り添そっていた遥からするととても寂しい話なのだが、それが普通だった吉哉は寂しいとは思わないらしい。

　そういうものなのかと納得なつとくしかけたが、遥ははたと気づいた。

（いや、違う。俺には、寂しい想いをしてたんじゃないかって聞いてくれたんだから……）

　意識していなかっただけで、吉哉だってきっとひとりの誕生日を心のどこかで寂しいと感じていたはずだ。

　そう感じた途端とたん、遥は「俺、ケーキ焼けます」と口走っていた。

「ケーキ？」

　唐突とうとつな遥の発言に、吉哉は最初驚いたような顔をしていた。

「誕生日のケーキです。市販しはんのより見た目は落ちるけど、美味おいしいって母は喜んでくれてました。吉哉さんの今年の誕生日に焼きますから、ふたりで一緒にお祝いしましょうよ」

　遥の言葉に、吉哉の顔に徐々じよじよに笑みが広がっていく。

「……そうだな。それも悪くないか」

「はい、きっと楽しいです」

　吉哉の笑顔に、遥も軽く目を細めた。

（吉哉さんの笑顔率、けっこう増えたかも）

　出会ったばかりの頃は、一日で片手で足りる程度しか笑顔を見せてくれなかったのに、最近は両手でも足りないぐらいだ。

「じゃあ、今日はおくればせながら、遥の誕生日のお祝いってことにするか」

　ちょうどそこにソムリエが白ワインを運んできてくれて、「誕生日おめでとう」と吉哉に促うながされ、軽くワイングラスを触ふれ合わせて乾杯かんぱいする。

「ありがとうございます」

　思いがけないお祝いに、遥は上機嫌じようきげんでグラスを傾かたむけた。

「……美味しい」

　はじめて飲む高級ワインは、喉のどに柔やわらかく舌触したざわりも滑なめらかで、思わず口元がほころぶ。

「俺のセレクトを気に入ってくれて嬉しいよ。──さて、次は誕生日プレゼントだな」

　いま一番欲しいと思ってるものはなんだ？　とさっきの質問をまた蒸むし返される。

（もう、しょうがないな）

　断り切れなそうだと判断した遥は、頭の中で欲しいものリストをペラペラッと捲めくった。

「そうだ！　本が欲しいです」

「本？　勉強に必要な専門書か？」

「いえ。っていうか、そうです。料理のレシピ本が欲しいんです」

　節約のために自分では買えないから、大学の本をコピーしてきたぐらいだ。

　何冊か買ってもらったら、いちいちコピーする手間も省けるし、それを吉哉に見せてメニューを選ばせることだってできる。

「そんなものでいいのか？　おまえは欲よくがないな」

　そう言って微笑む吉哉の顔は、穏おだやかでとても優やさしい。

（こういう表情もするんだ）

　きっと、誰だれにでも見せる表情じゃない。

　遥はなんだかとても幸せな気分になった。

「この近くに、夜遅よるおそくまでやっている書店がある。帰りに寄って、一緒にいいのを選ぼう」

「はい、ありがとうございます」

　食事しながら、ふたりはいつものようにたわいのない会話を交かわした。

　遥は通学途中とちゆうで見たちょっと気になる光景や友達にコピーさせてもらったノートに書かれてあったへんてこな落書きのこと、吉哉はギャラリーで取り扱あつかっている絵のこと等。

　吉哉は特に、いまギャラリーの二階に展示しているという発掘はつくつしたばかりの新人画家の作品に関しての話を実に熱心に語ってくれる。

（さっきギャラリーに誘さそってくれたのって、もしかしたら自分が今一番気に入っているものを、俺にも見せたいって思ってくれたからなのかな？）

　吉哉の話を聞いているうちに、そんな考えが頭をよぎる。

　もしそうなら嬉うれしいと思った遥は、その絵が見てみたいと吉哉に言ってみた。

　食事の後にでも、閉店して無人になったギャラリーにこっそり連れてってくれないかと……。

「いいぞ。連れてってやる」

　遥の言葉に、吉哉はやたらと嬉しそうな顔になる。

　宝物を見せびらかしたがる子供みたいで、それがなんだかとても可愛かわいかった。







　はじめて飲んだ高級ワインの喉越のどごしのよさについつい飲み過ぎ、レストランを出る頃には足元がふわふわしていた。

　書店に寄ってふたりで一緒いつしよに本を選んだ後で、ギャラリーで吉哉の説明を受けながらゆっくりと絵を眺ながめる。

　タクシーでマンションに帰ると、宅配ボックスに荷物が届いていた。

「隼人からだ。婚約こんやく祝いを贈ると言っていたから、きっとそれだろう」

　リビングで木箱を開けると、中身は白ワインだった。

「あいつ、本気だったんだな」

　白ワインを手に取った吉哉が、嬉しげに唇くちびるの端はしを上げる。

「本気って？」

「この白ワインは、あいつのコレクションの中で一番高価なものなんだ。──いつか、俺が結婚けつこんする気になったらこれをプレゼントするから、パートナーと乾杯しろと言われてたんだが……。手に入れるのにかなり苦労したと聞いているし、さすがに冗談じようだんだと思ってたんだがな」

「いくらぐらいするものなんですか？」

　好奇心こうきしんに駆かられた遥が聞くと、吉哉はおおよその金額を教えてくれた。

　想像していた金額とは桁けたが完全に違ちがっていて、遥は絶句してしまう。

　絵とか宝石なら後々まで財産として残るが、飲めばなくなるワインにそんな大金を使うその感覚が貧乏びんぼう人の遥にはわからない。

（でも、そうだよな。五百万を即金そつきんで出せるような人達なんだもんなぁ）

　いつも金に貧していて、いかに切り詰つめて暮らすかと考えてばかりいた遥とは、住む世界が最初から違うのだ。

「ん？　奥にまだなにか入ってるな」

　白ワインをテーブルに置いた吉哉が箱を探さぐり、中から布らしきものを取り出した。

　広げると、繊細せんさいなレースが綺麗きれいな、白いエプロンだった。

「ああ。さすがにあいつは俺の趣味しゆみをよく知ってるな」

「吉哉さんの趣味？」

「こういう繊細で綺麗なものを眺めるのを好きだってことだ。──うん、似合いそうだ」

　吉哉が、隣となりに座る遥の胸にエプロンを当てる。

「ええっ!?　俺ですか？」

「俺に似合うと思うのか？」

　真顔の吉哉に聞かれ、「……思いません」と遥は苦笑くしようを零こぼした。

（まあ、そうだよな。隼人さんは俺が本物の婚約者だと思ってるんだし……）

　婚約して同棲どうせいをはじめたばかりの初々ういういしいカップルへの贈おくり物として、からかいの意味を込めてこの綺麗な白いエプロンを選んだのだろう。

　仕方ないかと、吉哉からエプロンを受け取る。

（うう～ん、でも、これはちょっと……）

　遥が今まで着させられてきた女性用の服は、スレンダーなモデル体型の美女というイメージに合わせた大人っぽい服ばかりだった。

　だがこれは、あまりにもフェミニンすぎて、さすがにちょっと抵抗ていこうがある。

「……これ、身につけてるの見たいですか？」

　恐おそる恐る聞くと、「当然」ときっぱりした答えが返ってきた。

（それなら、仕方ないか……）

　何度も女装しておいて、嫌いやだというのも今さらだ。

　程良ほどよく酔よっているお陰かげで、ちょっとばかり理性も緩ゆるみ気味だった遥は、立ち上がってエプロンを身につけてみる。

（おお、ヒラヒラだ）

　胸元むなもとを飾かざるレースに苦笑しながら、きゅっと後ろでヒモを結ぶ。

「こんな感じでどうでしょう？」

　悪のりして、吉哉の前でくるっと回りスカート部分をひらめかせてみる。

　たぶん吉哉も軽く酔っているのだろう。常にない上機嫌さで、「いいぞ。似合う」と大喜びされた。

「女装してれば、もっと似合うんでしょうけど……」

　ちゃんと化粧けしようしてから、このエプロンに合うふわっとしたスカートのワンピースを着たら、メイドみたいでいいかもしれないと思ったのだが、吉哉は頷うなずかなかった。

「そのままがいい。おまえは変に塗ぬりたくってないほうが綺麗だと言っただろう？」

「……でしたね」

　吉哉の言葉には噓うそがないから、お世辞ではなくこれが本心なんだろう。

　綺麗だなどと真顔で言われるのはさすがに照れくさい。

「だったら、この姿でご主人様にサービスしましょうか？」

　ちょっと浮うかれた気分になった遥は、ふざけて吉哉にそう言ってみた。

「それは嬉しいな。──どんなサービスをしてくれるんだ？」

「お飲み物をご用意します。もしも飲み足りないんだったら、お酒とおつまみもご用意できますよ？──どちらにしますか？」

　その質問に、吉哉の顔が不満そうに歪ゆがんだ。

「あれ？　どっちも駄目だめですか？」

「当たり前だ。その姿でサービスと言ったら、普通ふつうこっちだろうが」

「うわっ」

　その途端とたん、強く腕うでを引かれて、そのまま吉哉の上に倒たおれ込む。

　首の後ろをぐいっと摑つかまれ、深く唇が押し当てられた。

「……んっ」

　遥的にはメイド喫茶きつさを意識していただけに、この唐突とうとつな展開にびっくりだ。

（吉哉さん的には、エプロンでのサービスっていったらイメクラ系なんだ）

　戸惑とまどいつつも、巧たくみなキスにとろんと瞼まぶたが落ちて夢中になる。

「あ……吉哉さん」

　のし掛かかってくる重さと身体からだをまさぐる手の温度にうっとり酔いしれかかった遥だが、ベッドとは違う窮屈きゆうくつな場所にふと我に返った。

「あの……ここで、このままするんですか？　俺、シャワーも浴びてないのに」

「構わん。明日は休みなんだし、たまにはいいだろう」

　すっかりその気の吉哉は、遥の身体をまさぐる手を止めずに答えた。

「あ、でも、せっかく貰もらったエプロンが汚よごれちゃうかも……」

「構わないさ。そういう使い方をされたら、隼人だって本望ほんもうだろうよ」

（……男兄弟って、そういうものなのかな？）

　いまいち遥にはその感覚が理解できない。

　本来の使い方をする前に、こんなことで汚してしまっては、プレゼントしてくれた隼人に申し訳ないような気がするのだが……。

　遥が戸惑っていると、「嫌ならそう言え。無理強むりじいする気はない」と吉哉が不機嫌ふきげんそうな仏頂面ぶつちようづらで言う。

　吉哉の言葉に噓はないから、嫌だと言えば本当に中断するつもりなんだろう。

（でも、本当は止やめたくないんだよな）

　不機嫌そうな表情が、なによりも雄弁ゆうべんに吉哉の素直すなおな気持ちを語ってくれている。

　欲しいと思ってもらえることが嬉しくて、遥はにこっと微笑ほほえんだ。

「嫌じゃないです。俺、吉哉さんに触さわってもらえるの大好きだし……」

　するんとそんな言葉が自然に口から零れて、ふと自分の本心に気づかされる。

（ああ、そっか……。俺って鈍臭どんくさい。なんで今まで気づかなかったんだろう）

　ふとした拍子ひようしに吉哉の存在にどきっとしたり、その体温を感じるだけで妙みようにほっとしたり、たわいのない会話を交かわすだけでも凄すごく楽しかったりした。

　男に抱だかれるなんて今まで想像したこともなかったのに、なんの抵抗も感じないまま吉哉にこの身体を委ゆだねてしまえた。

　そして今、吉哉に欲しいと思ってもらえることが嬉しいのも、きっとそのせい。

（──これって、恋こいだ）

　出会ったときから、強くて頼たより甲斐がいがあって優やさしくて、なんて素敵すてきな人だろうと思っていた。

　同じ男の理想型として憬れているんだろうと思っていたけど、そうじゃない。

　たぶん、一目惚ひとめぼれだったのだ。

　相手が男の人だから気づくのが遅おくれただけで、助けてもらったあの瞬間しゆんかんから、きっと恋ははじまっていたんだろう。

「──遥？　どうした？」

　急に恋を自覚して、ついぼうっとしてしまった遥を、吉哉が怪訝けげんそうに見下ろしている。

「……あ」

（そっか……。この気持ち、吉哉さんには言っちゃいけないんだ）

　吉哉と視線があってすぐ、遥はそう悟さとった。

　悲しいが、この関係はあくまでも金銭絡がらみのものなのだ。

　自分に求められているのは、吉哉が綺麗だと言ってくれるこの外見だけ。

　厄介やつかいな面倒めんどう事にならないよう、吉哉はビジネスライクな感覚でベッドを共にできる相手を選んだのだろうから……。

　告白なんかしたら、きっと面倒なことになったと思われるに違いない。

（……俺、吉哉さんに嫌きらわれたくない）

　だから、今の自分にできることは、ただひとつ。

　吉哉の望みを叶かなえて、喜ばせることだけ……。

　遥は、視界に入る白いエプロンを意識しながら、両手を伸のばして吉哉の首に絡からめた。

「──ご主人様、もっと可愛かわいがってくださいな」

　冗談じようだんっぽい口調でそう言って微笑んでみせると、吉哉は一瞬いつしゆん驚おどろいたような顔をした。

　が、すぐにその顔に嬉うれしそうな笑えみを浮かべる。

「なかなかいいサービスだな」

「でしょう？」

　遥は得意気な顔で言って、皺しわのない吉哉の眉間みけんにひとつキスをしてから、愛いとしいその唇くちびるにゆっくりと深く唇を合わせていった。




　ソファに座る吉哉の肩かたに手をかけ、ゆっくりと腰こしを落としていく。

　吉哉から器用に服を脱ぬがされて、身に纏まとっているのはすでに白いエプロンだけだ。

「無理しなくていいからな」

「……ん」

　頷いた遥は、じりじりと身体を押し広げていくその確かな熱さと存在感を楽しみながら、さらに腰を落とし、ゆらゆらと身体を揺ゆらす。

　最初のうちは挿入そうにゆうされただけで達いってしまうほど過剰かじように反応していたが、最近では少しだけ快感をコントロールできるようになった。

「あ……はあ……」

　内側に吉哉の熱を感じながら、吐息といきとともに適度に身体に籠こもった熱を逃にがして、ゆっくりとその行為こうい自体を楽しむ。

　一瞬で熱を発散してしまうより、そうやって長く留とどめたほうがより身体も熱くなり、より深く蕩とろけるような甘い喜びを感じることができる。

　もちろん、達したときの喜びもより深くなる。

　長く楽しむ術すべを覚えたことを、吉哉も喜んでくれているようだ。

「随分ずいぶんとよさそうだな」

　達するためでなく楽しむために、目を閉じてゆうるりと身体を揺らす遥を眺ながめて、吉哉は嬉しそうに言った。

「ん……いい。……も、熱くて蕩けそう」

「ここも、こんなに染しみになってるぞ」

　白いエプロンの不自然に押し上げられた部分を、吉哉が軽く指先で突つついた。

「あっ……や、駄目」

　ビクンッと敏感びんかんに反応して、遥の身体は甘く震ふるえる。

「なにが駄目なんだ？　触らないほうがいいか？」

「や……もっと触って……」

　甘えた声でねだると、吉哉の手がエプロンごとそれを包み込むようにして握にぎり込み、ゆっくりと擦こすり上げた。

「あっ……ああ……いい……」

　性急に追いあげるためではなく、楽しませるためだけの緩ゆるやかな手の動き。

　そんな布越ごしの愛撫あいぶがもたらす焦じれったい甘さに、遥は身をくねらせた。

「やっぱり綺麗きれいだな。……ここの桜色が見えないのだけは不満だが」

　吉哉は、エプロンの布越しに、ぷくっと膨ふくらんでいる遥の乳首ちくびに軽く歯を立てる。

「──あっ」

　甘い痛みがもたらす喜びに、遥は堪たまらず背を反らせた。

　吉哉は綺麗だと言ってくれるけど、遥自身は自分の姿をそんな風に思ったことはなかった。

　ひょろっと細いだけの身体と、男らしさの欠片かけらもない顔。

　ユニセックスな雰囲気ふんいきの自分に軽いコンプレックスを感じたことすらある。

　でも、この容姿のお陰かげでこうして吉哉の側で可愛がってもらえるのなら、この姿も悪くないと今は思える。

（……吉哉さん、大好き）

　遥は吉哉の頭を両腕りよううでで抱き、声に出してはいけない想おもいを、心の中だけで呟つぶやいてみる。

　その途端、胸がきゅうっと締しめつけられるように痛くなった。

　それは酷ひどく切なくて、同時に甘い痛みだった。







　　　　４




「ほんっとーに大丈夫だいじようぶなんだな？　ヤバい稼業かぎようの人じゃないんだな？」

　週明け、大学に行った遥は佐竹にとっつかまって、そりゃもうしつこく確認かくにんされた。

「ほんっとーに大丈夫です」

「いや、でもさ。おまえ急に顔も身形みなりも垢抜あかぬけて別嬪べつぴんさんになっちまったし、あの男に金で囲われたりとかしてるんじゃ──」

　遥は、慌あわてて佐竹の言葉を遮さえぎり、「してませんっ!!」と断言した。

「あの人はヤクザとか、そういう危ない人じゃないんです。ちゃんとしたギャラリーの経営者で、とっても誠実で素晴すばらしい人なんですから！」

　携帯けいたいで、ギャラリーＳＯＮＥのサイトを検索けんさくして見せ、吉哉の人柄ひとがらを一生懸命いつしようけんめいに説明する。

　だが、その実けっこう複雑な心境だ。

（囲われてるってわけじゃないけど……）

　だが、お金で雇やとわれている身なのは事実。

　そもそも吉哉は、遥のことを、金で身体からだを売るような人間だと思っていたのだ。

　感情の介在かいざいしない、金銭で割り切った関係を築ける相手だと思ったからこそ、このバイトを持ちかけて来たのだから……。

　──君を見込んで個人的に頼たのみたいことがあるんだ。

　はじめて会った日、吉哉は遥にそう言った。

　この人に見込まれるような価値が自分にあるのかと遥は単純に喜んでしまっていたが、今となってみるとお笑い種ぐさだ。

（お金を払はらえばなんだってする奴やつだって思われてたんだよな）

　あのときの自分は、そういう意味で吉哉に見込まれていたのだ。

　それを思うと、胸がちくりと痛い。

　その誤解はいったんはちゃんと解けたというのに、遥はお金のためになんでもする人間に自分から成り下がってしまった。

　そんなことはしなくていいと言ってくれた吉哉を押し切り、お金を貰もらった分だけ働くと言って自ら身体を投げ出してしまったのだから……。

（あのときは、まだ自覚してなかったし……）

　お金を貰ったんだから、吉哉の望みを叶えてあげなきゃならない。

　そんな理由を建前にして、無自覚だった恋心こいごころに煽あおられるまま、吉哉の寝室しんしつに自分から足を踏ふみ入れた。

　そしてその結果、ただの誤解は真実になったのだ。

（俺は吉哉さんが好きだから抱だかれてるのに……）

　お金なんて、もう関係ないと自分では思ってる。

　その分は他ほかの肉体労働で返そうと自分なりに考えて、最近は食事の支度したくだけじゃなく、他の細々とした家事もするようにしているぐらいだ。

（それでも、客観的に考えれば、そういうことになっちゃうんだよな）

　恋こいをしているからお金は関係ないと思っているのは遥だけで、吉哉でさえそう思っている。

　そして遥は、世間的に見た場合、こんな関係が吉哉にとって不名誉ふめいよになると知っている。

　だからこそ、今こうして、吉哉はいい人なんだと熱心に先輩せんぱいを説得しているのだ。

（でも、告白するのは無理だし……）

　お金は関係なく、好きだから抱かれていることを吉哉に知られるわけにはいかない。

　知られてしまったら、面倒めんどう事は困るとバイトをクビにされてしまうかもしれないから……。

　もうひとつ、心に引っかかっていることがある。

　それは、あのパーティーの夜から、ずっと感じていた不安。

（俺が噓うそをついてるって知ったら、吉哉さん、どう思うだろう）

　あの夜、吉哉は、噓は嫌きらいだと言ったのだ。

　そうとは知らなかったから、遥は吉哉に出会ってすぐ、軽い気持ちで噓をついてしまった。

　詐欺さぎに引っかかったせいで大金が必要なのだと……。

　噓をつき続けることは苦しいけど、この話を蒸むし返すわけにはいかない。

　吉哉は優やさしいから、大金が必要な本当の事情を話せば、噓をついたことを許してくれる可能性はある。

　それでもやはり話せない。

　大金が必要な事情に、遥にとってとても大切な人達が関かかわっているからだ。

（今のあの人達に、これ以上余計な心配事は増やしたくないもんな）

　でも、バイト契約けいやくが切れる一年後なら、事情は変わっているはずだった。

　噓をついたまま、吉哉と離はなれるのは嫌いやだ。

　契約が切れて吉哉と離れるときがきたら、嫌われる覚悟かくごで、すべての事情を白状して噓をついていたことをちゃんと謝るつもりだ。

（一年間だけ……。一年経たったら、本当のことを吉哉さんにも言うし……）

　だから、せめてそれまでは吉哉の身に不名誉な誤解が発生しないよう、責任持って火消しに努めなきゃならない。

「ホントにホントなんですよ。俺にとっちゃ大恩人なんですから！」

「そ、そこまで言うんなら噓じゃなさそうだな」

　遥の剣幕けんまくにちょっと引きながらも、最終的に佐竹はなんとか納得なつとくしてくれた。

「いや、実はちょっと気になることがあったもんだから、心配になってさ」

「気になること？」

「うん。おまえを見送った直後に、変な男に絡からまれたんだよ」

『曾根と一緒いつしよに車に乗って行った子は、おまえの友達か？』

　遥を乗せた車が急発進するのを呆然ぼうぜんと見送っていた佐竹に、三十代ぐらいの男が唐突とうとつに歩み寄ってきてそんな質問をした。

　そうだと頷うなずくと、男は、あの子の名前と連絡れんらく先を教えろと佐竹に迫せまったのだと言う。

「おまえのことはなにも教えてないから安心しろ。逆に、そっちの素性すじようを教えろって迫ってみたんだけど、向こうも口を割らなくて……。曾根さん、だっけ？　あの人みたいな強面こわもてじゃないけど、横柄おうへいな態度で、ちょっと目つきがあやしい男だったぜ」

「あやしいって、どんな風に？」

「イっちゃってるって感じ？　クスリとかやってるって言われたら、ああ、やっぱりってすんなり納得できるレベルだな。──おまえがいい人だって言うんなら信用するが、あの人がそういう危ない人間と関わりがあるのは確かだぞ。そこはちゃんと忘れずに覚えとけよ」

「……そうします」

　商売敵しようばいがたきか、もしくは売り込みに来て断られた画家に逆恨さかうらみされているのか。

　以前、ギャラリーＳＯＮＥに勤める知人から、その手のトラブルがたまにあると聞いたことがある。ちょっと用心してもらうよう、吉哉に報告しておいたほうがいいかもしれない。

「もしもなにかヤバいことがあったら、遠慮えんりよしないで俺に声をかけろよ。荒事あらごとに強い友達連れて、すぐに助けに行ってやるからさ」

　吉哉が心配になって表情を曇くもらせた遥に、佐竹が安心させるように言った。

「はい、ありがとうございます」

　お人好ひとよしの先輩の言葉に、遥の胸は、ほっと温かくなる。

（母さんが言ってた通りだ）

　──どんなときでも、いつもまっすぐ顔を上げて明るく誠実に生きていこうね。明るい笑顔えがおを失わなければ、大変なときに手を貸してくれる人もきっと現れるから。

　そんな母親の言葉を信じて頑張がんばってきたけど、信用していた先輩に騙だまされたことで、自分じゃ母親と同じようにはいかないかとちょっとばかり自信喪失そうしつしていたのだ。

　でも、自分にだって、こうして無条件で親切にしてくれる人も確かにいる。

　そう実感できるだけでも、随分ずいぶんと心強いものだとはじめて知った。

（俺も、こんな風にあの子の支えになれたらいいのに……）

　どんなに辛つらくても、いつもにこにこ微笑ほほえんでいるというあの子。

　あの子のためにできることは精一杯せいいつぱいやってきたつもりだけど、その事実をあの子が知ることは決してない。

　あの子を心から大切に思う存在がここにいることすら、あの子は知らないのだから……。

　仕方のないことだとわかっていても、それが少しだけ寂さびしかった。







　遥の携帯にそのメールが入ったのは、その日の最後の講義中だった。

　机の下でこっそりと携帯を開いて中を見て、相手の名前を確認して首を傾かしげる。

（定期報告以外でのメールなんて珍めずらしい。……もしかして、なにかあったのか？）

　メールには、『できれば今日の夜に夕食がてら会えないか』と書いてある。

　急に不安になった遥は、迷わずＯＫの返事をした。

　それから慌てて吉哉にもメールを出した。

　友人から、夕食がてら大事な相談を持ちかけられていて、話を聞いてあげたいのだが帰りが遅おそくなっても大丈夫だいじようぶだろうか、と……。

　吉哉からは、『俺のことなら気にしなくていい。友人は宝だ。ゆっくり話を聞いてあげなさい』と、すぐに返事がきた。

（いい人だなぁ）

　よくよく考えてみれば、このバイトには日常生活すべてを拘束こうそくされるような条件はない。

　外出するもしないも遥の気持ち次第しだいで許可を取る必要も無いのだ。

　それでも遥は、すんなり認めてもらえて背中まで押してくれた吉哉に感謝した。

（なんだか、こういうのって家族みたいだ。……懐なつかしいや）

　母親が生きていた頃ころ、急に帰宅予定が変更へんこうになると、お互たがいにメールしあっていたものだ。

　お帰りなさい、ただいまと声を掛かけ合う人がいる当たり前の幸せ。

　日常だったその幸せが突然とつぜん消えた日のことは、今でも昨日のことのように思い出せる。

　いつものように「いってきます」と母親より先に家を出て、母親より先に家に帰った。

　そして、いつものように、母親が帰宅する前にと食事の支度を終えて待っていた。

　でも遥が、「お帰りなさい」を言うことはなかった。

　仕事中、母親は突然の事故に遭あい、運ばれた病院で目覚めることなく永遠の眠ねむりについてしまったからだ。

（……吉哉さんと結婚けつこんする人は幸せだ）

　少々表情は乏とぼしいが、おはよう、おやすみなどの基本的な日常の挨拶あいさつはしっかりしてくれるし、スキンシップも欠かさない。

　なにがあろうと揺ゆらがないその姿は安心感に満ちていて、一緒にいるとほっとできる。

（俺が女だったら……）

　バイトなんだからと最初から諦あきらめたりせず、好きになってもらおうと努力しただろうか？

　でも、それこそが、吉哉が恐おそれていたことだ。

　女性に偽にせの婚約こんやく者を演じてもらった挙げ句、責任とって結婚してくれと迫られたら元も子もないと……。

（だから男の俺を選んだんだ）

　男同士だから結婚なんてできないし、セックスしても妊娠にんしんする心配もない。

　安心安全で後腐あとくされのない、金で雇やとった偽物にせものの恋人こいびと。

（それでもいいんだ）

　いや、それ以上のことは今の遥には望みようがない。

　一年間だけ、幸せな恋をしている夢を見る。

　そして夢が覚めたら、すべて忘れて、またひとりで頑張って生きていく。

　それでいいんだと、遥は自分に言いきかせていた。







　そして夜、知人との待ち合わせの場所にこそこそと向かう。

（……近すぎる）

　待ち合わせ場所は、ギャラリーＳＯＮＥと同じ通りにある、賑にぎやかな交差点の一角だ。

　吉哉が通る可能性がある場所だけに、遥は気が気じゃない。

　待ち合わせの場所にここが選ばれたのは偶然ぐうぜんじゃなく、待ち合わせの相手がギャラリーＳＯＮＥに勤務している知人だったからだ。

　その知人が、普段ふだんはランチでよく使っている、お気に入りの隠かくれ家が風和風レストランに遥を連れて行きたいからと、待ち合わせの場所をここに指定してきた。

「遥くん、ここだよ」

　車道から微妙びみように顔を背そむけつつ歩いて行くと、前方から大きな声で呼ばれた。

　声のするほうに顔を向けると、四十代前半で顎鬚あごひげがお洒落しやれなスーツ姿の男性が遥に向かって手を振ふっている。

「折原おりはらさん。お久しぶりです」

　遥は慌あわてて駆かけ寄り、軽く頭を下げた。

「急に呼び出すなんて、どうしたんです？　もしかして、なにかあったんじゃ……」

「いや、それは大丈夫。心配しなくていいよ。──とにかく、店に入ろう」

　折原に案内された店は、隠れ家風というだけあって、店名などが一切いつさい表に出ていない民家風の建物だった。

　店内は意外なほど明るく、半個室のように複数のスペースに区切られてはいるものの、他ほかのテーブル席からは目隠めかくしになるようなものはない。

「ここ、ギャラリーの関係者がきたりしません？」

　ちょっと不安になった遥が聞くと、「来ないよ」と折原が言う。

「みんな、ここはランチメインだから。以前は夜にここをよく利用していた人もいたけど、最近は店を変えたみたいだしね」

「そうですか」

（ちょっと過敏かびんになりすぎてるか）

　過敏になるのは、自分の心に疚やましいことがあるからだ。

　遥は軽い自己嫌悪けんおを覚える。

「さてっと……。忙いそがしいところ、急に呼び出して悪かったね」

　コースメニューを頼たのんだ後で、折原が改めて詫わびる。

「留学準備で忙しかったんじゃないか？」

「え!?……あ、いえ。もうほとんど終わってますから」

「そう？　もしかして、そのイメチェンも留学準備のうちかな？」

「イメチェン？」

「前より、随分とお洒落になったみたいだから」

「あ、えーっと、まあそんな感じです」

　遥は、曖昧あいまいに笑って誤魔化ごまかした。

「いいことだと思うよ。留学もそうだけど、若いうちにいろんな経験はしておくべきだ。そうだ。アメリカでのステイ先は確定した？　もし決まってたら教えて欲しいな。近場に知人がいるかもしれないしね」

　なにかトラブルがあったとき、向こうの知人に助けてもらえるよう根回しをしておくからと、折原が優やさしく言う。

「い、いえ、まだ決まってないんです」

　慌てて首を横に振る遥は、ヤバいマズいと心の中で冷や汗あせをかいていた。

（そっか、そうだよな。折原さんには、向こうに知り合いがいっぱいいるんだ）

　折原は三年前まで、海外で美術品の個人バイヤーとして活動していたのだ。

　住居もアメリカだったから知り合いがいるのは当然で、遥がアメリカに行くとなったらその人達に声をかけるのも予想できていたことだった。

（ああ、俺、馬鹿ばかだな。……あんな適当な噓うそなんかつかなきゃよかった）

　留学という言葉を使ったのは、吉哉についた噓が脳裏のうりにこびり付いていたせいだろう。

　いい機会だから大学を休学してアメリカに語学留学してきます、と折原に噓をついたのは、一ヶ月ほど前。

　吉哉から手渡てわたされた五百万を、そっくりそのまま折原に渡わたしたときのことだ。

　ちょっと特殊とくしゆなバイトをすることになって、そのお金を前払まえばらいで貰もらえたから受け取って欲しい。などと言っても、折原が自分からのお金を受け取ってくれないのは予想できた。

　だから遥は、思い切って突拍子とつぴようしもない噓をついたのだ。

　貧乏びんぼうで折原達の役に立てない自分が悲しくなって、ちょっとやさぐれた気分ではじめて買ったスポーツ振興しんこうくじがビギナーズラックで当たってしまったと……。

　遥自身は、そのお金の半分を自分の将来のために投資して思い切って留学するから、残りの半分は折原の大事な家族のために使って欲しい。

　そうお願いして、お金の入った大きな封筒ふうとうを折原に手渡した。

　折原は受け取れないと断り、なにかあったときのために蓄たくわえておきなさいと説得してきたが、遥は頑がんとして聞き入れなかった。

　こういうあぶく銭ぜにが手元にあっては、気持ちが浮うわついて逆にろくなことにならないから、むしろ一気に使い切ってしまったほうがいい。それに、自分のために使うより、折原の家族のために役立ててもらえたほうが何倍も嬉うれしいのだと逆に説得し返した。

　最終的に、遥の熱の籠こもった説得が功を奏して折原が折れ、無事にあのお金は折原の手に渡ったのだ。

　噓をついてしまったことに対する罪悪感はあるが、それでも遥は後悔こうかいはしていなかった。

（だって、あの子のためだし……）

　あの子──折原悠ゆうは、折原の十二歳になるひとり息子むすこだ。

　そして遥にとっては、ただひとり血が繫つながった、誰だれよりも大切な存在だった。




　遥の父親が死んだのは、八歳違ちがいの弟が産まれる二ヶ月ほど前のこと。

　父親の命と入れ替かわるように弟が産まれて来ることを心の支えにして、遥は母親とふたり、この大きな悲しみに耐たえた。

　だがその弟は、命に関かかわる先天的な病気を抱かかえていた。

　成長に応じて数度の手術を繰くり返せば、いずれは普通ふつうの生活が送れるようになる可能性もあると医者は言ったが、働き手をなくしたばかりの遥達親子にはその高額な手術費を捻出ねんしゆつする余裕よゆうがなかった。

　だから遥の母親は、子供の将来を考え、泣く泣く養子に出すことに決めたのだ。

　悠に必要な手術の技術が、当時の日本よりはアメリカのほうが進んでいたこともあって、養子先にはアメリカ在住の折原夫妻が選ばれた。

　そして悠は、今も折原夫妻の許もとで大切に育てられている。

　折原夫妻は、悠を手放すしかなかった遥達親子の辛つらい気持ちをよく理解してくれて、折々の記念日に悠の写真を送ってくれたし病状も逐一ちくいち教えてくれた。仕事で一時帰国した際には直接訪ねてきてくれて、アメリカでの悠の生活を身振みぶり手振てぶりを交えて楽しく話してくれた。

　折原夫妻と共に悠が三年前に帰国したときには、先天的な病気の治療ちりようもほぼ終わっていて、写真で見る悠の明るい笑顔えがおにほっと安心したものだ。

　だが病魔びようまは、まだ悠を諦めていなかったらしい。

　悠の心臓に異状が認められたと、遥が折原から連絡れんらくを受けたのは三ヶ月ほど前のこと。

　手術の成功率は七割を切るが、いま手術を受けなければ悠の命は三年保もたないだろうと医者に言われたと……。

『大丈夫だいじようぶ、心配いらないよ。悠には最高の医療いりようを受けさせる。絶対に助けるからね』

　折原は力強く言い切ったが、遥は、悠だけじゃなく折原夫妻のことも心配だった。

　悠がアメリカで数度に亘って受けた高額な手術費用を捻出するために、折原夫妻がその資産をかなり使ってしまったことを知っていたからだ。

　そのために、美術品の個人バイヤーとしての仕事を辞やめざるを得なかったことも……。

（悠は俺の弟だ）

　産まれてすぐに養子に出された悠は、自分が養子だという事実を知らない。

　折原夫妻が母国から遠く離はなれて暮らしていたせいもあって、親戚しんせき達も、悠はアメリカで生まれた折原夫妻の実子だと思っているらしい。

　だから、決して兄だとは名乗れない。

　それでも悠は、遥の弟だ。

　母親を亡なくした遥にとって、ただひとり残った家族なのだ。

　側にいることはできなくても、悠のために兄としてなにかしてあげたい。

　そう考えた遥は、せめて高額医療にかかる手術費用の半分ぐらいは負担しようと決意した。

　吉哉と出会ったのは、そんなときだ。

　危ないところを助けてくれた恩人が、折原が勤めるギャラリーＳＯＮＥのオーナーだと知り、その偶然を喜びながらも、同時に焦あせった。

『うちのオーナーはとてもいい人でね。悠の病気のことを打ち明けたら、国内でも有名な専門医を紹介しようかいしてくれたんだよ』

　そんな話を折原から聞いていたせいもあって、遥は大金を必要としている本当の理由を吉哉には言えなかったのだ。

　悠が折原の実子ではなく、養子だと知る人はほとんどいない。

　養子に行った弟が特殊な心臓病で……なんて話をした後で、うっかり遥と折原とが知り合いだとばれてしまったら、芋いもづる式で悠の素性すじようも知られかねない。

（吉哉さんを信用してないわけじゃないけど……）

　内緒ないしよにしてくれと頼めば、きっと聞き入れてくれるだろう。

　それでもなお、遥は万が一のことを考えた。

　万が一にも、この事実が悠の耳に入ってはいけない。

　悠の弱っている心臓に、ほんのちょっとの刺激しげきも与あたえたくない。

　今は、なによりも悠の命が大切だから……。




「それで、俺に話って？　悠になにかあったんじゃないですよね？」

　遥は、折原に話を急せかした。

「病状は安定しているよ。だが、最近どうも元気がなくてね」

「手術を怖こわがってるのかも……」

　幼い頃ころから重ねてきた手術は命に関わる危険性は低かったが、今回の手術に関してはその危険性がかなりある。それで怯おびえているのではないかと遥が言うと、「最初は、俺もそう思ったんだが……」と折原は顔を曇くもらせた。

「違うんですか？」

「ああ。──本人にはまだはっきり聞いてはいないんだが……。どうやら悠は、自分が養子なんじゃないかと疑いはじめているようなんだ」

　自分はどこの病院で産まれたのか、アメリカ生まれなら国籍こくせきはどうなっているのかと、ことあるごとにしつこく聞いてくるのだと言う。

「だからね、一度しっかり話をしようと思うんだ。もしも自分が養子なんじゃないかと疑いを抱いだいているようなら、ちゃんと真実を話してあげなきゃならないからね。悠に話す前に、とりあえず君に話を通しておこうと思ったんだ」

「それは今すぐの話ですか？　手術の後じゃなく？」

「もちろん今すぐだ。手術前に不安を取り除いてあげたいから」

「そんな……。悠、大丈夫かな」

　両親の実子ではないという事実に、ショックを受けたり、傷ついたりしないだろうか？

　そのせいで、手術に悪影響あくえいきようを及およぼすようなことになったりしたら……。

「大丈夫だよ。あの子はそんなに弱い子じゃない」

　心配して表情を曇らせる遥に、折原が言った。

「小さい頃から辛い手術を何度も乗り越こえてきたし、どんなに身体からだが辛くても愚痴ぐちひとつ零こぼさずに笑っているような子だからね。曖昧あいまいな状態でいるより、はっきり事実を知ったほうが精神状態も落ち着くはずだ」

（そうなのかな？）

　遥は、今の悠を写真でしか見たことがない。直接見ることができたのは、産まれたばかりのひ弱な姿だけだったから、いまだに弱々しいイメージしかない。

「実の親からもとても愛されていて、大切だからこそ泣く泣く養子に出したんだってことを知ればダメージなんて受けたりしないよ。むしろ、君というお兄さんがいることを知ったら大喜びするんじゃないかな」

「もしそうなら、俺も嬉しいんですけど……」

「大丈夫だよ。──それでね、悠に真実を打ち明けることになったら、その後で会ってやってくれないか？　手術前に悠を励はげましてやって欲しいんだ」

「会ってもいいんですか!?」

「もちろん」

　しっかりと折原が頷うなずく。

（悠に……会える）

　ずっと会いたいと思ってきた、たったひとりの弟。

　母親を亡くして、ひとりぼっちになってからは特にその思いは強くなっていた。

「ありがとうございます！」

「こっちがお願いしてるんだ。お礼を言われるようなことじゃないよ。──あのとき君が頷いてくれていたら、もっと前に悠にも事実を話せていたんだからね」

「そう……でしたね」

　折原夫妻はかつて、母親が死んで天涯孤独てんがいこどくの身になった遥を、悠同様に養子にしたいと申し出てくれたことがあったのだ。

　だが遥は、もう高校生なんだし自分はひとりでも大丈夫だと言って、その申し出を断った。

　遥を養子にすれば、悠もまた養子だということが周囲に知られる。

　他人だと言い張るには、遥と悠はあまりにも似通った外見をし過ぎているからだ。

　悠を折原夫妻の実子だと信じている親族達の反応が怖かったし、そのことで悠がショックを受けてはいけないとも思った。

　本当はひとりぼっちになるのが少しだけ心細かったけど、やっと身体がよくなって普通に学校にも通えるようになっていた悠の幸せな生活に、余計な波風は立てたくなかった。

「あのときは、せっかくのご厚意こういを断ったりしてすみませんでした」

「馬鹿ばかだな。謝るようなことじゃないのに……」

　恐縮きようしゆくして小さくなる遥を見て、折原は目を細める。

「君はたまに、悠よりずっと小さい子供みたいに見えることがあるよ」

　そう言うと折原は、まるで子供にするみたいに遥の頭を撫なでる。

　温かく大きな手は、かつて幼かった遥の頭を撫でた、実の父親の手の温ぬくもりを連想させた。

（あの子は、この手に育てられてるんだ）

　病弱な身体に苦しめられていても、弟にはその心を守ってくれる確かで温かな絆きずながある。

　弟の幸せを再確認さいかくにんできてほっとする反面、そんな絆を持たない今の自分が少し寂さびしくもある。

（こんなこと思うなんて、今さらだ）

　高校生のときならともかく、世間的には大人と言われる年齢ねんれいに達した今になって弱気になってどうする。

（大丈夫。俺はちゃんとひとりでやっていける）

　遥は、いつものように自分で自分を励ました。







　別れ際ぎわ、折原は、悠と話し合ったら結果はどうあれまた連絡れんらくするからと言った。

（悠に会えるかもしれない）

　ずっとずっと会いたかった小さな弟。

　遠くで心配することしかできないのが歯痒はがゆかったけど、これからは直接会って言葉を交かわすことができるようになるのかもしれない。

　写真でしか見たことのない弟に、『お兄ちゃん』と呼んでもらえるかもしれない。

（どんな声をしてるんだろう？）

　変声期前の可愛かわいらしい声を想像して、ついつい笑えみが零れてしまう。

　だが、悠は命をかけた手術を控ひかえているのだから、浮うかれている場合じゃない。

（それに、まだ会えると決まったわけじゃないし……）

　悠の元気のない理由が養子の件じゃない場合だってあるから、期待しすぎるのは危険だ。

　期待した分だけがっかりして、手痛いダメージをくらうことになるだろうから……。

（とにかく、普通ふつうにしてよう。俺の望みなんて二の次だ）

　なによりも悠の身体が一番大切。

　元気のない理由がなんであれ、手術前に悩なやみを取り除いて、悠には少しでも元気になっていてもらわないといけない。

　そう自分に言いきかせてはみたものの、家路を辿たどる遥の足取りは浮き浮きと軽い。

　浮かれた気分のまま玄関げんかんを開けて中に入ると、部屋の明かりがついていた。

「ただいま帰りました！」

　吉哉が帰ってるんだと、遥はパタパタとスリッパの足音を立てながら小走りでリビングに向かい、ドアを開けた。

　と、その途端とたん、遥の視界に飛び込んできたのは、くっきりと眉間みけんに深い皺しわを寄せた不機嫌ふきげんそうな吉哉の顔だ。

「おかえり」

　答える声までもが地の底を這はうような低音で、浮かれていた気分が一気に萎しぼんだ。

（ど、どうしたんだろう？）

　ここまで怖こわい顔を見たのははじめてだ。

　仕事でなにか腹立たしいことでもあったのだろうか？

　びっくりして思わず立ちつくした遥に、「ここに来て座りなさい」と、吉哉が向かい側のソファを指差して言う。

「は……い」

（不機嫌の原因って、もしかして俺？）

　メールでは快く送り出してくれたけど、実は嫌いやだったのだろうか？

（いや、それはないか……）

　吉哉の言葉に噓うそはない。メールであってもそれは同じこと。

　じゃあなんで不機嫌なんだろうと、心の中で首を捻ひねりつつ、遥は指差されたソファに大人しく座った。

「まわりくどく探さぐりを入れるのは嫌きらいだからはっきり聞く。──おまえは、うちの折原と知り合いだったのか？」

「……あ」

　ばれた、と遥の血の気が引いた。

（もしかして、さっきのレストランで見られた？）

　折原が言っていた、以前あのレストランをよく利用していた人が吉哉だったのだろうか？

（俺が夕食作ってたから、足が遠のいてたとか……）

　今日は遥がいないから、ギャラリーの近場で夕食を済ませようと思ったのかもしれない。

「知り合いだったのなら、なぜそうと言わなかった？」

　言葉に詰つまり狼狽うろたえている遥を、吉哉はまっすぐに見つめた。

「それは……その……」

「友人に会うと言っていたが、おまえの友人にしては、折原は少々年齢が行きすぎているな。それに、おまえみたいな子供に彼が相談を持ちかけるとも思えない。──親しげに頭を撫でられているのも見たが、いったいどういう関係なんだ？」

（……それも見ちゃったんだ）

　普通、二十歳はたちの男が親しくもない相手に頭を撫でさせたりはしない。

　傍はたから見れば、それはかなり奇妙きみような光景だっただろう。

（どうしよう）

　遥は、怖い顔で見つめてくる吉哉をまっすぐ見つめ返すことができなかった。

　目を伏ふせ、自分の膝ひざの上に視線を落とし、吉哉を納得なつとくさせる言い訳を考えなきゃと焦あせる。

（そうだ！　折原さんが遠縁とおえんの親戚しんせきだってことにすればいいんだ）

　死んだ母親の絶縁ぜつえんしていた遠縁の親戚が、突然とつぜん連絡れんらくを取ってきた。どういう用件かわからなかったし、身内のことで迷惑めいわくをかけたくなかったから、つい内緒ないしよにしてしまったと……。

（それで会ってみたら、拍子抜ひようしぬけするぐらいにとてもいい人で、しかも吉哉さんのギャラリーに勤めてる人だってことがわかったってことにすればいい）

　とりあえず今はそんな言い訳をしておいて、後から折原に電話なりメールなりして事情を話して口裏を合わせてもらえばいい。

（……って、折原さんには、吉哉さんのことを、なんて説明したらいいんだ？）

　住み込みのバイトの雇やとい主だと言ったら、間違まちがいなくバイト内容を聞かれる。

　さすがに女装して偽にせの婚約こんやく者を演じているのだとは言えないし、その延長上でプライベートでも恋人こいびとみたいな真似まねをしているのだとはもっと言えない。

　父親を連想させるあの優やさしい手の持ち主がそれを聞いたら、どんな反応をするか容易に想像できるから……。

（それで吉哉さんのことを悪く思われたら困るし……。とにかく、今はまずバイトの内容を誤魔化ごまかす方法を考えないと）

　吉哉と折原は仕事上しょっちゅう顔を合わせているから、折原だけに適当な噓をついてもすぐに噓がばれてしまうだろう。

　となると、折原を誤魔化すために吉哉にも口裏を合わせてもらわなきゃならなくなる。

　遠縁とはいえ、親戚の人に女装して偽の婚約者役をしていると知られるのは気まずいから、適当に口裏を合わせて、バイトの件を誤魔化して欲しいと……。

（吉哉さんだって、頼たのめば協力してくれるよな）

　遥を女装させ偽の婚約者に仕立て上げたなんて、さすがに従業員には話せないだろうから。

（だって、共犯者同士だし……）

　同じ噓を共有している者同士、遥が吉哉に協力したように、吉哉も協力してくれるはず。

　遥がそんなことを考えたとき、テーブルの上の吉哉の携帯けいたいのメール着信音が鳴った。

　ふと携帯に目をやると、恭子、という送信者の名前の表示が見える。

（……ああ、そうだった。吉哉さんには、恭子さんって人がいるんだっけ）

　不幸な出来事のせいで、遠い地で暮らしているかつての恋人。

　偽物にせものの婚約者として吉哉の共犯者になれても、本物には遠く敵かなわない。

　──噓は嫌いだ。

　ふと、そんな吉哉の声が脳裏のうりに甦よみがえる。

　吉哉が偽の婚約者を仕立て上げたのは、恭子絡がらみのやむにやまれぬ事情があってのこと。

　本来の吉哉は噓が嫌いだし、ごく親しい者達を自分の噓に巻き込むのを避さける。

　だから、あの噓を知っているのは、スタイリスト達や運転手など、吉哉に金で雇われた者達ばかりだ。

（ああ、そっか……。俺は違ちがうんだ）

　所詮しよせんは偽者。

　吉哉が噓に巻き込みたくないと思っている、ごく親しい人達の中に遥は含ふくまれていない。

　今さらだが、自分は金で雇われたのだという事実が、遥はなんだか酷ひどく悲しくなった。

　かつて遥は、『共犯者』という言葉の響ひびきに甘いものを感じた。

　でもそれは、金の繫つながりを意味している。

　そう考えると、『共犯者』という言葉の響きが、途端に苦いものに変わる。

（でも俺は、お金のために抱だかれてるわけじゃない）

　吉哉に恋こいをしているからこそ、抱かれているのだ。

　だがそのことを吉哉は知らない。

　知らせるつもりもない。

　知られてしまったら、この関係が終わってしまうかもしれないからだ。

　なるべく長く側にいたいと願っている恋しい人。

　その人に、自分のために噓をつかせるような真似をさせてもいいものだろうか？

（……駄目だめだ）

　吉哉がごく親しい人達を自分の噓に巻き込みたくないと思うのと一緒いつしよで、遥だってそれはできれば避けたい。

　できることなら、折原にだって噓をつかせたくない。

　でも、今は仕方がないのだ。

　折原との関係を吉哉に対して誤魔化すためには、折原に協力してもらわなきゃならないし、吉哉に依頼いらいされたバイトの内容を誤魔化すためには、吉哉に協力してもらわなきゃならない。

　そうしなければ、吉哉の側にはいられなくなってしまうのだから……。

（……ああ、俺、さっきから自分のことばっかり考えてる）

　吉哉に嫌われるのが嫌で、吉哉の側にいたいから、なんとかつじつまを合わせてこの場を収めてしまおうとしている。

　自分の欲よくのために、大切な人達に噓をつかせようとしてまで……。

（やっぱり、こんなの駄目だ）

　噓に秘密に隠かくし事。

　遥にとってそれらは、ずっと縁遠えんどおいものだった。

　だから、こんがらがってしまったそれらを、どうやって整理したらいいのかわからない。

（どうしよう）

　すっかり困り果てた遥は、息を詰めたまま黙だまって自分の膝を見つめていた。

　すると、いきなり吉哉が立ち上がった。

「もういい」

「え？……あ、あの……」

「話す気がないんだろう？　こんなのは時間の無駄むだだ」

　そう言うと、あっさり遥に背中を向けて、そのままリビングを出て行ってしまう。

　そして遥は、ひとりぽつんとリビングに取り残された。







（俺、吉哉さんに嫌われちゃった？）

　呆然ぼうぜんとして吉哉が消えたドアを眺ながめていた遥の胸に、じわじわと現実が押し寄せてくる。

　吉哉は白黒はっきりしていて、まわりくどいことが嫌いだ。

　口ごもり俯うつむく遥の、はっきりしない態度が我慢がまんできなかったのだろう。

（だって、どうしていいかわからなかったし……）

　どうしてこうなったのかは、考えるまでもなくわかっている。

　そもそものはじまりは、遥が最初についた噓うそ。

　詐欺さぎにあったから大金が必要だと、その場しのぎの噓をついたことだ。

　隠し事などしないで、弟の手術費用を少しでも負担してあげたいから、そのためのお金を必要としていると素直すなおに打ち明けていればよかった。

（俺、あのときにはもう、吉哉さんは信用できる人だってこと知ってたのに……）

　出会ってすぐに頼たよれそうな人だと思ったし、優しくていい人だと感じていた。

　わけも聞かず迷わず助けてくれた吉哉が、折原が話していた、悠の主治医を紹介しようかいしてくれた親切なオーナーだと知って、やっぱり信頼しんらいできる人だったんだと嬉うれしく思った。

　そのまま吉哉を信頼して、素直に全部打ち明けていればよかったのだ。

　悠は自分が養子だということも、自分に兄がいることも知らない。弱った心臓に少しのショックも与あたえたくないから、このことは決して口外しないでくれと頼めばよかった。

　きっと吉哉は、すんなり応じてくれたはずだ。

　すぐに打ち明けるのは無理だったとしても、その後に何度もチャンスはあった。

　吉哉は噓が嫌きらいだけど、それでも優しい人だから、遥が自分から事情を話しさえすれば仕方ない奴やつだと笑って許してくれただろう。

（でも、もう無理）

　吉哉にだけじゃなく、折原にまで噓をついていたことを知られたら、平気で噓をつく奴だと見下げられ嫌われてしまうかもしれない。

　自分が平気で噓をつくような奴じゃないと吉哉に信じてもらうためには、折原にも本当のことを言っておかなきゃいけない。

　宝くじが当たったなんて噓で、特殊とくしゆなバイトで稼かせいだお金だと……。

（……それこそ言えないよ）

　女装して偽の婚約者を演じていると打ち明ければ、変なバイトもあるものだと笑ってくれるかもしれない。

　でも、そのバイトの内容に、夜の恋人役も含まれていることは言えない。

　折原は、溺愛できあいしているひとり息子むすことよく似た面差おもざしの遥を、養子にしてもいいと思うほどに好いていてくれている。

　その遥が、金で身体からだを売っていることを知ったら、いったいどれほどのショックを受けるだろう。

　しかもその相手が、自分が信頼しているオーナーなのだからショックは二倍だ。

　そして、折原が吉哉を見る目も、きっと変わってしまう。

（俺のせいで、吉哉さんが悪く思われるのは嫌いやだ）

　遥は吉哉が好きだからこの関係を望んだが、客観的に見たふたりの関係は金銭絡みなのだ。

　吉哉が遥に誘さそいをかけたのは、あくまでも遥が身体を売っていると勘違かんちがいしていたからで、その誤解が解けた後は自分から手を出そうとはしなかった。

　それを押し切ってまで関係をもったのは遥のほう。

　自分の恋心こいごころに突つき動かされるまま、最初の一歩を踏ふみ出した。

　その結果、信頼している人に、決して打ち明けられない秘密を持ってしまった。

（俺、馬鹿ばかだ）

　最初は、悠を思っての噓だった。

　でも、その後の隠し事は自分の欲のためだ。

　吉哉に嫌われたくなかったから、噓をついたことを隠し続けた。

　少しでも長く吉哉の側にいたかったから、この恋心も打ち明けられなかったし……。

「側にいたかっただけなのに……」

　甘くて幸せな、ごっこ遊びを続けたかったから、本当のことが言えなかった。

　でも、それで嫌われて、背を向けられて……。

（全部、終わっちゃったんだ）

　ごっこ遊びはもう終わったのだと頭ではわかっていても、心がそれを拒否きよひする。

　昨日までの幸せな日々に戻もどりたいと……。

「……ふっ……」

　堪こらえきれない涙なみだで、じわっと視界が滲にじんでいく。

（もう、無理なのに……）

　もとより、一年経たてば終わる関係だったのだ。

　ちゃんと終わりを覚悟かくごして、その日が来ても大丈夫だいじようぶなように、今の幸せに溺おぼれすぎちゃ駄目だ、甘えすぎちゃ駄目だと自分にも言いきかせていたつもりだった。

　でも、全然駄目だ。

　こうなってみてはじめてわかったが、覚悟なんて全然できていなかったし、もうすっかり甘えきってしまっている。

（母さんが死んで、ひとりぼっちになったときはなんとかなったのに……）

　あのときは、家うちに来ないかと差し伸のべられた折原の優やさしい手を断る勇気があった。

　それなのに、今はそれがない。

（いつの間に、こんなに弱くなったんだろう？）

　もしかしたら、ただ意地をはっていただけで、以前から強くなんてなかったのかもしれない。

　吉哉と共に暮らす安心感の中で、無理矢理むりやり眠ねむらせていた本当の自分が目を覚ましただけなのかもしれない。

（あのときも、ホントに怖こわかったし……）

　見知らぬ男達から追われて逃にげたあの夜、怖くて自分の足すら思うように動かせなかった。

　あれこそが、自分の本当の姿だったのかもしれない。

　でも、あの夜のように、吉哉はもう助けてくれない。

（俺が、自分ひとりでなんとかしなきゃいけないんだ）

　そう考えた途端とたん、身体が小刻みに震ふるえはじめた。

　立ち上がって吉哉の許もとに行き、せめて本当のことを言わなきゃと思うのに、身体が震えて立ち上がる力すら出てこない。

　でも、ここでひとりでへたり込んでいてもなにも変わらないのもわかっている。

　わかっているのに、身体がうまく動かせない。

（……俺、みっともない）

　そんな弱い自分が、酷ひどく情けなくて悲しかった。
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（……やっぱり、笑ってくれなかった）

　翌朝、遥はなるべく普段ふだん通りに振ふる舞まおうと頑張がんばってみた。

　いつもと同じように吉哉のために朝食を作って、せっせと給仕きゆうじして……。

　吉哉は、いつもと同じに朝の挨拶あいさつをしてくれたが、いつものようなスキンシップは一切いつさいしてこなかった。

　出した食事はいつものように全部食べてくれたが、いつものようなたわいのない会話を仕掛しかけてくることもない。

　そして、眉間みけんにはくっきりと深い皺しわ。

　その不機嫌ふきげんそうな表情が、吉哉の気持ちをなにより雄弁ゆうべんに物語っていた。

（俺と一緒いつしよにいるのが不愉快ふゆかいなんだ）

　それを確認かくにんしてから、遥はもう頑張れなくなった。

　眉間に刻まれた皺を見るのが怖くて目線が上げられず、吉哉の顔を見ることすらできない。

　それで、やっと諦あきらめがついた。

　もう駄目だめなんだと……。

　はじめて本気で恋こいした人に不愉快に思われて、しかも自分は恋した人の顔を見つめることすらできなくなった。

　こんな状態で、ただ側にいることになんの意味があるんだろう。

（こんなの、辛つらいだけだ）

　吉哉の側にいることを諦めて、すべてを終わらせてしまおう。

　偽にせの婚約こんやく者を必要としている吉哉には申し訳ないけど、こんな状態になってしまったからには、バイトを続けるのはもう難しい。吉哉だって、この先一年も遥の顔を見続けて毎日不愉快な気分になるのは嫌だろうから、きっとこの決断を喜んで受け入れてくれるはずだ。

　辞やめるときには、吉哉にすべての事情を打ち明けるつもりだ。

　大金が必要な本当の理由と折原家と自分との関係、それから、自分が吉哉を本当はどう思っているのかも……。

（やっぱり、言わないままで離はなれるのはマズイし……）

　吉哉側からすれば、自分が信頼しんらいするスタッフの折原と親しい関係にある存在を、ベッドの相手として金で買ってしまったわけだから、これは相当に気まずい事態なはず。

　吉哉の心の負担を軽くするためにも、ちゃんと告白したほうがいいような気がする。

　あれは全部、吉哉が好きだったからやったこと。

　決してお金は関係ないのだと……。

　信じてもらうためにも、貰もらった五百万円は何年かかっても全額返却へんきやくするつもりだ。

（そしたら、少しは見直してもらえないかな）

　噓うそつきだったけど、それでも少しは見所があったと……。

　この期ごに及およんで、そんなことを考えてしまう自分の未練がましさに、遥は溜ため息を零こぼした。







　その日の講義が終わった後、さっそく大学寮りようへと向かった。

　以前使っていた部屋が空いていることを確認して、明日からもう一度入居させてもらえるように手続きをしてから、食料品店へと向かう。

（最後の夜なんだから、うんと頑張ろう）

　一緒に食事できるのもこれが最後なんだし、せめて精一杯せいいつぱいのご馳走ちそうにしよう。

（けっきょく、洋食はマスターできずじまいだったな）

　せっかく買ってもらった本も、ほとんど目を通さないまま。

　何度か袖そでを通してしまった服は仕方ないとしても、吉哉に買ってもらった服でまだ着ていないものや婚約指輪等のアクセサリー類は全部置いていくつもりだ。

　でも、あの本は誕生日プレゼントとして貰ったものだから、思い出に持っていってもバチは当たらないだろう。

　とりあえず今日は和食と決め、思いつく限りの食材を山ほど買い込んだ。

　帰ったらすぐに手早く荷造りをして、それから料理に取りかかる予定だ。

　少しでも時間を効率よく使えるよう料理の手順をあれこれ考えながら、満杯まんぱいのエコバッグをふたつ両手に提さげてマンションへの家路を辿たどる。

　吉哉との別れの辛さから気を逸そらすように、遥は夢中で考え事をしていた。

　だから、気がつくのが遅おくれたのだ。

　背後から、自分を追いかけてきている者がいることに……。

「──え？」

　あと少しでマンションというところで、不意に腕うでを摑つかまれ、強引ごういんに振り向かされた。

　重い荷物で両手が塞ふさがれていた遥は、抵抗ていこうする間もなく当て身をくらわされて、そのままその場に倒たおれてしまう。

（……なに？　な……んで……）

　意識が薄うすれゆく中、腕に強く食い込む手の感触かんしよくが酷く気持ち悪く感じられた。




　　　　★




　画廊がろうの事務所で、吉哉は深々と眉間に皺を刻んで物思いにふけっている。

（あんな風に怯おびえられたのははじめてだな）

　朝食時、遥は目を伏ふせて怯えたように縮こまっていた。

　その原因が、自分にあることを吉哉は自覚している。

（笑いかけてやればよかったか？）

　昨夜はきつい態度をとって悪かった。言いたくなければなにも言わなくていい。もう忘れるから気にするな、とでも言って……。

　だが生憎あいにくと、吉哉は愛想あいそ笑いができない。

　噓をつくのも嫌きらいだから、忘れるなどと口にすることもできない。

　無骨な外見に、不器用な性格。

　たまに、そんな自分にうんざりすることがあるが、今日はまたそれが一段と酷い。

（あんなに冷たくするつもりはなかったんだが……）

　ただ、昨夜は真実が知りたかっただけ。

　遥はいつも自分の要求に快く応こたえてくれていたから、まさか黙秘もくひされるとは思わなかった。

　吉哉が思っていたほどに、遥は自分を信頼しておらず、心も開いてくれていない。

　思いがけずそう認識したショックで、我慢がまんできずに感情を荒あらげてしまっていた。

　出会ったときから遥は吉哉を怖こわがらなかったから、つい油断した。

　少しぐらい感情を荒げても、遥なら怖がらずにいてくれるだろうと……。

（俺は、あんな子供に甘えていたんだな）

　名を呼べば、「はい」と明るい声で答えて、微笑ほほえみながら軽かろやかに駆かけ寄ってきてくれる。

　腕を引けばその身体からだはあっさりこの腕の中に収まったし、ふたり暮らしにも慣れてきたようだった。遥はいつも楽しげだったから、吉哉はつい勘違かんちがいしてしまったのだ。

　遥が、自分に好意を感じてくれていると……。

（あの子は、金のために俺の許もとにいたんだった）

　偽の婚約者になってくれないかと、大金をちらつかせて遥を釣つったのは自分だ。

　最初のうちは遥のことを、まだ体を売るのに慣れていない子なのだろうと勘違いしていた。

　あの子が手に入るのなら、いくら金を積んでも惜おしくはない。

　そう思ったから、とりあえずは手元に置き、自分に慣れてくれた頃ころにそっちの交渉こうしようもしようと考えていた。

　勘違いしていたから、気安くキスもしたし、なにも知らない身体をまさぐりもした。

　こういうことははじめてだと困惑こんわくし戸惑とまどっている遥に、やっと自分の勘違いに気づき、慌あわてて手を引いた。

　だが、もはや手遅ておくれだ。

　まっさらな子が、薄汚うすぎたない下心を持つ男にもう心を許すことはないだろうと思って諦めかけていたのに、遥は自分から吉哉の許にやって来て、その身体を投げ与あたえてくれた。

　貰ったお金の分だけちゃんと働かなきゃいけないなどと、生き真面目まじめなことを考えて……。

　あのとき、あんなに簡単に遥を抱だくべきではなかった。

　もっと時間をかけて信頼関係を築き、しっかりと手順を踏ふんでから求めるべきだった。

　あの時点ですでに吉哉は、自分が本心から望むものは、決して金では買えないと気づいていたのに……。

（もう駄目だろうな）

　欲望よくぼうに勝てず衝動しようどう的に抱いてしまった。

　それが間違まちがいだとわかっていたのに、一度手に入れた身体を手放すことができなくなって、金ではじまった歪ゆがんだ関係を正す機会を失ったまま、ずるずると遥を抱き続けた。

　その挙げ句、独占欲どくせんよくから醜みにくい嫉妬しつとをして、厳しく問い詰つめた。

　そして今朝、同居するようになってはじめて遥は怯えた顔を見せた。

　はじめてふたりが会ったあの夜、駆け寄ってきたときとまったく同じ表情を……。

（……綺麗きれいだった）

　元から色白な顔からは血の気が引き、怯えて揺ゆれる琥珀色こはくいろの目は微かすかに涙なみだで潤うるんでいた。

　あの夜もそうだった。

　薄暗うすくらがりの路地を駆け寄ってくる、その姿。

　蒼白そうはくな顔とはだけた白い肩かたと胸が、闇やみの中でぼうっとほの白く浮うかび上がるさまが幻想げんそう的で、実に美しい光景だった。

　──原石だ。

　吉哉は、駆け寄ってくる遥の姿を見て、瞬間しゆんかん的にそう感じた。

　ボサボサに乱れた髪かみと、どこか垢抜あかぬけないその顔は、ほんの少し手を入れてやっただけで見違みちがえるように綺麗になるに違ちがいない。

　手に入れて、この手で磨みがいてみたいと思った。

　だから、駆け寄ってきた遥が、女性や子供には怖がられがちな自分の腕の中に迷わず飛び込んできたときは、感動のあまり心臓が止まるかと思ったほどだ。

　そんな風に、最初はその外見に惹ひかれた。

　だが、自分に対して怯えも媚こびもしない遥と一緒いつしよに暮らすうちに、気持ちは徐々じよじよに変化した。

　その姿を磨いてただ眺ながめるより、楽しげに笑ったり、目を輝かがやかせて真剣しんけんに話を聞いてくれる表情を見つめているほうが何倍も楽しいと……。

　そう感じられるようになった頃には、その心まで欲しいと思うようになっていた。

　そんな気持ちを遥に打ち明ける機会は、永遠に失われてしまったかもしれないが……。

（やはり、こっちから先に事情を聞くべきだったか？）

　読むでもなくただ眺めていた書類から視線を上げた吉哉は、すぐ側のデスクでやはり同じようにデスクワークをしている折原にちらっと視線を向けた。

　今すぐここで折原から事実を確認かくにんすることもできる。

　だが、遥が話さなかった事実を、雇用こよう関係にある相手側から無理に聞き出すのは卑怯ひきようだろう。

　それに、遥のプライベートを探さぐり出す権利など、今の自分にはない。

（もう手放してやるべきなんだろうな）

　『マイ・フェア・レディ』を気取って磨き上げた宝石をただ眺めたいだけだったなら、どんなに怯えられても構わず側に置いただろう。

　困ったことに、遥が怯えて震ふるえる風情ふぜいでさえ、自分は美しいと感じてしまうのだから……。

　だが、遥自身を愛してしまった今となっては、それは無理だ。

　金の力で無垢むくだった身体を汚けがしてしまった罪を償つぐなうことはできないが、せめて潔いさぎよく解放して、自由にしてあげるべきだろう。

　怯えている遥に、自分と共に暮らすことを強要するのは拷問ごうもんにも等しい行為こういだろうから……。

（もう少し優やさしげな顔立ちに生まれていれば、あそこまで怯えられずにすんだのか）

　弟の隼人のような万人ばんにん受けする美貌びぼうは望まないが、せめてもう少し優しげな顔立ちだったならましだっただろうにと吉哉は思う。

　もっとも、遥と出会うまでは、自分の顔の造作をどうこう思うこともなかったのだが……。

　もはや、仕事をする気持ちにはなれなくなった吉哉は、デスクを片付け立ち上がった。

「悪いが、今日はもうあがる。後は頼たのむ」

「了解りようかいです。お疲つかれさまでした」

　折原も仕事の手を止め、立ち上がって吉哉に一礼する。

　そのとき、デスクに開きっぱなしになっていた折原のノートパソコンの画面が、ふと吉哉の視界に入った。

（……あの顔）

　画面いっぱいに、壁紙かべがみらしき写真が貼はってある。

　小学生ぐらいの可愛かわいい男の子の写真で、その面差おもざしはとても遥に似ていた。

（遥の子供の頃の写真か？　だが、それにしては……）

　目のラインが遥のそれより丸みを帯びているし、顎あごのラインはもっとしっかりしている。

　遥ぐらいの年齢ねんれいになれば、たぶんこの子のほうが遥よりずっと男らしい顔立ちになるはずだ。

「家の子です。可愛いでしょう？」

　食い入るように写真に見入っている吉哉に気づいた折原が、親バカ全開の顔で言った。

「この子が、あの……」

　心臓の疾患しつかんを抱かかえて苦しんでいるという子供。折原からその話を聞き、その子の命を救うためにと、手を尽つくして高名な医者の紹介しようかい状を手に入れたのはまだ記憶きおくに新しい。

　だが、遥との顔立ちのこの相似そうじはいったいどうしたことか？

「似てるな」

　思わず呟つぶやいた言葉に、折原が反応した。

「お知り合いに、この子に似た子が？」

「ああ、いま大学生の子なんだが、たまたま知り合って……」

　その気はないのだが、これではまるでカマをかけているようだと嫌いやな気分になりつつ、どうにも歯切れの悪い口調で答えると、「ああ、遥くんですね」と折原が微笑む。

「似ていて当然です。この子とは兄弟ですから」

　折原があっさり口にした言葉に、吉哉は驚おどろきのあまり一瞬いつしゆんフリーズした。

（兄弟だと!?）

　内心の動揺どうようを抑おさえ、辛かろうじて平静を装いながら聞いてみる。

「遥は、君の息子むすこなのか？」

「いえ、残念ながら違います。──あなたを信頼しんらいしているから話しますが……」

　折原はそう前置きして、自分の子、悠が養子なのだと吉哉に打ち明けた。

　遥はその実の兄で、自分が養子だとは知らない悠を気遣きづかい、陰かげで折原と連絡れんらくを取り合いながら、いつも悠を心配して見守ってくれているのだと……。

「悠の病気のこともあって、最近は以前よりも頻繁ひんぱんにメールしたり会ったりしてるんですよ。ふたりともよく似ているから、遥くんを見ていると悠が無事に成長した姿を先取りして見ているような幸せな気分になれます。……遥くんが留学したら、きっと寂さびしくなるでしょうね」

「留学？」

　聞いてない、と吉哉の眉間みけんの皺しわの数が増える。

「悠の手術が終わるのを待って、語学留学に行くそうですよ」

「手術は、確か来月だったな」

「そうです」

（まさか、バイトを途中とちゆうで放棄ほうきして逃にげるつもりだったのか？）

　最初にいくら必要なのかと聞いたとき、遥は三百万と言いかけてから、五百万と言い直した。

　上乗せした二百万は、逃げるために必要な資金だったのだろうか？

（……いや、そんな子じゃないか）

　吉哉が知っている遥は、貰もらったお金の分だけちゃんと働きますと言って、無垢な身体からだを投げ出すような健気けなげな子だ。

　最初から騙だますつもりで金額を上乗せしたとはどうしても思えない。

「留学費用は君が？」

「いえ。スポーツ振興しんこうくじっていうんですか？　あれで一千万当たったそうなんですよ。本人はビギナーズラックだって言ってましたが……。その半額は自分の留学費用にして、残りの半額は悠の手術費用に充あててくれって言って聞かなくて」

「それで、受け取ったと？」

　吉哉が問うと、「仕方なく」と折原は苦笑くしようした。

（そうか。あの金は、そのまま折原に全部渡わたったのか）

　一千万の半額と言ったら五百万、吉哉が遥へのバイト料として渡した金額だ。

　それをそっくりそのまま折原に渡したというのならば、遥が詐欺さぎにあったという話自体が噓うそだったことになる。

　遥は最初から、弟の手術代として五百万を必要としていたのだ。

（本当のことを言えなかったのは、弟の素性すじようがばれるのを恐おそれたんだな）

　そして遥は、折原にも本当のことが言えなかったのだろう。

　奇妙きみようなバイトをすることになったなどと言って心配させないよう、宝くじに当たったことにした。そして、そのお金をすんなり折原に受け取らせるために、自分もそのお金で留学するからと噓をついた。

（──あの、噓つきめ）

　だが、弟や周囲の人を思いやる気持ちからついてしまった、優しい噓だ。

（まいったな）

　普段ふだんからさして動じない吉哉を、こんなに動揺させる存在は遥だけだ。

　恐れもせずまっすぐ腕うでの中に飛び込んできた、あのときからそうだった。

　パタパタと歩み寄ってくる軽いスリッパの音や、楽しげに話を聞いてくれるあの真剣な瞳ひとみに、吉哉の心は揺ゆらされっぱなしだ。

（こんなに弟と似た顔をしているくせに……）

　吉哉が、折原の息子の見舞みまいに行く可能性があることに気づいてすらいないんだろう。

　その噓のすべてが、行き当たりばったりの稚拙ちせつなものであることに、噓をつき慣れていない本来の遥の姿が垣間見かいまみえるようだ。

　思うに、昨夜問い詰つめたときなにも言えなくなったのも、自分でついた噓を収しゆう拾しゆうしきれなくなったせいに違ちがいない。

「遥くんの気持ちを無下にするのもなんなので仕方なく受け取りはしましたが、お金は使ってませんよ。いずれ遥くんが本当に必要とするときまで預かっているだけです。──いい大人が、子供のお金を使うわけにはいきませんからね」

「そうだな」

　二十歳はたちになったとはいえ、遥はたいした社会経験も積んでいない未熟な子供だ。

　だからこそ、後先考えない愚おろかな噓をつくし、自分のついた噓のせいで逃げ場を失うような羽目にも陥おちいる。

　噓に噓を重ねて、器用に誤魔化ごまかす術すべすら知らずに……。

　弟を助けたい一心とはいえ、あまりに不器用すぎて痛々しいほどだ。

（もっとじっくり遥と話をするべきだった）

　出会って事情を聞いたあの日、しどけない姿で男達から追われていた遥の姿に、体を売る仕事をしている子だろうと勝手な勘違かんちがいをした。

　そんな先入観に目隠めかくしされ、具体的な事情もろくに聞かないまま、遥の話を自分の都合のいいように曲解してしまった。

　もっとじっくり話をしていれば、遥の稚拙な噓に気づいてやれたかもしれない。

　受け取ってしまったお金はもう返せないからと、遥に自らの身体を投げ出すような真似まねをさせずにすんだかもしれない。

　遥は、いったいどんな気持ちで自分に抱だかれていたのだろう。

　それを思うと、吉哉は後悔こうかいの念に押しつぶされそうになる。

（どう償つぐなったらいいものか……）

　元来、どちらかというと堅物かたぶつで生き真面目まじめな性格だけに、吉哉は自分のしでかしてしまった過あやまちを思って、そりゃあもう深刻に苦悩くのうした。

　いい歳をした男が、恋こいに夢中になるあまり、恋した相手を追い詰め傷つけるなど許されることではないと、悲愴ひそうな気分で深々と眉間に皺を寄せる。

「あの……どうかしました？」

　突然とつぜん、やたらと深刻そうに苦悩しはじめた吉哉を見て、折原が怪訝けげんそうな顔をする。

（彼にも謝るべきなんだろうか？）

　話す口ぶりからして、遥のことを我が子のように可愛かわいく思っているのは間違まちがいない。

　その彼が、折原の子供でもある弟のために自らの身体を投げ出したのだと知ったら、いったいどう思うか？

（いや、駄目だめだな）

　謝罪したいと思うのは、自らの疚やましい気持ちを少しでも軽くしたいからであって、遥のためじゃない。

　遥自身は、あんな真似をしてお金を作ったことを周囲の人に知られることを望まない。

　そのために、折原にも噓をついていたのだろうから……。

「いや、なんでもない」

「なんでもないって顔色じゃないですよ？」

　探さぐるような折原の視線に、吉哉はさてどうしたものかと悩なやむ。

　だが、その答えを見つける前に、胸ポケットの中で携帯けいたいが震ふるえはじめた。




　　　　★




　どこかで、羽虫が飛んでいるような気がした。

　ブブ、ブブブ……っと、羽虫は執拗しつように飛び続ける。

　うるさくなった遥は、羽虫を手で払はらおうとして、ふっと目覚めた。

　その途端とたん、手首と腕に引きつれるような痛さを感じる。

（……あ……れ？）

　目覚めてすぐ視界に入ったのは、自分の身体だった。

　どうやら椅子いすに座らされているようで、がっくりと首は垂れ、身体が前のめりになっている。

　手首と腕が引きつれるように痛むのは、背もたれ越ごしに腕を縛しばられていたせいで、前のめりになっている上半身の重さがそこに集中してしまっているからだ。

　しかも、縛られていたのは腕だけじゃない。ガムテープらしきもので口は塞ふさがれているし、身体や足もしっかりと椅子に縛りつけられている。人を拘束こうそくすることに慣れていない人が、不安ふあんに駆かられるままぐるぐると縛りまくったって感じの雑な縛り方だ。

　顔を上げて見回した部屋は、ちょっと洒落しやれた家のリビングダイニングっぽい場所だった。

　遥が縛られている椅子も、目の前にあるダイニングテーブルの中の一脚きやくらしい。

（帰り道に襲おそわれたんだっけ……）

　当て身をくらわされ、気を失ったのは覚えているが、自分を襲った相手の顔は見ていない。

　遥は身内がいないから身の代しろ金目当ての誘拐ゆうかいではないだろう。

　となると危害を加えることそれ自体が目的の誘拐か、もしくは恨うらみを買ってのことか。

　どちらにせよ、ろくでもない事態には違いない。

　自分の置かれた状況じようきようが把握はあくされてくるにつれ、徐々じよじよに恐怖きようふが増していった。

（……どうしよう）

　ふと気づくと、身体からだが小刻みに震えていた。

　自分の身に降りかかったこの状況が酷ひどく怖こわい。

　同時に、それに怯おびえるばかりの自分が酷く情けなくもあった。

　ひとりで大丈夫だいじようぶだと言い張って生きてきたはずなのに、いざとなるとすぐにびびって震えることしかできずにいるなんて……。

（こんなんじゃ駄目だ）

　情けないと思うのに、身体の震えが止まらない。

　とにかく気持ちを落ち着けようと、深く深呼吸して、ぎゅうっと目をつぶり、不安を煽あおるだけの見慣れない部屋を視界から遠ざける。

　その瞬間しゆんかん、脳裏のうりに浮うかんだのは吉哉の顔だ。

（吉哉さんがここにいてくれたら……）

　そんな甘えたことを考えてしまう自分が、むしょうに恥はずかしい。

　その考えを追い出すべく、ぶんぶんと大きく首を振ふった遥は、ふと、この誘拐の原因に吉哉が絡からんでいる可能性があることに気づいた。

（そういえば、先輩せんぱいが変なこと言ってたっけ）

　昨夜はあんなことがあったから吉哉に報告しそびれてしまったが、曾根と一緒いつしよに車に乗って行った子は、おまえの友達か？　と佐竹が見知らぬ男に聞かれたと言っていたのを思い出したのだ。

　もしこの考えが当たっていたら、自分が誘拐されたせいで吉哉に迷惑めいわくがかかるかもしれない。

　自分の身柄みがらと引き換かえに、吉哉が呼び出されたり、お金を要求されたりしたら……。

（そんなの駄目だ！　吉哉さんに迷惑がかかる前に、なんとかしてここから逃にげなきゃ）

　そう考えた途端、不意に身体の震えがぴたっと止まった。

（なんで急に？）

　自分でも不思議だったが、今は吞気のんきに考えている場合じゃない。

　なんとかしなきゃと周囲を見回した遥は、ドア近くのローボードの上に自分の携帯が置いてあるのを見つけた。

（ああ、さっきの羽虫の音はあれだったんだ）

　講義のときにマナーモードにしたまま戻もどしていなかったから、ブブブ、ブブブ……とバイブレーション機能が働いていたのかもしれない。

　つまり、誰かが自分に連絡れんらくを取ろうとしている可能性があるってことだ。

　口にガムテープを貼はられていても、呻うめくことぐらいならできる。顎あごででも通話ボタンをオンにすることができたら、こっちの危機的状況を伝えることができるかもしれない。

　とはいえ、身体を椅子に縛りつけられている状態では携帯を取りに行くことすらできない。

　だったら椅子ごと移動するしかないと、遥は身体を精一杯せいいつぱい動かして、ゴトゴトと椅子ごと少しずつ進んだ。

　もう少し……と思ったところで、足音が近づいて来てドアが開いた。

「ガタガタうるさいと思ったら、やっとお目覚めか……」

　現れたのは、三十前後の線の細い男だった。

　手にはウイスキーの瓶びんを持っていて、かなり酔よっているように見える。

　遥を見つめる視線は、妙みようにゆらゆらしていてまったく視点が合っていない。

（間違いない。この人だ）

　佐竹に声をかけてきたという、あやしい目つきの男というのは……。

　男は、遥に歩み寄ると、口に貼ったガムテープを乱暴にはぎ取った。

「坊ぼうや、そう睨にらむな。ちょっと聞きたいことがあるだけだ。素直すなおに教えてくれたら、すぐに帰してやるからさ」

（用心しなきゃ）

　解放されたいけど、それ以上に吉哉の迷惑にはなりたくない。

　状況を把握して、迂闊うかつなことを言わないようにしなきゃと、遥は気持ちを引き締しめた。

「き、聞きたいことって？」

「ああ。──坊やが出入りしてるあのマンションの持ち主、最近、婚約こんやくしたよな？　その婚約者の居所が知りたいんだ」

　その婚約者ならここにいる、とは言えない。

「なんでそんなことが知りたいんですか？」

　目的を確かめるために聞くと、男は「彼女を助けるためだ」と言った。

「助ける？」

　見知らぬ男に助けてもらわなきゃならない理由が、遥にはまったく思い当たらない。

「恭子が、あんな奴やつと望んで婚約するわけがないからな。あいつに強要されたに決まってる」

　怪訝そうな遥に、男は言った。

（恭子って……）

　それは、今は遠い国にいるという吉哉の昔の恋人こいびとの名前だ。

　となると、芋いもづる式に目の前の男の素性すじようがわかってくる。

（こいつ、恭子さんのストーカーだ！……うわあ、まだ諦あきらめてなかったんだ）

　そのしつこさ故ゆえにストーカーと呼ばれる存在に成り下がっているのだろうが、婚約相手を間違まちがえた挙げ句に自分を誘拐するだなんて、あまりにもやることがはた迷惑だ。

「勘違かんちがいしてませんか？　吉哉さんの婚約者は、小泉春美です。恭子さんじゃありませんよ」

　半ば呆あきれてそう言った途端、男は「うるさいっ！」と、遥が縛られている椅子を蹴けった。

「俺は騙だまされないぞ！　小泉春美なんて女はいないんだ。あれは恭子だ！」

　ちゃんと調べたんだからな、と男が怒鳴どなる。

　小泉春美、という偽にせの婚約者を作りあげるに当たって、吉哉は調査会社に調べられても大丈夫なように、彼女が存在する痕跡こんせきを人を使ってあちこちにねつ造したと言っていた。

　ちょっとやそっと調べたぐらいじゃ架空かくうの人物だとは知られないから大丈夫だと言っていたのに、男はその防御ぼうぎよを執念しゆうねんで突破とつぱしたらしい。

「ここ最近、坊やはずっと曾根のマンションに出入りしてるよな？　恭子との連絡役を務めてるんじゃないのか？　なあ、教えてくれよ。恭子は俺が助けに行くのを待ってるんだよ」

　な？　と男が顔を近づけて聞いてくる。

　優やさしげな猫撫ねこなで声を装っていたが、吐はく息が酒臭くさくて気持ち悪いばかりだ。

「恭子さんの居所なんて知りません。あなたは勘違いしてるんです」

　顔を背そむけ、冷静に告げたら、ガンッとまた椅子を蹴られた。

「うるさい！　さっさと白状しろ！　もう時間がないんだ！」

「時間？」

「おまえには関係ない！　早く言え。でないと、ただですませられなくなるぞ」

　確か、隼人は恭子のストーカーは画家だと言っていた。画家としての意識が働いて手を守ろうとでもしているのか、男は遥を拳こぶしで殴なぐろうとはせず、ただ椅子を蹴ってばかりいる。

　ガンガンッと続けざまに椅子を蹴られ、その度たびに不愉快ふゆかいな衝撃しようげきが全身に伝わって、遥はビクッと身体を震ふるわせた。

（白状しろって言われたって……）

　吉哉の婚約者の正体は、恭子ではなく女装した自分だと言ったところで、この男が信じるとは思えない。かといって、恭子の居所も知らないから教えることもできない。

（知ってたって絶対に言わないけど……）

　こんな執念深く思い込みの激しい男につきまとわれ、挙げ句恋人と離はなれなければならなかった恭子の気持ちを思うと可哀かわい想そうで仕方ない。

　心が通じていない自分ですら、吉哉と離れるのがこんなに辛つらいのだから……。

（とにかく、今は我慢がまんしなきゃ）

　アルコールの影響えいきようかもしれないが、男は酷く切れやすくなっているようだ。

　刺激しげきして怒おこらせた挙げ句に暴力をふるわれ、怪我けがでもしたら逃げられる確率が低くなる。

　適当にはぐらかして時間を稼かせいで、ここから逃げる方法を考えよう。

　落ち着こうと深呼吸していると、行き交かう車の音が窓越ごしに聞こえてきた。

（そっか、ここってけっこう街中だったんだ）

　この音からして、この建物に面した道路はけっこうな交通量があるようだ。

　となると、この家から出さえすれば、きっとなんとかなる。

（この縄なわをなんとかできれば……）

　椅子いすの後ろで縛しばられた手首をもぞもぞさせていると、男がまた顔を近づけてきた。

「なあ、坊や。おまえ、曾根とはいつからのつき合いだ？」

「し、知り合ったのはつい最近ですけど……」

「ああ、だからよく知らないんだな。──いいか、よく聞け？　曾根はな、最低最悪な奴だ。欲しいと思ったものは、どんな汚きたない手段を使ってでも手に入れようとする。それで揉もめても、財力にものを言わせて事件をもみ消しやがる。俺はな、そういうのを何度も見てきたんだ。あんな奴と一緒にいたら、恭子だって不幸になるんだよ。あいつはな、金で買えないこの俺様の才能を妬ねたんでやがるんだ。だから、俺から恭子を奪うばっていったし、金を使って俺の画壇がだんでの評価を滅茶苦茶めちやくちやにしやがった。──ヘビみたいに嫉妬深しつとぶかくて陰湿いんしつで強欲ごうよくで性根しようねが腐くさってて──」

　遥は我慢するつもりだった。

　だから、男のあからさまな噓うそも最初のうちは黙だまって聞き流していたのだが、吉哉の悪口を続けざまに聞かされると、もうどうにも我慢できなくなって、ぷちっと忍耐にんたいが切れた。

「うるさい!!　ふざけたこと言うな！　それ全部、おまえのことだろうがっ！」

　一度、堰せきを切ってしまった言葉はもう止まらない。

「俺の知ってる吉哉さんは、そんな人じゃない！　誠実で優しくて信頼しんらいできる人だ！　恭子さんが、あんたを選ばなかった気持ちが俺にはよくわかるよ。金で雇やとわれただけの俺だって、許されるなら、ずっとあの人の側にいたいぐらいなんだから！──あんたみたいに、悪いことみんな他人のせいにするような最低な人間と吉哉さんとじゃ、人間の格が違ちがうんだ!!」

　怒いかりに駆かられるまま、口から溢あふれ出る言葉を男に向かって投げつけた。

「……この俺様を、最低だと」

　後先考えずに遥が投げつけた言葉で、男の顔色が怒りでどす黒く変わっていく。

（あっ、やばっ）

　後悔こうかい先さきに立たずだ。

「な、生意気なガキめ」

　すうっと目が細められ、酒瓶を持った男の手が振ふり上げられて……。

（あれで殴られるっ!!）

　遥は反射的にぎゅっと首を縮めて、目を閉じた。

　だが、覚悟かくごした衝撃は襲おそってこない。

　その代わりに、窓が開く音と慌あわただしい足音が聞こえた。

「な、なんだおまえっ!!」

　驚おどろいたような男の声に続いて、だんっ！　となにかが床ゆかに叩たたきつけられるような音。

（……なに？）

　椅子にまで伝わるその振動しんどうに、遥は恐おそる恐る目を開いた。

　見えたのは、床に転がって気絶している男の姿と、その襟首えりくびを摑つかんで押さえ込む吉哉の姿だ。

「あ……吉哉さん」

　なぜ吉哉が今ここにいるのか？

　そんな疑問を抱いだくより先に、もう大丈夫だいじようぶだという確信と安堵感あんどかんが遥の胸に広がっていった。

「熱心に俺の弁護をしてくれてたな。感謝する」

　吉哉は機嫌きげんよさげに微笑ほほえんでいた。

　その表情に、遥の唇くちびるからはほうっと安堵あんどの息が零こぼれた。

（そっか、それでか……）

　なんだか急に車の音が耳に届くようになったと思ったが、ベランダに面した掃はき出し窓まどが開いているところを見ると、少し前から窓を少しだけ開けて中の様子を窺うかがいつつ、助けにくるタイミングを計っていたのだろう。

（惜おしいことしたな。目をつぶらなきゃよかった）

　目を開けていれば、吉哉が男を倒たおす格好いい瞬間しゆんかんを目撃もくげきできたかもと、遥は心底後悔した。

「折原、もういいぞ」

「え!?……折原さんもいるんですか？」

　ギョッとする遥の耳に、「いるよ」と聞き慣れた声が聞こえた。

「いや、オーナーは本当にお強いですねぇ」

　まずいと焦あせる遥をよそに、あっぱれですと吞気のんきに言いながら折原が窓から入ってくる。

　目の前で鉢合はちあわせしてもらっては困るふたりの姿に、遥の赤くなっていた頰ほおから、すうっと血の気が引いた。

（ど、ど……どうしよう）

　一難去ってまた一難。

　一気に頭が冷えた遥は、わけのわからないこの状況じようきように軽くパニックに陥おちいった。

　吉哉は、そんな遥に歩み寄り、身体からだを縛る縄を次々に解いていく。

「折原、念のためにこの縄でそいつを縛っておいてくれ」

「了解りようかいです。人間を梱包こんぽうするのははじめてですよ。ったく、よくも遥くんを苛いじめてくれて……」

　吉哉が投げた縄を手に、折原はギリギリギリと男を縛り上げていく。

「怪我はしてないか？」

　吉哉に改めて聞かれて、遥はこくんと頷うなずいた。

「大丈夫です。……あの……」

　なにをどう聞いたものやら混乱している遥の耳元で、そっと吉哉が呟つぶやく。

「心配するな。折原には俺のほうからうまく説明しておいたから」

（説明って、なにをどんな風に？）

　遥はさらに混乱したが、こちらを見る吉哉と視線が合った途端とたん、ふっと気持ちが落ち着いた。

（ああ、本当に心配いらないんだ）

　吉哉は、この場にふさわしくないほどに穏おだやかな表情をしていた。

　薄うすく微笑んだその口元は、なにも心配することはないと言っているようにも見える。

「怖こわくなかったか？」

　まるで壊こわれ物に触ふれるように、吉哉の手が遥の頰を包む。

（今だけ……。怖い目にあったんだし、ちょっとだけ甘えてもいいよな）

　遥はその手に、そっと頰をすり寄せてみた。

「最初は少し怖かったけど……でも、平気です」

　吉哉に迷惑めいわくがかかるかもしれないと思った途端、身体の震えが止まった。

　最後の最後にぶちっと切れてしまったけど、それまではストーカー相手になんとか冷静に対応もできていた。

　それができたのは、遥の心の中に、きっと吉哉の存在があったからだ。

（俺ひとりじゃなかったから……）

　心の中にある吉哉への思いが、萎なえそうになる気力を最後のところで支えてくれた。

　吉哉と出会う前からずっとひとりで頑張がんばってきたつもりだったけど、やっぱりひとりじゃなかったんだろう。

　心の中にはいつだって、弟、悠の存在があった。

　あの子の幸せのためだからとひとりで暮らす寂さびしさに耐たえてきたし、あの子の兄として恥はじない自分でいようと頑張ってこられた。

　ひとりでも、ひとりじゃない。

（だから、きっと大丈夫だ）

　もう吉哉の側にはいられなくとも、吉哉を思うことならできる。

　裏表のない性格のこの人から、これ以上嫌きらわれないような生き方を目指して、この先もひとりで頑張っていける。

（忘れないようにしよう）

　立ち上がろうとする身体を支えてくれる大きな手、その温かさを……。

　遥は、吉哉の腕うでにそっと手を添そえながら、その顔にゆっくりと笑えみを刻んだ。
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　恭子のストーカーは、別所べつしよという名前なのだと後から聞いた。

　吉哉によると、遥が別所に襲われた際、落としたエコバッグを偶然ぐうぜん同じマンションの人が拾ったのだそうだ。

　その人が、マンションの管理人と一緒いつしよにエコバッグの中を漁あさり、遥が吉哉から預かっていた食料品購入こうにゆう用の吉哉名義のクレジットカードを見つけたのだ。そして吉哉の携帯けいたいに連絡れんらくが入り、一緒にいた折原が遥の携帯のＧＰＳ機能を使って居場所を特定してくれたのだとか……。

　悠になにかあったとき、どんな状況でもなんとか連絡してもらえるようにと、折原にＧＰＳ機能の登録をしてもらっていたのが功を奏した。

　警察で聞いたのだが、別所は以前から詐欺さぎ容疑でマークされていたらしい。

　自身の作品が落ち目になりはじめ、投資にも失敗して経済的に困窮こんきゆうしていた別所は、海外作家の贋作がんさくを国内に持ち込んでいる詐欺グループに唆そそのかされるまま、かつての自分の後援こうえん者達に粗悪そあくな贋作を紹介しようかいしては売りつけマージンを得ていたのだとか。

　もちろん、そんなことが長続きするはずがない。

　被害ひがいに遭あった人達が警察に相談するようになり、さすがにそろそろまずいと焦りはじめた別所は、警察に捕つかまる前に恭子を救い出し、一緒に逃にげるつもりだったと言っているそうだ。

　しかも、その逃走とうそう資金には、資産家の娘むすめである彼女のお金を充あてるつもりだったと言うのだから、呆あきれたものだ。

（どこまで自己中なんだろう？）

　ストーカー扱あつかいされて逃げられたというのに、その女性から自分は好かれているのだと信じ込み、再会してすぐに彼女がその全財産を自分に貢みつぐと信じているなんて……。

　どこかおかしいんじゃないかと遥は呆れたが、警察の人は、ストーカーの思考は大抵たいていそんな風に支離滅裂しりめつれつだが、性格が歪ゆがんでいるだけで精神鑑定かんていを受けさせても正常だったりするのだと苦笑くしようしていた。

　警察署を出たときには、あと一時間足らずで日付が変わる時間になっていた。

　病院の面会時間は終わっていたが悠の寝顔ねがおだけでも見たいと言う折原とは、警察署の前で別れた。

「遥くん、今日はゆっくり休むんだよ。また明日連絡するからね。──オーナー、後はよろしくお願いします」

「ああ、任せておけ」

　折原は、吉哉に一礼すると、そのまま去っていく。

（どうなってるんだろう？）

　なぜ折原が、ナチュラルに自分を吉哉によろしくしていったのかがわからない。

　吉哉と同居していることはおろか、知り合いだってことも知らなかったはずなのに……。

「家に帰るぞ。話は帰ってからだ」

　混乱している遥の頭を、吉哉がくしゃっと優やさしく撫なでていく。

（なんか、凄すごく自然だ）

　以前とまったく変わらぬ温かなスキンシップ。

　先に立って歩き出した吉哉の背中を見つめながら、どうなってるんだろうと遥は立ち止まったまま首を傾かしげる。

　そうこうしているうちにもタクシーを停とめた吉哉が、振ふり向いて遥を呼んだ。

「遥、なにをしている。来い」

「はい！」

　吉哉に呼ばれて、遥の足が自然に動く。

　それを見た吉哉が、ふっと微笑したのが妙みように印象的だった。







「とりあえず、おまえは座っていろ」

　マンションに帰ってすぐ、吉哉に肩かたを押されてソファに座らされた。

「今日は疲つかれただろう。腹は減ってないか？」

　警察にいる間、事情聴取ちようしゆの合間に折原と吉哉と三人で夕食を摂とりに行ったのだが、さすがに色々あって気が昂たかぶっていたせいか、遥は食事にほとんど箸はしをつけられなかった。

　だから胃は空っぽなはずなのだが、空腹は一切いつさい感じない。

「減ってないみたいです」

「みたい……か。まだ緊張きんちようが解けてないんだな」

　可哀かわい想そうに、と呟いた吉哉は、リビングとはカウンターで仕切られたキッチンに向かう。

「あ、食事の支度したくなら俺がします」

「いいから。おまえは大人しく座っていろ」

　吉哉は立ち上がりかけた遥を手で制して、キッチン内をごそごそと物色して、なにやら準備しはじめる。

「そういえば、今日俺が買った食材ってどうなったんですか？」

「事態がどう動くかわからなかったから、管理人に処分を任せておいた」

「管理人さんに……」

　最後さいごの晩餐ばんさんだからと張り切って買った、エコバッグふたつ分の食料が無駄むだにならなかったのはよかったが、少しだけ残念な気がする。

「最後だから、ご馳走ちそうを作りたかったのにな」

「最後？　どういう意味だ」

　思わず本心がぼそっと唇くちびるから零こぼれて、聞きとがめた吉哉がカウンター越ごしにこっちを見て、眉根まゆねに皺しわを寄せる。

（……言うなら、今だ）

　どうやら吉哉は、自分絡がらみのトラブルに遥が巻き込まれたことで、申し訳なく思ってくれて気を遣つかってくれているようだ。

　そんな罪悪感につけ込んで、ずるずるとここでの生活を引き延ばしたところで、噓うそと隠かくし事が増えるばかりで自分が辛つらくなるだけだ。

　遥は覚悟かくごを決め、膝ひざにおでこがくっつくぐらい深く頭を下げた。

「ごめんなさい、俺、噓ついてました」

　ダンッと包丁をまな板に叩たたきつける怖こわい音がして、「知ってる」と吉哉が答える。

「留学詐欺になんか遭ってないんだろう？」

「……はい」

「折原の息子むすこがおまえの弟だってことも知ってる。おまえが大金を必要としていたのは、その子の手術代のためだ」

「…………その通りです」

（折原さんに聞いちゃったのか）

　自分がついた噓ぐらい、自分で回収したかった。

　ちゃんと自分で白状して謝罪することが、今の自分にできる精一杯せいいつぱいの誠意の表し方だと思っていたから……。

　吉哉はいったいどう思っただろう？

　噓つきだと嫌きらわれたか、馬鹿ばかな奴やつだと呆れられたか。

　怖くて顔が上げられずにいると、またしてもダンッダンッと包丁の怖い音がした。

（……この香かおり）

　やがて、よく熟うれたメロンの甘い香りがカウンターのほうから漂ただよってくる。

「これなら食えるだろう」

　だんっと目の前に置かれたのは、無造作にカットされたメロンの山。

　食べ頃ごろになってきたから、今日のデザートにする予定で冷蔵庫に入れておいたものだ。

「食え」

　俯うつむいたままの遥の頭上から、吉哉の声が降ってくる。

「……はい」

　遥はメロンにブスッと突つき刺さされたフォークを手に取り、恐おそる恐るちょっとだけ口に運ぶ。その途端とたん、完熟したメロン特有の、ちょっと刺激しげきのある甘さが口の中いっぱいに広がる。

　その甘みを感じた途端、遥のお腹なかがきゅるるっと小さく鳴った。

（そっか、やっぱりお腹が空いてたんだ）

　昨夜のことで頭がいっぱいになっていて、今朝からほとんどなにも口にしていなかった。

　思わずフォークに残ったメロンをぱくっと一口で食べると、「よし」と吉哉の声が頭上から降ってくる。

（あれ？）

　遥は、その声の嬉うれしげな響ひびきに思わず顔を上げたが、時すでに遅おそく吉哉はカウンター内へ戻もどって行った後だった。

　タイミングを逃のがして吉哉の表情を見損みそこねた遥は、仕方なくまたメロンの山に視線を戻して、もう一切れメロンをフォークに突き刺した。

「折原さんには、なんて説明してくれたんですか？」

「弟の手術代欲ほしさのあまり、妙なバイトに首を突っ込んで危ない目に遭あいかけたところを偶然ぐうぜん助けたと言っておいた」

　遥から詳くわしい話を聞いたら、その妙なバイトを紹介しようかいした先輩せんぱいが同じ寮りようにいるとかで心配になってそのまま家に連れ帰り、ついでに住み込みで食事の支度をするバイトを頼たのんだと……。

「おまえから折原に渡わたった五百万は、バイトの前払まえばらい金として俺が支払しはらったものだとも説明しておいたぞ」

「そんなことまで……」

　ということは折原にも、留学するだなんて噓をついたことがばれてしまっていたのだ。

　みっともないやら、恥はずかしいやらで、変な汗あせが背中を伝う。

「折原さん、なんて言ってました？」

「おまえに心配をかけてしまったようで悪かったと謝っていたな」

「そんな、謝るだなんて……」

　そんなつもりであのお金を渡したわけじゃない。

　ただ、少しでも助けになれればと思っただけだったのに……。

「おまえの気持ちもわかるが、やり方が少しまずかったな。折原は、子供に負担をかけるようなことは望んでいない。おまえから渡された金も、いつかおまえが本当に必要とするときまで預かっておくと、使わずにそのまま取ってあるそうだ。──弟同様に、おまえのことも可愛かわいく思ってるんだよ」

　次に会ったとき謝っておけと言われて、遥は素直すなおに頷うなずいた。

「よし、これも食え」

　どんっとテーブルに置かれたのは、オードブル皿に山のように乗せられた、チーズに生ハム、ナッツやクラッカー類だ。

　チーズから食えと言われて、切り分けられたカマンベールを口にする。

（うっ。……これ、メロンの味がする）

　メロンを切るのに使った包丁を、洗わずにそのまま使ったのだろう。

　その無骨さが吉哉らしく思えて、遥はつい口元をほころばせた。

（やっぱり、好きだなぁ）

　見た目関係なしで、食べきれないほどの量の食べ物が盛られたお皿には、吉哉の不器用な優しさも一緒いつしよに盛りつけられているようだ。

　こんなに優しい人を信じ切れずに噓をついてしまった自分を、遥は改めて恥ずかしく思う。

「噓をついてて、ごめんなさい」

　オードブル皿を置いてすぐカウンターの向こうに戻っていった吉哉に、遥は謝った。

「それと、噓をつかせちゃったこともごめんなさい」

「ん？」

「折原さん相手に……。その、バイトの件とか」

「ああ、あれか……。あれなら噓のうちには入らない。俺とおまえとの間の秘ひめごとまで明かす必要はないだろう」

「秘めごと……ですか」

　なんだか甘い響きの言葉に、遥は微かすかに頰ほおを染める。

「噓のことも、もう気にするな。気持ちはわかるから」

　吉哉はワインとグラスを手に戻ってきて、遥の隣となりに座ると、くしゃっとその頭を撫なでた。

（吉哉さん、笑ってる）

　裏表のない人だから、本気で遥の噓を許してくれたってことなんだろう。

　嫌われるかもしれないと悲愴ひそうな覚悟をしていただけに、あまりにあっさりと許されてしまって、逆になんだかちょっと気が抜ぬけた。

　だが、噓を許してもらったからといって、これで終わりってわけじゃない。

　遥には、まだ重要な隠し事があるから……。

（秘めごとか）

　素敵すてきな響きだけど、金で買われた関係であることに変わりはない。

　折原との関かかわりが知られてしまった以上、このまま吉哉に金で買われるわけにはいかない。

（吉哉さんの不名誉ふめいよにならないように、ここから出て行かなきゃ……）

　ずるずるとここに居続けることはもうできない。

　表向きとはいえ、こんなお金絡みの関係はもう終わりにしなきゃならなかった。

　自分の素直な気持ちを告白して、あのことでお金を貰もらうつもりはないと言わなきゃいけない。

（吉哉さんの名誉のためにも、そうしなきゃ）

　遥は、気を鎮めようと膝の上に視線を落とし、ひとつ深呼吸する。

　そして、思い切って顔を上げたのだが、

「まずは乾杯かんぱいといくか」

　ほぼ同時に、吉哉の手の中のワインボトルのコルクが、ぽんっと小気味よい音を立てて、遥のやる気を思いっきりそいだ。

（なんで乾杯？）

　ご機嫌きげんな様子で白ワインをふたつのグラスに注いだ吉哉に促うながされグラスを手に持ち、わけもわからず乾杯をして、戸惑とまどいつつもグラスに口をつける。

（……あ、飲みやすい）

　以前レストランで飲ませてもらったワインより香りが華はなやかで、飲み口のいいワインだった。

　ついつい、くいっとグラスを何度も傾かたむけてしまい、あっという間に空になってしまう。

　メロンとチーズを口にしたものの、もともと空っぽだった胃にこのワインは効いた。

　身体からだ中がほわっと温かくなり、指先にまで温かな血が巡めぐってくるのがわかる。

「気に入ったか。もっと飲め」

　ふわっと酔よい心地ごこちになった遥は、「はい」とご機嫌でグラスを差し出す。

　だが、トクトクッと注がれるワインのラベルを目にした途端、すうっと酔いが引いていった。

「ちょっ、そのワインって、隼人さんに貰ったものなんじゃないですか？」

　教えられたあり得ない値段に驚おどろいて、ラベルをまじまじと何度も見たから間違まちがいない。

　間違って開けたのかと焦あせる遥をよそに、吉哉は「そうだ」と余裕よゆうで微笑ほほえんでいる。

「そうだって……。飲んじゃっていいんですか？」

「もちろんだ。なにか問題があるか？」

「あるでしょう！　だって、これ、吉哉さんがいつか結婚けつこんする気になったときにパートナーと乾杯するようにって、隼人さんがくれたワインですよ。俺と飲んでどうするんですか!?」

「おまえ以外の誰だれと飲めっていうんだ？」

「それは、その……あの……恭子さんとか」

　あまり口にしたくなかった名前を告げると、吉哉はぎゅうっと眉間みけんに皺しわを寄せた。

「恭子？　なぜここでその名が出る？」

「え、でも……この間もメール来てたし……。恋人こいびとだったんじゃないんですか？」

「誰がいつ、そんなことを言った？」

「隼人さんが、パーティーのときに」

　遥の答えに、吉哉の眉間の皺がまた増える。

「あいつめ。何度も誤解だと言ったのに、まだ疑っていたのか」

「誤解って？」

「恭子とは恋人になったことはない。性別を超こえて友人関係を築いていただけだ。そもそも、あいつは逃亡とうぼう先のニューヨークですでに同居している恋人がいるんだぞ」

「そう……なんですか」

（ってことは、どういうこと？）

　恭子は昔の恋人ではなく、吉哉は彼女の帰りを待っていたわけじゃないらしい。

　しかも吉哉は、遥と共にこのワインを飲むことになんの疑問も抱いだいていないようで……。

「あれ？　でも、どうして？」

　わけがわからなくなった遥は、混乱して吉哉の顔とワイングラスを交互こうごに見た。

　その仕草に、吉哉がハッとした顔をする。

「すまん！　また俺の悪い癖くせが出たようだな」

「悪い癖って？」

「せっかちすぎて早とちりした。ちゃんと手順を踏ふむのを忘れていた」

　とりあえずグラスを置けと言われ、遥はテーブルにそっとグラスを戻した。

「どう説明したらいいものか……。まず、俺も謝ったほうがいいのか」

「謝る？」

「ああ。俺もおまえに噓うそをついていたからな」

　遥は、吉哉の口から出た思いがけない言葉に、一瞬いつしゆんきょとんとした。

「そうなんですか？」

「そうだ。出会った日に見合い話に辟易へきえきしていると言っただろう？　あれは噓だ。まあ、いちいち断るのは面倒めんどうだったが、わざわざ偽にせの婚約こんやく者を仕立てるほどでもなかったからな」

「だったら、なんで俺にあんな女装までするようなバイトをさせたんですか？」

　遥を女装させるために高価な衣装に装飾そうしよく品を購入こうにゆうし、わざわざプロのスタイリスト達まで雇やとったのだ。そこまでの大金を使っておいて、必要なかったなんてあり得ない。

「見たかったから、かな」

　びっくりして見上げる遥を微笑んで見つめながら、吉哉があっさり言った。

「似合いそうだと思ったし、実際綺麗きれいだった。だが、おまえは変に飾かざりたてるより素すのままのほうがずっといい。これからは、もう女装はしなくていいからな」

（しなくていいって言われたって……）

「……はあ」

　そもそもバイト自体を辞やめる気だった遥は、気の抜けた返事を返した。

（っていうことは、つまり……）

　バイトをクビにされたってことだろうか？

　自分から辞めるにせよクビになるにせよ、貰ったお金は全額何年かかっても返却へんきやくするつもりだから同じことだが……。

（でも、変だ）

「俺に女装をさせるためだけに噓をついたってことですか？　吉哉さん、噓が嫌きらいなのに？」

　疑問に思ったことをそのまま口にすると、吉哉は「違ちがう」と即座そくざに答えた。

「噓をついたのは、おまえを引き止めるためだ」

「俺を？」

「ああ、そうだ。──あのまま手放してしまいたくなかったんだ。なんとかして手元に引き止めておきたかったから、適当なバイトをでっちあげてみたんだ」

「なんで、そんな……。あ、女装させたかったからか」

「いやそれは違う。おまえまで俺みたいに早とちりするな。引き止めたかったのは、おまえに一目惚ひとめぼれしたからだ」

「…………え？」

　さらりと唐突とうとつな告白に、遥は頭が真っ白になった。

　そんな遥の顎あごを、吉哉は指先でくいっと持ちあげた。

「最初は、この外見に惹ひかれたんだ。だから、女装なんて馬鹿ばかなことを思いついてしまったんだが……」

　吉哉は苦笑くしようしながら顎から頰へと指先を滑すべらせ、おまけのように親指でそっと鼻をくすぐっていく。

「今は違う。着飾きかざらない、このままのおまえに惚ほれている」

（惚れているって……）

　最初から諦あきらめていたから、こんな嬉うれしい言葉が聞けるなんて思ってもみなかった。

　思いもかけない吉哉の言葉に、遥はぼわっと顔を赤くした。

「弟のために大金を必要としていたおまえの気持ちにつけ込んで、強引ごういんに抱くような真似まねをした。それに関しては、悪かったと反省してる」

「強引だなんて……。そんな風には思ってないです。あれは、俺が望んでしたことだし……」

　慌あわてて否定すると、吉哉は嬉しそうな顔になる。

「じゃあ、俺を許してくれるな？」

「はい、もちろんです。──だって、あの、俺も……」

　吉哉さんが好きなんですから……と言葉を続けようとしたのに、嬉しすぎる告白にすっかりのぼせてしまっているせいか、なんだかうまく口が動かない。

「わかってる。俺とずっと一緒いつしよにいたいと思ってくれてるんだろう？」

　吉哉が、もたもたしている遥の言葉を勝手に先取りした。

「あのとき、おまえが別所にそう言っているのを聞いて、俺と同じ気持ちでいるとわかって本当に嬉しかった。お互たがいに同じ気持ちなんだとすっかり舞まい上がってしまって、それで一足飛びにこのワインを開けてしまったんだ」

「そうだったんですか……」

　思い返してみると、別所の家に助けに来てくれたときから、ずっと吉哉は微笑んで優やさしくしてくれていた。

　てっきり、怖こわい目にあった自分を気遣きづかってくれているのだろうと思っていたのだが……。

（吉哉さんが、そんなことするわけないか）

　気遣って優しい態度で接してくれることはあっても、気遣いから微笑みかけてくれるなんてことはあり得ない。

　吉哉の表情は、心の鏡なのだから……。

「じゃあ、俺がこのワインを飲んだのは間違いじゃないんですね」

「ああ。──もう一回、乾杯かんぱいしてくれるか？」

　グラスを持った吉哉に聞かれて、「喜んで」と遥は心のままに微笑んだ。

「ひとつ、聞いてもいいか？」

　二度目の乾杯をした直後に吉哉が言った。

「なんでも聞いてください。もう噓も隠かくし事もしませんから」

「じゃあ聞くが、おまえはどうして俺が気に入ったんだ？　自分で言うのもなんだが、俺はこの通りの不器用な性分しようぶんだし、隼人のような美男子でもない」

　好かれる要因が思いつかない、と吉哉は不思議そうだ。

「なんだ、そんなことですか」

　好きなところならいっぱいある。

　無骨で不器用なところも好きだし、強面こわもての外見だって大好きだ。

　でも、一番初めの決め手はこれだ。

「俺も吉哉さんと同じです。吉哉さんに一目惚れしたんですよ」

　遥が胸を張って堂々と答えると、

「この、俺にか？」と、吉哉が怪訝けげんそうな顔をする。

　いつも堂々としているのに、その手のことに関してはあまり自信がないのが、なんだかちょっとおかしかった。




　その後、ワインを飲みつつ、今まで話せなかった本当の気持ちや、警察では別々に話を聞かれたのでわからなかったことなどをお互いに語り合った。

「最初から、好きだったから抱かれたんです」

　お金で買われたつもりは微塵みじんもないと告げると、吉哉は本当に嬉しそうに微笑ほほえんでくれた。

　折原のノートパソコンの壁紙かべがみに悠の写真が使ってあって、それがきっかけでふたりが兄弟だと知ったと吉哉が教えてくれる。

　誘拐ゆうかいされたとおぼしき遥の携帯けいたいに、何度も何度も電話したことも……。

「そっか。俺、それで目が覚めたんです」

　携帯のバイブレーション機能が、羽虫の音に聞こえたことを遥は話した。当て身をくらわされて倒たおれて拉致らちされたとき、腕うでに食い込む男の手の感触かんしよくが気持ち悪かったことも……。

「目が覚めたら、椅子いすに縛しばられてて……。知らない間に移動させられてるのって、気持ち悪いものですね」

　気を失ってる間にどんな風に扱あつかわれたのかもわからないし……と、何気なく呟つぶやいた途端とたん、吉哉の眉間みけんにぐぐっと皺しわが寄った。

「吉哉さん？」

「……どこに触さわられたか、わからないんだな？」

「ええ、まあ、そうですね」

　目が覚めてからは椅子を蹴けられただけで、触られてはいない。

　とりあえず印象に残っている腕に視線を落とすと、そこを吉哉の手にむんずと摑つかまれた。

「洗う」

「え？」

「俺が磨みがき上げた宝石に、あんな奴やつの手垢てあかをつけたままにしておけるか」

「宝石？」

　それ、なんですか？　と問う間もなく、ひょいっと抱だき上げられて、吉哉の主寝室しゆしんしつ用のバスルームに運ばれ、服をつるんと剝むかれた。

「赤くなってる」

　一糸纏まとわぬ姿の遥を見て、吉哉は眉まゆをひそめた。

「え？　あ、ホントだ」

　吉哉の視線を辿たどって自分の身体からだを見た遥は、ちょうど別所に握にぎられた腕の部分に赤く手の痕あとがついているのを見て取った。

「あ、こっちと、ここもだ」

　よくよく見てみると、腕だけじゃなく腰こしや肩かた、足などにも赤い斑点はんてんがある。

　縛られた跡あともあるが、意識を失っている間、別所からよっぽど雑に持ち運ばれたに違いない。

「明日には痣あざになるかもしれないですね」

　遥は何気なく言ったつもりだった。

　だが、吉哉は途端に深刻な顔になり、「すまん」と深々と頭を下げて遥をギョッとさせた。

「な、なに謝ってるんですか？」

「俺のトラブルでおまえに傷をつけてしまった。……どう償つぐなったらいいものか」

「どうって……。やだなぁ、吉哉さんったら」

　あまりにも大袈裟おおげさな物言いに、ついつい遥はぷっと笑ってしまう。

「どうもこうもないですよ。こんな痣、一週間もすれば勝手に治りますって。──俺、頑丈がんじようですからこんなの平気です」

　絵だったら傷ついたら修復しなきゃならないだろうし、宝石だったら研磨けんましなおしだろう。

　でも、遥は人間だ。

　ちょっとした傷なら放っておいても勝手に治るし、傷が残ったとしてもよほどのことがない限りたいして気にもならない。

　遥がそう言うと、吉哉はなんだか拍子抜ひようしぬけしたような顔になった。

「そうか。平気なのか……。──では、ここの傷は？」

　裸はだかの胸に吉哉の手の平が押し当てられる。

「見知らぬ男にいきなり拉致されて怖かっただろう？」

「そう……ですね」

　吉哉にもう噓うそはつけないから、そこは素直すなおに認めるしかない。

「でも、こっちも平気です。怖い目にあったからこそ気づけたこともあるし……」

　気づけたことって？　と問われたが、それは黙秘もくひした。

　大切な人を胸に思っているだけで充分じゆうぶんに強くなれるってことに気づいただなんて口にするのは、さすがにちょっと照れくさすぎるから……。

「怖かった気持ちも、手垢と一緒に洗っちゃってください。俺も吉哉さんのこと、ざぶざぶ洗ってあげますから」

「おまえも？」

　怪訝そうな吉哉に、遥は「はい！」と勢いよく頷うなずいた。

「前々から、ちゃんと触りたいって思ってたんです。吉哉さん、あんまり触らせてくれなかったし……」

　お金のために身体を投げ出させているという負い目からか、吉哉は遥に奉仕ほうしさせてくれなかった。

　遥から触ふれようとしても、そんなことはしなくてもいいといつも拒こばまれてきたのだ。

　それが不満だったと遥が言うと、吉哉はそうだったのかとやけに驚おどろいたようだった。

「さあ、吉哉さんも脱ぬいで」

　自分ばかり裸に剝かれてしまっていた遥は、お返しとばかりに吉哉のシャツに手を伸のばす。

　それを見て、吉哉がまたまた驚いた顔をした。

「今日は随分ずいぶんと積極的なんだな」

「こういうはしたない子は嫌きらいですか？」

　ちょっと不安になって見上げると、吉哉はふっと微笑んだ。

「いや、むしろ好きだ」

「よかった」

　シャツのボタンを外してはだけさせた吉哉の胸に、遥がちゅっとキスをすると、吉哉の大きな腕がお返しとばかりにぎゅうっと抱き締しめてくれた。




　ざぶざぶ洗って、今日こそは吉哉をこの手で達いかせてやろうと張り切って、遥はバスルームに入ったのだが……。

「も……だめ……」

　大好きな大きな手の平で、泡あわまみれの身体を優しく撫なでるように洗いまくられ、同時に後ろも弄いじられて、早々に遥はギブアップした。

「ん？　なにが駄目だめだって？」

「吉哉さんのが欲しい」

　背伸せのびして、ちゅっと唇くちびるにキスをして吉哉を誘さそう。

　だが、吉哉は乗ってこず、シャワーヘッドを手に取って、遥の身体の泡を流しはじめた。

「ここじゃ駄目だ」

「大丈夫だいじようぶ、できるよ。──ね？」

　遥は自ら壁かべに手をつき、くっとお尻しりを上げて吉哉を誘う。

　それを見た吉哉が、ごくっと喉仏のどぼとけを上下させるのを見て、乗ってきたと一瞬いつしゆん喜んだのだが、駄目だった。

「そう誘惑ゆうわくするな。駄目だと言ったら駄目だ」

　吉哉は誘いを拒否きよひすると、ふて腐くされる遥にシャワーヘッドを向けて黙々もくもくと泡を落とした後、バスタオルでその身体をくるんで、ぎゅっと抱き締める。

「こんな所でうっかり理性をなくしたら、おまえの身体に負担をかけるだけだからな」

　のぼせるかもしれないし、床ゆかのタイルで痣を作らせてしまうかもしれない。

　そんなことはしたくないと言って、ふわっと遥を抱き上げて持ち運び、ベッドの上にそっと降ろした。

「勝手に治ると言われても、おまえの身体にもう余計な傷はつけたくない」

（うわあ、もう……）

　吉哉の言葉は、歯が浮うきそうなほど耳に甘い。

　ふて腐れていた遥は、完全に白旗を掲かかげるしかなかった。

「……吉哉さん、はやくきて」

　尖とがらせていた唇に笑えみを浮かべ、白い裸身らしんにまとわりつくバスタオルをはぎ取り、両手を伸ばしてもう一度自ら吉哉を誘う。

　そんな遥を眺ながめて幸せそうに目を細めてから、吉哉はゆっくりと腕うでの中に落ちてきてくれた。




　ぎゅっと目を閉じた遥は、自分の上で動く吉哉を身体中で感じていた。

「あっ……ああっ……んっ……んっ……」

　激しくベッドを軋きしませて吉哉が動く度たび、遥の唇からも甘い声が零こぼれる。

「遥」

　名を呼ばれて目を開けると、幸せそうな笑みを刻む吉哉の唇が見える。

　ほっとした遥は、また吉哉に腕を伸ばして引き寄せ、深く唇を合わせる。

　さっきから何度もこんな風に見つめ合い、笑みを交かわし合った。

　そんな何気ないやり取りが、今まで知らなかった深い幸せを遥に与あたえてくれる。

（身体だけのときとは、やっぱり違ちがう）

　心が通い合っているという安堵感あんどかんは、なににも勝まさる幸福だった。

　同じ行為こういと同じ言葉でも、その甘さと深さが格段に違う。

「あっ……ふっ……んん。──吉哉さん……好き」

　以前は心に秘ひめるばかりだった言葉を、強く揺ゆさぶられながら何度も口にしてみる。

　その言葉に応こたえるように、身体からだをまさぐる吉哉の手の平が、背中や頭を何度も愛いとおしげに撫でてくれる。

「俺もだ。おまえを愛してる」

　ふと不意打ちのように、低い声が耳に吹ふき込まれ、遥の身体はぞくぞくっと甘く痺しびれた。

「あっ……あぁ。──んっ！」

　その声の刺激しげきだけで、ぶるるっと遥の身体が震ふるえる。

「声だけで達ったか」

　甘く痙攣けいれんする遥の身体を抱き締めて、吉哉が嬉うれしそうに言う。

　その声に微かすかなからかいを感じ取って、遥はぷっと軽く唇を尖らせた。

「も……誰だれが、こんな身体にしたんですか？」

「もちろん、俺だ。──大丈夫、一生かけて責任は取る」

　無骨で不器用、せっかちで早とちりだけど、誰より誠実で優やさしい人。

　その言葉と表情に噓がないことを、遥は誰よりも知っている。

　だから微笑ほほえんで、吉哉の瞳ひとみを覗のぞき込む。

「よろしくお願いします」

「任せておけ」

　甘い言葉と甘い安心感。

　恋人こいびとの腕の中で、遥は蕩とろけそうなぐらいに幸せだった。
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　折原の懸念けねんは当たっていた。

　やはり悠は自分が養子ではないかと疑っていて、折原が真実を話すと、やっぱりそうだったんだと、むしろほっとしたそうだ。

　そして、遥はどきどきと緊張きんちようしつつ、弟に会うべく花束を手に病室へと向かったのだが、

「お兄ちゃん、危ないことしたら駄目だからね！」

　会ってすぐ、折原から遥が危ないバイトに手を出しかけたことを聞かされていた悠に、頭ごなしに叱しかられた。

「心配してくれる気持ちは凄すごく嬉しいけど、でも僕のせいでお兄ちゃんにもしものことがあったら悲しいよ。それに、自分のせいだって責任を感じて辛つらくなると思う。──そういうこと、ちゃんと覚えておいて」

　小さい頃ころから入退院の繰くり返しで、辛いことを沢山たくさん乗り越こえてきた分だけ、悠は大人びてしっかりした子に育っていたようだ。

「僕だけじゃなく、お父さん達だってきっと悲しくなるよ。お兄ちゃんは、自分の気持ちばっかりじゃなく、もっと周りの人のことを考えなきゃ駄目だよ」

　もう絶対に危ないことはしないでねと小さな弟に叱られて、遥はしょぼんと小さくなる。

（俺、馬鹿ばかだったな）

　悠のためと思っていても、それで周囲の人に心配かけたり迷惑めいわくかけたんじゃ、むしろ逆効果。

　それでは、ただの自己満足に過ぎない。

　手術代のために分不相応な大金を手に入れようとしていたことに対しては、吉哉も折原も遥の気持ちを思いやって特になにも言わずにいてくれた。

　でも、こうして小さな弟にはっきり叱られてみてはじめて、遥は自分がどんなに考えなしだったかに気づかされたような気がする。

「ごめん」

　遥は、小さくなったまま謝った。

「うん。──でも、心配してくれてありがとう」

　凄く嬉しい、と、悠が自分から手を差し伸のべてくれる。

　握にぎりかえした小さな手の柔やわらかさに、遥はなんだかとてもほっとした。




　遥が吉哉から受け取ったお金は、大人ふたりの話し合いの結果、吉哉に戻もどすこととなった。

　改めて遥は、住み込みでの吉哉の食事のお世話兼けん、画廊がろうの雑務の手伝いのバイトをすることになり、月々正当なバイト料を貰もらうことになっている。

　ちなみに、偽にせの婚約こんやく者のバイトは完全に終了しゆうりようして、吉哉は一ヶ月も保もたずに婚約者に逃にげられた惨みじめな男という汚名おめいを被こうむることになった。吉哉本人は、自分が言いだしたことだから自業自得じごうじとくだと平気でいるが、遥はなんとなく罪悪感を覚えている。

　吉哉の身内にだけは、婚約者騒動そうどうの真実を報告した。

　最初から遥が男だと見抜みぬいていた美華子は、あの頃からすでにふたりは恋仲こいなかだと確信していたようで、女装して婚約発表のくだりは恋人同士のちょっとしたお遊びだろう、洒落しやれのわかる子達だと愉快ゆかいに思っていたらしい。

　まったく気づいていなかった隼人は、遥が男だと知ってそりゃもうびっくりしていた。

　遥をまじまじと眺めては、化粧映けしようばえする顔なんだねぇと素直すなおな感想を言って、吉哉からそりゃもう怖こわい顔で睨にらまれていた。

　そしてふたりとも、男の遥が吉哉の側にいることをごく自然に認めてくれた。

　当たり前のように吉哉と一緒いつしよにいられることが、遥は本当に幸せだった。







「ただいま帰りました」

　日曜日の夜、遥は両手に大荷物を持ってリビングへと入っていった。

「吉哉さん、夕ご飯ちゃんと食べましたか？」

「おかえり。外で済ませてきたよ。──今日は楽しかったか？」

「はい、もちろん！　吉哉さんも一緒だったら、もっと楽しかったんですけどね」

「そうだな。俺も残念だ」

　今日遥は、かねてから美華子と約束していたショッピングに行って来たのだ。

　吉哉にも声をかけたのだが、重要なオークションの下見会があるとかで都合が合わなかった。

「それにしても凄い荷物だな。俺からのプレゼントにはいちいち多すぎるとストップをかけるくせに、美華子さんからならすんなり受け取るのか」

　吉哉が少し不満そうな顔になる。

「なに言ってるんですか。この服、俺のじゃないですよ」

「じゃあ、誰のだ？」

「吉哉さんのに決まってるでしょう」

「──俺？」

　遥の答えに、吉哉は意表を突つかれたようだ。

「そうです。俺のも少し買ってもらっちゃったけど、でもほとんど吉哉さんのですよ」

　最初から遥はそのつもりだったし、美華子のほうも息子むすこカップルの服を選ぶつもりでいた。

　吉哉にはどういうのが似合いそうかと、ふたりで相談するのはすっごく楽しかった。

「吉哉さん、スーツはいつもダーク系だし、普段ふだんもモノトーンのカチッとした服しか着ないでしょう？　もっとラフでカラフルなのも似合うんじゃないかって、美華子さんとあれこれ相談して選んできたんです」

「いや、そういうのは俺には似合わないだろう」

「そんなことないですよ。吉哉さん、イケメンだから、けっこうなんでも似合うと思います」

「……いけめん？」

　なにやらまずいものを食べたような顔で、吉哉が首を捻ひねる。

（吉哉さんってば、自己評価が案外低いんだもんな）

　だから、遥が一目惚ひとめぼれしたんだと言っても、首を捻ってばかりで、いまいち信じ切れていないようなのだ。

　実にもったいないことこの上ない。

「これなんて、すっごく似合うと思うんですけど……」

　遥は荷物を漁あさり、普段着ふだんぎ用のラフなシャツを一枚取り出した。

「俺が選んだんです。美華子さんも似合うって太鼓判たいこばん押してくれましたよ」

　落ち着いたモスグリーンでちょっとだけ光沢こうたくのある柔らかな生地きじのシャツは、吉哉のがっしりした肩かたのラインを引き立ててきっと魅力みりよく的に見せてくれるはずだ。

「……派手じゃないか？」

「全然。この程度、普通ふつうですよ」

「いや、でもな、どうもこの手の薄うすっぺらい生地は苦手で……」

　珍めずらしく煮にえ切らない吉哉の態度に、遥はぷちっと切れた。

「吉哉さん、狡ずるいです！」

「狡い？　この俺が？」

「そうですよ。自分の趣味しゆみで俺を飾かざりたててるくせに、俺が吉哉さんを飾ったら駄目だめなんですか？　そんなの一方的すぎます」

「あ、いや……でもな」

「せっかく、美華子さんとふたりで選んできたのに、着てもくれないなんて……」

　一転して涙声なみだごえになった遥は、唇くちびるを嚙かんでしょぼんと俯うつむく。

「着る！　着るから、泣くな！」

　それを見た吉哉は、慌あわてて着ていたシャツを脱ぬぐと、遥の手からモスグリーンのシャツをもぎ取って羽織ってみせ「どうだ？　似合うか？」と少し恥はずかしそうな顔で聞いてくる。

　それを見た遥は、美華子さん、やりましたよ、と心の中で親指を立てていた。

　もしも吉哉が買ってきた服を着るのを抵抗ていこうしたらどうするかってことも、美華子とふたりで相談してきたのだ。

『やっぱり、涙を見せるのが一番でしょうね』

　ふふふ、と美華子に楽しげに言われたが、遥はそれにはちょっと戸惑とまどった。

　噓うそで泣くのはまずいだろうと思ったからだが……。

『あら、恋人こいびと同士ならいいのよ。涙って、素敵すてきな恋のエッセンスですもの』

　浮うき世離よばなれしたその微笑ほほえみに、遥はすんなり納得なつとくさせられたのだ。

　彼女の素敵な助言のお陰かげで、吉哉はすんなり遥が買ってきたシャツを羽織ってくれた。

「似合います。……すっごく！」

　噓でもお世辞でもなく、本当に似合う。

　さすがに仏頂面ぶつちようづらをしていたら違和感いわかんがあるかもしれないが、遥といるときの吉哉は笑顔えがお率が高いから、ちょっと派手目のシャツでも全然大丈夫だいじようぶだ。

（色違いろちがいで俺のも買ってきたって言ったら、吉哉さん、どんな顔するだろう？）

　たぶん、吉哉の人生で初のペアルックに違ちがいない。

　それをふたりで着て、今度の休日に今日の買い物のお礼がてら、美華子さんに会いに行きたいと我が儘ままを言ったら、いったいどんな反応を見せるだろう。

　照れくさそうに微笑んでくれるだろうか？

　それとも、恥ずかしいから勘弁かんべんしてくれと逃げるだろうか？

（勘弁してやらないけど……）

　素敵なエッセンスを使っても駄目だったら、次はちょっとだけ拗すねてごらんなさいと美華子からは助言されている。

　大丈夫、吉哉さんは恋人の我が儘を許容できないような小さな男ではないから、と……。

　遥もそれには同感だ。

　吉哉は優やさしいから、きっと最後には折れてくれるに違いない。

　頼たより甲斐がいも甘え甲斐もある、素敵な恋人のシャツのボタンをひとつひとつ留めてあげながら、遥は幸せな気分で微笑んでいた。
















祈り













「今日と明日、バイトをお休みにして欲しいんです」

　朝食の席で遥が言うと、吉哉は皺しわにならない程度に軽く眉まゆをひそめた。

「ギャラリーのほうか？」

「それだけじゃなく家の食事のほうも……。今日の夕食と明日の朝食の支度したくをお休みさせて欲しいんですけど……」

　唐突とうとつにお願いしすぎたかなと不安だった遥は、吉哉のその表情を、ちょっと怪訝けげんに思われただけだと判断してほっとする。

「夕方からの悠くんの手術に付き添そうのか？」

「いえ。それは遠慮えんりよすることにしました。……親戚しんせきの方々もいらっしゃるみたいだし」

　遥の弟、悠は心臓に疾患しつかんを抱かかえていて、成功率が七割を切る大事な手術を控ひかえた身だった。

　悠は、赤ん坊ぼうの頃ころに折原夫妻の養子となり、当時の夫妻がアメリカに在住していたこともあって、両家の親戚の人々からは実子だと信じられている。

　弟とそっくりの遥が手術室の前に現れたりしたら、余計な騒動そうどうの種になりかねない。

　手術日に騒さわぎを起こしたくなかった遥は、ひとりでこの大事な日を過ごすことに決めた。

　病院に行ったところで、どうせできるのは祈いのることと待つことだけ。

　それだったら、家にいても同じだろう。

「手術の結果は、明日にでも折原さんに電話して聞くつもりなんです。それまではたぶん、なにも手につかない状態になると思うので……」

「わかった。俺の食事のことなら気にしなくていい。大学はどうするんだ？」

「やっぱり今日明日は休もうかと思ってます」

「そうだな。ぼんやり歩いて事故にでも遭あったら困る。ゆっくりしていなさい」

「はい！」

　ありがとうございますとお礼を言う遥に、吉哉は微かすかに唇くちびるの端はしを上げる。

　だが、何事かを考えているようで、その眉は軽くひそめられたままだった。




　悠の手術は、本来ならば二週間前には終わっているはずだった。

　だが、ちょうどその頃、悠が風邪かぜ気味ぎみになってしまったことで、万が一のことを考え体調が万全ばんぜんになるまではと手術日を延のばしていたのだ。

　命の危険がある手術だと知っていたから、手術日が延びたと聞いた日、遥は酷ひどくほっとした。

　ほっとしたことで、自分がその手術を本気で恐おそれていることにも気づかされた。

（だって、やっと会えたのに……）

　ずっと遠くで見守ることしかできなかった小さな弟。

　会ったばかりの頃は、照れくささからお互たがいに少しぎこちなくなったりもしたけれど、最近ではすっかり慣れて楽しく話もできるようになってきた。

　その大事な弟を、万が一にも失いたくないのだ。

　いま手術するのがベストなんだってことはよくわかっている。

　今はまだ安静にしてさえいれば、普通ふつうに生活できるだけの体力があるが、これが一年先になれば常に器械に繫つながれていなければ生きていけなくなる。

　そうなってからでは、手術の成功率も下がってしまうだろう。

　病院のベッドでただ生きながらえるより、十年後、二十年後を生きるためにいま頑張がんばりたい。

　手術の説明を受けた悠は、毅然きぜんとした態度でそう言って手術を承諾しようだくしたと聞いている。

（あの子は強いなぁ）

　見習って毅然としていたいのだが、いまいち平常心を保てる自信がない。

　おろおろしている姿を見られるのは嫌いやだから、大学にも行かずとりあえず部屋に籠こもっていることにした。

　今の自分にできるただひとつのことをするために……。




　手術開始時間が間近に迫せまっている。

　お祈りしようと思ってはいたが、いざしようと思うと祈りの言葉が思い浮うかばない。

（天にまします……ってのはクリスチャンじゃないから変だし）

　遥の宗教観は典型的日本人で、両親のお墓はお寺にあるが熱心な仏教徒というわけではない。

（そもそもこういうときにお経きようは読まないか）

　悩なやんだ挙げ句、けっきょく両親にお願いすることにした。

　どうか悠を守ってください、手術中の悠を支えてくださいと……。

　ソファに座り、両手を組んで目を閉じ、頭を垂れて、ただじっと祈り続けた。

　どれぐらい経たったか、コンコン、とドアをノックする音がする。

「入るぞ」

「あ、はい」

　慌あわてて目を開けた遥は、いつの間にか部屋が真っ暗になっていることに驚おどろいた。

（そっか、もうそんなに時間が経っちゃってるんだ）

　そう認識にんしきした途端とたん、ぶわっと胸の中に不安が広がった。

　悠の手術は無事に終わっただろうか？

　ちゃんと成功しただろうか？

　急にそんなことが気にかかり、不安で指が微かに震ふるえてくる。

「真っ暗じゃないか。明かりくらいつけろ」

　ドアを開けて入ってきた吉哉が、部屋の明かりをつけた。

　パッと明るくなった部屋の入り口に立つ大きな吉哉の姿に、遥はなぜだかほっと安心した。

「気づかなかったんです。夢中でお祈りしてたから……」

「そうか。その様子だと、昼食も食べてないんだろう。──とりあえず、これを食え」

　吉哉が、どん、と手に持っていたお盆ぼんをテーブルに置く。

　お盆の上には、普通サイズの二倍はありそうなおにぎりがふたつと即席漬そくせきづけ、そしてほかほかと湯気の立つお茶が入った大きな湯飲みが載のっていた。

「……これ、吉哉さんが？」

「ああ。この程度のものしか作れなくて悪いな」

「そんなことないです。凄すごく……嬉うれしい」

　ずっとずっと思い詰つめたように祈り続けていた後に急に気持ちが緩ゆるんだせいだろうか？

　ぶわっと視界が滲にじんできて、遥は慌てて両手で目を擦こすった。

「……いいから、食べなさい」

　その涙なみだを見て見ぬふりをしてくれた吉哉が、くしゃっと頭を撫なでる。

　遥は頷うなずいて、大きなおにぎりを手に取って、ぱくっと一口。

（……美味おいしい）

　握にぎりたてでまだ温かく、海苔のりの香かおりが鼻をくすぐる。

　塩味もちょうどいい感じだが、残念ながら見た目は悪かった。

（はじめて作ったのかな）

　吉哉があの無骨な大きな手で一生懸命いつしようけんめいに作ってくれたのだと思うだけで、嬉しくて唇に自然に笑えみが浮かぶ。

　黙々もくもくと夢中で食べていると、隣となりに座った吉哉がまた遥の頭を撫でた。

「おまえは本当に不器用だな」

　その言葉に、おにぎりを頰張ほおばったまま、「ん？」と遥は首を傾かしげる。

「こういうときは俺に甘えていいんだぞ？　ひとりで部屋に籠もっていたんじゃ不安ばかりが募つのるだろうに……」

　俺も不器用な質たちだから、気持ちはわかるが……と吉哉が苦笑くしようする。

「だが、ひとりで籠もられてしまうと、俺も不安になるんだってことは覚えておいてくれ」

　な？　と問われた遥は、ぼんやりして、おにぎりに視線を戻もどした。

（吉哉さんも不安になる？）

　そうなんだろうか？　と考えていると、ふと小さな弟に似たようなことで叱しかられたことを思い出した。

（そっか。俺の行動が人に影響えいきようを与あたえることもあるんだっけ……）

　ずっとひとりで頑張ってきたから、なんとなくいまだにピンとこない。

　母親とふたり暮らしだったときは、お互いに似た性格だったから、どんなときも相手に心配をかけないようにとふたりしていつもにこにこしていたし……。

　でも今日は、微笑ほほえめないと思った。

　悠の手術が心配すぎて気もそぞろな状態で側にいても、吉哉の恋人こいびととして安らわせてあげることができないだろうと思ったから、仕方なく部屋に籠もったのだけど……。

（じゃあ、甘えてもいいのかな？）

　ひとりだと不安だから、明日の朝までずっと側にいてと……。

　恐る恐る吉哉に視線を戻し、唇を開きかけたとき、吉哉のポケットの中で携帯けいたいが鳴った。

　誰だれだ？　と吉哉はぐっと眉間みけんに皺しわを寄せたが、携帯の表示を見た途端すっと皺を消した。

「俺だ。──ああ、ここにいるぞ」

　携帯で話しながら、ちらっと遥を見る。

「……そうか。わかった。──よかったな」

　やがて通話を終えた吉哉は、遥の顔をじっと見た。

「遥、携帯はどうした？」

「あ、電源切ってあるんです。友達からメールがくると気が散るかと思って……」

　その答えに、吉哉が、はあっと深く溜ため息をつく。

「あの……どうかしましたか？」

「折原から連絡れんらくがくるとは思わなかったか？」

「え？　あ、今のそうなんですか!?」

「ああ、手術は無事成功したそうだ。明日の昼には面会もできるだろうから、来るようにって言ってたぞ」

「よかった!!」

　遥は、ぱあっと笑顔になった。

　これで、十年後、二十年後、無事に成長していく弟の姿を見ていられると……。

　そんな遥を見て、吉哉も目元を和やわらげる。

　その大きな手が頭に伸のびてきて、遥はまた撫でてもらえるのかと期待したのだが、違ちがった。

　こんっと痛くない程度の力で、軽く小突こづかれたのだ。

「……なんで？」

「もう一度聞くが、折原から連絡がくるとは思わなかったのか？」

　思ってもみなかった遥が頷くと、吉哉はまた溜め息をついた。

「大事な我が子の兄に、手術の成否を知らせてあげたいと思うのは当然だと思うがな。おまえはどうもいまいち認識が足りないようだ。──いいか。俺が側にいなかったら、折原はおまえと連絡がつかないままだったんだぞ。そこはどう認識してるんだ？」

「……心配される？」

「そうだ。その通り」

（俺、また失敗したんだ）

　しょんぼりした遥を見て、吉哉は苦笑を零こぼした。

「焦あせらなくていいから、人に頼たよることを覚えていけ。──とにかくまあ、本当によかった」

　そっと抱だき寄せられた遥は、ばふっと吉哉の胸に顔を押しつけた。

「はい」

　ほっと安堵あんどしたような吉哉の穏おだやかな声と、じんわり染しみこんでくる体温。

　労いたわるように優やさしく包む腕うでの力が、心を穏やかに癒いやしてくれる。

　なんて幸せなんだろうと、遥は胸を熱くした。
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